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　その夜は、王都ロンディニウムに今年初めての雪が、暗い空から舞い下りていた。

「よう。久しいな、我わが弟よ」

　声を聞き終えた後でようやくラゼリオンは紫色の革かわ装そう丁ていの本から視線を外はずしたが、乙おのれを呼びつけた人物の気配にはだいぶ前から気がついていた。

　霧きりの王都を包むかのように神を讃たたえる歌が響ひびく聖せい誕たん祭さいの頃は、悪魔という生き物は力や感覚が鈍くなりがちだ。それでも、その人物の存在感は圧倒的で、同時に懐なつかしかった。

「お久しぶりです。いつこちらに渡られていたのですか？　──三の兄君」

「最近だ。しかし貴様はこんな風通しのいい場所でも読書とは、あいかわらず趣味が暗いな」

　ロンディニウムの名所のひとつである、時計塔だ。

　真夜中には人間は寄りつかないその場所の、しかも屋根にラゼリオンは腰かけ、膝ひざに古い大判の書物を広げている。三番目の兄は、ラゼリオンの傍かたわらに影のように降り立っていた。

「まあ、貴様の趣味などどうでもいい。呼び出した理由を言うぞ弟。──貴様の翼を七枚すべて、その手でもぎとって渡せ。それを以もつて、我われに恭きよう順じゆんした証あかしとみなしてやる。拒んだ場合には、貴様の隠かくれ処がになっているこの都みやこが、たいそう綺き麗れいな炎ほのおに包まれるかもしれんぞ」

　刃向かえば殺すというのではなく、王都を盾たてにとってきたことが、ラゼリオンの胸に不安の影を落とした。悪魔同士の戦いにおいて、普通ならそんなものを賭けたりはしない。──まさか、この王都を護まもる運命を負った少女に、ラゼリオンがある特別な思い入れを持っていることを、この兄は知っているのだろうか？

　ちらりとうかがうが、兄の乾いた瞳からは、なんの感情も読みとれなかった。

「──〈黒世界〉と〈白き王国〉の間に悶着を起こす気ですか？　賢明とは思えませんが」

「案ずるな。我が直接、この王都に手を出すわけじゃあない。実は少し前に、いい感じに狂くるった魔女と出逢ってな。その魔女はどうやら、この王都をひっくり返す何かを計画しているらしい。無謀な目もく論ろ見みだが、我がこっそり助言してやれば、あるいは──わかるな？」

　──その魔女の計画が、成功するかもしれない、ということか。

　言うだけ言って、三番目の兄は煙のように姿を消してしまう。ラゼリオンは一人、夜風に吹かれた。

　魔王になどなりたくはない。自分の背にある禍まが々まがしい黒翼も正直に言えば疎うとましい。しかし魔力の根源である翼をすべて喪うしなったら、ラゼリオンは塵ちりと化してしまう。つまり三番目の兄は彼に、死ぬか、兄弟で相争うかの二に者しや択たく一いつを迫っているのだ。

　青あお薔ば薇らの姫君と戯たわむれていた穏おだやかな時間が終わることを、確信せざるをえなかった。
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　それは唐とう突とつな予告だった。

「次に逢あう時には、あなたの敵になっているかもしれない」

　おかしな戯ざれ言ごとの多い悪魔が言うことだからと──真まに受けてなんていなかった、のに。










〈青あおの薔ば薇ら十じゆう字じ団だん〉は、冠かんむりに「秘密の」と戴いただくけれど、れっきとした王室直属の騎士団だ。

　対して無法街パンデモニウムは、その名のとおり、ギャングとも呼ばれる無法者たちの巣そう窟くつ。

　こういうと、普段はまるで関わりがなさそうなイメージを与えるが──。

　実は違う。

　その証拠に──というわけではないが、この夜のセシアは無法街を訪れていた。

　古い石いし畳だたみにはうっすらと昼間の雪が積もっていて、歩いていてもブーツの中でつま先がかじかむ、そんな冬の夜だった。ミントや木の実、あつあつのポテトを籠かごに入れて売る少女たちの間をすり抜け、途中で何人かのスリの腕をひねり上げつつ向かったのは、近頃人気の大衆酒場パブ『天てん使しの巣す』。ここが約束の場所だ。

　黒髪のバーメイドはセシアと彼女が着てきた特別な衣い裳しようを見ると、すぐに二階に案内してくれた。ひっきりなしに音楽が流され、酔すい客きやくがひしめく一階のホールとは違い、二階は静かだ。

　黒紫に塗ぬられた扉を開けると、なぜか女装した美少年がにこにこして待っていた。

「…………」

　セシアは回れ右して帰りたくなった。ここに来て彼に逢うことが仕事でさえなければ、全力で見なかったフリをしていたところだ。

　表情筋を硬直させる彼女をよそに、華はなやかな女装の少年はバーメイドにあごをしゃくった。

「ご苦労、パラシエル。俺がいいって言うまで、誰も入れるなよ」

「もちろんですよ首ボ領ス！　入ろうとした奴は、背後をとって延えん髄ずいを破壊です！」

　明るい笑顔でものすごく怖いことを言って、バーメイドはぱたぱたと仕事場に戻っていく。

　いろいろ突っ込みたいのを、『夜よるの女じよ王おう』の威い厳げんを保つためにぐっとこらえてバーメイドを見送ると、セシアは暗い窓辺へと視線を戻した。そこには今しがた「首ボ領ス」と呼ばれた少年が腰をあずけている。足元に、だいぶ古いものらしい水みず煙草たばこの道具一式を置いて。

　視線がぶつかると、二人は同時に口を開いた。

「君が『夜の女王』？」

「あなたが〈叛乱の天使〉の首ボ領ス？」

　一瞬の沈黙を挟み、お互いの正体を知る。少年が、くくっと喉のどを鳴らして笑った。

「信じられないって顔してるね、女王陛下」

「泣く子も黙るギャング団の首ボ領スに、女装の趣味があるとは聞いていなかったから」

「この服のことなら、別に趣味じゃないよ？　ないない。女装は俺の特技だけどね。今日は、アルビオンの夜を守る姫君とお話しするなら着飾らなきゃ駄目ですよって、パラシエル──今のバーメイドに言われて着てるだけさ」

　趣味じゃなくても特技というだけで十分奇妙だし、男性にパニエでふくらませた漆しつ黒こくのワンピースにヘッドドレスなどというレースとフリル満まん載さいの格好で「着飾ら」れても、反応に困るだけだと、心の底から突っ込んでやりたい。

　──似合いすぎるくらい似合ってはいるんだけど……うーん……。

　複雑そうにしているセシアを後しり目めに、女装の少年は甘えるような笑みで続けた。

「夜を見守る月のような姫君って噂うわさには聞いてたけど、噂以上に美人さんで嬉しいな。どうせ一緒にお仕事するなら、ブサイクより美形がいいもんね？　──お初にお目め文も字じいたします女王陛下。俺は〈叛乱の天使〉を束ねるブラッドレイ。姓はないってことにしてるよ。ないない。好きな言葉は『金ならある』。どうぞよろしく？」

　ブラッドレイはなれなれしい口調と畏かしこまった口調を、セシアが置いてけぼりにされるくらい素早く切り替えて、個性たっぷりの挨あい拶さつをしてきた。ワンピースをつまんでおじぎする姿は妙に様さまになっていて、おかしな頭痛を感じそうになる。

　だがこの時には、彼が常識で量はかろうとすると疲れるだけの人種、要するに変人だと確信していたので、セシアはひたすら淡たん々たんと切り返すことに決めた。悲しいが変人には慣れている。

「わたしはセシア。女王陛下などと呼ぶ必要はないわ、セシアで結構よ」

　奇き矯きようだけど、挑発的なエロティシズムを持つ美少年。──それが第一印象だった。

　変人ぶりを無視すれば、ブラッドレイはギャング団〈叛乱の天使〉のボスなどという迫力のある肩書きとは不釣り合いな、儚はかなげな美び貌ぼうの持ち主である。初雪を思わせる肌はだの白さが、濃こき紫むらさきという信じられない色の髪と不思議と調和していた。

　おどけた仕草で勧められるまま、セシアは窓辺のテーブルにつく。

　ブラッドレイが指を鳴らすと、先刻のバーメイドが飲み物や菓子を持ってきてくれた。

　下の階でふるまわれているビールやポテトではなく、紅茶と可か愛わいらしいケーキ類という組み合わせは、セシアを意識してのことだろうか。

「ところで本題に入る前に、わたしの噂うわさとやらをどこで聞いたのか尋ねてもいいかしら？」

「どこ、と言われてもねえ──あ、吸ってもいい？」

　水煙草の管くだをかかげるブラッドレイに、セシアはお好きにどうぞと肩をすくめてみせた。

「ご存知のとおり、俺たちは青薔薇の騎士様たちとは親しくお付き合いさせてもらってるからさ。セシア、君の噂くらいは、意識してなくてもこの耳に入ってくるよ」

　無法街パンデモニウムには、さまざまな事情を抱えたひとが流れ着く。エウローペ大陸の魔女狩りから逃れてきた亡命者もそうだ。アルビオンの言葉や慣習になじむのに苦労して、定職につけず、この闇の街区で犯罪ギリギリ、あるいは片足を突っ込んだ仕事に手を染める者は少なくない。

　そうした異能者たちが魔術絡みのトラブルを起こす前に、保護して管理下に置くのも青薔薇の騎士──すなわち〈青の薔薇十字団〉の大切な役目なので、ブラッドレイのように独自の情報網を持つ非合法集団ともひそかに関係を保っているわけだ。

「ここまで美人さんだとは思わなかったけれどね。惜おしい惜おしい。『本題』さえなかったら、すぐにベッドにお誘いしたのに」

「褒ほめ言葉と受けとっておくわ」

　あからさまな誘惑の言葉を、セシアはそっけなく受け流した。ブラッドレイも本気ではないはずだ。その証拠に、彼は気分を害した様子もなく、くつくつと笑っている。

　──好みのタイプっていうわけじゃないけど……。

　興味深い少年ではある。ブラッドレイを観察しながら、セシアはひそかに認めた。

　余分な筋肉や脂し肪ぼうのない、一見ひどく無力に見える華きや奢しやな身体からだつき。水煙草をくわえた唇くちびるはほんのりと濡ぬれ、魅み惑わく的てきな目線の流し方は客あしらいに長たけた娼しよう婦ふにも負けていない。

　自分と大差ない年頃に見えるのに、どんなにがんばっても育ちや潔けつ癖ぺきなたちが表か情おに出てしまう己とは、まるで雰囲気が違う。それはそのまま、住む世界の違いなのか。

　──でも、わたしとブラッドレイにはひとつだけ共通点がある。

「唐とう突とつだけど──あなた、魔術師よね？」

　ブラッドレイの、翡ひ翠すいの煙管キセルをもてあそぶ手が止まった。濃紫の瞳に鋭するどい光が流れる。

「どうしてそう思ったの？」

「〈青の薔薇十字団〉で長く過ごしているせいかしら。なんとなく、肌で感じるの」

　魔術師と、それ以外の人間の違いくらいは。どんなに力を隠していても。

　ブラッドレイはおもしろがるように口の端をゆがめた。

「でも俺の力に気づいた青薔薇の騎士は君が初めてだよ、セシア。じゃ、俺のことも保護するの？　──人にん形ぎよう遣づかいのイグレインみたいに」

　今度はセシアが、カップを口に運ぶ手を止めた。

　イグレイン──本名はリュディヴィーヌという彼女は、セシアが以前関わった事件で保護した魔女だ。今は魔術で世間を惑まどわせた償つぐないのために〈青の薔薇十字団〉に協力している。

「彼女を知っているの？」

「一度だけ逢ったことがあるんだ。腕のいい人形師で、しかも魔女だっていうからさ。『紅あか髪がみのアリス』が目をつけて、俺に接触を命じた」

「『紅髪のアリス』が……？」

　その名のとおり、紅色の髪を持つという魔女だ。しかも今、王都を惑わせている〈アリスの箱はこ庭にわ〉という会社を、陰で主しゆ宰さいしていると噂の。

「アリスは、イグレインさんを引きずりこもうとしていたの？」

「しようとしていた、なんてもんじゃないな。アリスは、イグレインが魔女として相当に使えるって認めていた。君が彼女を保護しなかったら、アリスは薬漬けで人格を壊してでもイグレインを我が物にしてたと思うよ。思う思う」

「その薬というのは──『楽らく園えんのかけら』？」

「ご明めい察さつ。『楽園のかけら』で一度この世の天国を見せられたが最後、同じ心地を味わうためなら、ひとはどんなことでもするようになる。アリスのところには、そんなふうにして支配されてる奴らが山ほどいる。いるいる」

　セシアの青い瞳が、不快と危き惧ぐによる翳かげりを帯おびた。

『楽園のかけら』とは、魔術で作られた習慣性の高い薬だ。先日まで王都──それも主おもに貴族の間でひそかに出回っていた『愛あいの秘ひ薬やく』という媚び薬やくが青薔薇の騎士たちの尽じん力りよくで根絶やしにされるのと前後して、今度は『楽園のかけら』が市民の間に広がりはじめたのである。

　そのおぞましき流行の中心地が、無法街パンデモニウムだ。

　もともと阿あ片へん窟くつや賭と場ばをはじめとした潜もぐりの高い施設を抱えている街区だけに、住民たちの魔薬への抵抗感は驚くほど薄い。酒のつまみに手を出すような気軽さで『楽園のかけら』を味わい、たちまち中毒になる人間が爆発的に増え、そして犯罪も増えた。さらには『楽園のかけら』の裏取引を巡って、ギャングたちの抗争まで始まっている。

　そうして、これ以上無法街を『楽園のかけら』に──そしてそれを売りさばくアリスたちに荒らされてはたまらないと思ったいくつかのギャング団を代表して、ブラッドレイが青薔薇の騎士に近づいてきたのだ。

「では、本題に入りましょう。──あなたが持つアリスの情報を教えて、ブラッドレイ」










　事の起こりは半月前。

　吸血鬼の領土での耽たん美びなハプニング以来、なかなか回復しない貧血状態を、セシアは毎日ひどい味の水薬を飲んで治療していた。効能第一主義かつ味み覚かく音おん痴ちの疑いがある知り合いの少年魔術師の自信作で、飲むたびにお花畑と天使が見えるというすばらしい代しろ物ものである。

「お嬢様。お口直しをご用意いたしましたが」

「……ありがとうございます、執しつ事じさん」

　薬の後味の悪さを、執事のクレオヴィスが気をきかせて用意してくれたハーブティーでなんとか流し、私室に戻る。両手で運ぶトレイに載せたのは、スパイスの香る温かい赤ワインに、蜂はち蜜みつ風味のドライケーキ、軽く炒いった数種類の木の実など。

　いかにも聖誕祭の季節らしいこれらの飲み物とつまみ物は、実はセシアが食べるわけではない（執事には夜食代わりだと言い訳してしまったが）。これは執事はもちろんのこと、他の同居人にも内緒で匿かくまっているひとへの差し入れだ。

　三階にある私室の扉とびらを開けると、窓辺で本を読んでいる黒衣の美青年が目に入った。

「…………」

　慌あわてず叫ばず、素早く扉を閉めたのは我ながら上出来だと、セシアは自分を褒ほめておく。

　そして文ふ机づくえにトレイを置いてから、冷ややかに言い放った。

「ラゼリオン様。勝手に人型になったら撃ち殺すと、わたしは言ったはずですが？」

「うっかり忘れていた、という言い訳ではどうだろうか」

「通用しません。昨日までは、ちゃんとミミズクの姿だったじゃないですか」

　先日、とある狼ろう藉ぜきを働かれたのにセシアが怒って「一カ月、人型になるのを禁じます！」と言い放って以来、その黒衣の美青年──ラゼリオンは従順に、仮の姿である漆しつ黒こくのミミズクに変身して、彼女の部屋に匿われてきたのだ。

　なのに、今日になっていきなり取り決めを破るとは、どういうつもりなのか？

「そうか。では」

　赤い革かわ装そう丁ていの本をぱたりと閉じて、ラゼリオンが音もなく立ち上がる。軽く両手を広げた。

「どうぞ。撃ち殺してくれ」

「何を言いだすんですか……そんな無表情で」

「あなたが本当に私を撃ち殺せるのか、試してみたい気分になった」
















　とても本気とは思えない挑ちよう発はつを、抑よく揚ようのない声で口にしながら、ラゼリオンはセシアの目の前までやってくる。本能的に後あと退ずさりしたくなるのを、セシアは意地で抑えこんだ。

　悪魔の淡々とした科白せりふが、実は二重の意味をはらんでいることには気づいていた。

　セシアに本当に、その手で彼を殺す覚悟はあるのか──という意味と、

　セシアにそもそも、この大悪魔を滅ぼせる力があるのか──という意味だ。

　さっきまでまるで楽らく隠いん居きよのように探偵小説を読んでいたが、このラゼリオンは実は悪魔の中でも屈くつ指しの実力者だ。本気で戦ったらどれだけ強いのか想像もつかないほどだが、セシアは彼が視線を向けただけで敵を滅ぼしたのを見たことがある。あれは恐るべき光景だった。

　正面切って戦って勝てる気もしないし、そもそも争う気もないが、ここで何もせずに引き下がり、怯おびえていると思われるのもおもしろくない。

「──『聖母マリアよ、救いたまえ』」

　セシアは悪魔を見つめたまま唱となえると、ワンピースの胸元で揺れている銀の十字架シルバークロスへと手をかけた。繊細な意匠の十字架は一瞬だけ星のように輝くと、〈聖母の涙テイアーズ・オブ・マリア〉と呼ばれる銀色の美しい拳けん銃じゆうに変化し、セシアの右手に重みを伝える。

　魔を滅ぼす聖銀の武器を、淀よどみのない動作で、ラゼリオンの黒ずくめの胸元へと向ける。

　微妙な沈ちん黙もくの中、悪魔の瞬まばたきもしない無表情を見上げて──。

　そこで唐とう突とつに馬鹿馬鹿しくなり、セシアは銃を十字架の形に戻した。

「今回は許します」

「なぜ？」

「執事さんがせっかく用意してくれたマルド・ワインが冷めたら、もったいないからです」

　そんな小こ癪しやくな言いようがお気に召したらしく、ラゼリオンはわずかに口元をゆるめた。

「では、ご馳ち走そうになろう」

　どこか遠えん慮りよがちだが、穏やかで──二人の間にだけ生まれる静かな空気が、室内に甦よみがえる。

　セシアは庭から仲間たちと調達してきた、赤い実をつけたヒイラギや濃い緑色のツタ、モミの木の枝などを書棚や窓に沿って飾ることを始めた。館内の他の場所はクレオヴィスにお任せだが、休みがもらえたのをいいことに、私室の中くらいは自分で飾ってみることにしたのだ。神の微笑みの執事ほど器用にはできないが、室内に聖誕祭の色を増やしていくのは楽しい。

「美お味いしい」

　椅い子すに座ったラゼリオンは、無造作だが作法を忘れない所作でワインを堪たん能のうしている。

「わたしに撃ち殺されないでよかったでしょう？」

　黒髪に縁どられた美貌は常つねに淡々としており、美お味いしそうな表情を見せてセシアを和なごませるようなことはない。しかも、悪魔は食事などしなくても生きていける。

　それでもセシアが機会を見つけては、彼に差し入れをするのは──どうしてだろう？

　今さらながら疑問が生まれ、暖だん炉ろを飾りつけていた手が止まってしまう。

　ふと視線を感じて振り返ると、案あんの定じよう、ラゼリオンがすぐそばに腰を下ろしていた。

「気配もなく近づかないでください。心臓に悪いですよ」

「お許しを。暖炉の炎に惹ひかれたのだ」

「火がお好きなんですか？　それとも、寒いのが苦手なんですか」

「後者だな。人間のように風か邪ぜをひくわけではないが、寒けを感じるのが苦手だ」

　それはそうだろう。悪魔が病やまいにかかるなんて聞いたこともない。

「でも、意外ですね。あなたは寒さは平気そうというか、いつも涼しそうに見えるのに」

「平気は平気なのだが──図書館の寒々しさを思い出すのが」

「図書館？」

「〈黒世界〉の図書館、いや、魔王城の中にあるから書庫というべきだったか。私は昔、そこの禁きん書しよ庫こに自分を幽ゆう閉へいしていたのでな」

　まるで他ひ人と事ごとのような口調で過去を語りはじめられ、セシアはどきりとする。飾りつけを続ける雰囲気では完全になくなっていた。

　──幽閉されていた、ならともかく、「自分を幽閉していた」っていうのは……。

　厭いやな予感がして息を吞むセシアを後目に、ラゼリオンは相変わらず淡々と続ける。

「あなたが想像しているとおりだ。幼い頃の私は、魔力を上う手まく制御できなかったからな。もう二度と、無意識に手からこぼれた魔力で誰かを傷つけてしまわないように、他者の気配のない場所に隠れて、外との接触を避けたのだ。私から近づかなければ、皆、私を畏おそれて寄りつきもしなかったのでな。それでも逢いにきた物好きなど──」

　と、そこで悪魔は急に言葉を止めた。

　──もしかして……『逢いにきた物好き』なひとのことでも、思い出してる？

　どこか遠くを見るようなアイスグリーンの瞳が、セシアにそんな感かん傷しようを誘いざなう。

　そして気づく。わたしが彼に差し入れをするのは、人間の生活の温ぬくもりを味わって、安らいでほしいという気持ちからだと。わたしが彼にかまいたいからだと。

　馬鹿げているかな。──このひとは悪魔なのに。

　妙に落ち着かない気持ちを持て余して、ラゼリオンから目をそらした次の瞬間、頰ほおにひやりとした感触があった。ラゼリオンの手だ。セシアの意識は驚きよりも、彼が何を思ってそんな行為に及んだのかという疑問に向くが。

「温かい」

　予想外に素そ朴ぼくなことを言われたせいで、上手い切り返しが思いつかなかった。

「それはまあ……生きてますから」

「あなたにふれているのは心地ここちよいな」

　やはり素朴だが無性に恥ずかしくなるような感想を述べられて、セシアは失語した。

　黒手袋に包まれた手は相変わらず冷たいし、声にも抑よく揚ようはないのだが、揺らぎもしないアイスグリーンの瞳の底には奇妙な熱があった。まるで至し美びなる女神でも見つめているかの如ごときまなざしを、この悪魔はときどきする。しかもこれは普段の、どこか冷ややかでセシアを試すようなふるまいとは違って、彼は完全に無意識でやっているようなのだ。

　──だから逆に、たちが悪いというか……。

　正直、困る。妙な一いち途ずさを感じるせいで、お人好しのセシアは無む下げに振り払えない。

　視線の熱でじりじりと焦こがされているような気がして、セシアがほんの少し身をよじると。

「逃げないでくれ。もう少しあなたにふれていたい」

「いえ……その……勘かん弁べんしてください」

　精神的に死にそうです、と言げん外がいに訴うつたえた。

「──ふむ。あなたを落とすには、こういう攻め方が有効だったのか？」

　人間観察を好む悪魔らしい、妙に理り屈くつっぽい言い回しが返ってくる。もう厭いやだこのひと。

　が、続く言葉には耳を疑った。

「あなたの三人の契約者ウオーカーを見るに、あなたは自分に甘えてきたり、世話が焼けたり、放っておけない翳かげりを持っていたりする相手には気を許すようだから、私も少しばかり道どう化けてみたわけだが──やはり、やや強引なくらい情熱的な方がときめくのか？　セシア」

「ちょっと待ってください。あなた、今ののどこまでが演技──いやそれよりも、これまでのおふざけは全部お芝居だったんですか!?」

　出逢った当初は胸が凍こおるような悪魔だったのに比べると、近頃は随分まるくなったのねと思わせる言動が増え、少々振り回されながらも好意的に受け止めていたのに、それがすべて計算ずくだったなんてショックだ。

　目を見開いたまま二の句が継げないセシアとは対照的に、ラゼリオンは平然とのたまう。

「全部が噓というわけではない。だが、あれが私の本性というわけでもない。それだけだ」

「……あなたというひとは、本当に油断ができませんね」

　相手によって出方を変える魔性の女に狙われてしまった男の気分で、ため息をつく。

　まあ実際、セシアはこの悪魔に求婚らしきものをされているし──そのせいで、彼の仕草や言葉のひとつひとつに、過か敏びんになってしまうのだが。

　今度こそ遠慮なく悪魔の手を叩たたき落とすと、セシアは突き放すように言い捨てた。

「だいたい寒いのなら、七枚の翼にくるまっていればいいじゃないですか」

「……あれか」

　無表情だが、気が進まないという色が声に出ている。

「いい歳したおっさんが背中に翼を生はやす姿は、我ながらあまりイカさないと思うのだが」

「……そんないい歳したおっさんに口く説どかれているわたしは、今すぐ逃げるべきですか？」

「今決めた。心はあなたと同い年ということにする」

「その発言がすでにおっさんです」

　こんな戯ざれ言ごとも、ラゼリオン曰いわく「道化芝居」なのだろうかと思えば複雑だが、妙な本気を感じさせる瞳で見られるよりは、はるかにやりやすい。セシアは遠慮なく軽口を返し、ついでに飾りつけも再開した。

「ようやくあなたの笑顔が見られたな、セシア」

　妙に感慨深げな声が気になって振り返ると、ラゼリオンは彼女の目の前に何かを差し出した。

　──ぬいぐるみ？

　悪魔の変身した姿そっくりの黒いミミズクのぬいぐるみの出現に、眉まゆをひそめた時──。

　ちゅっ、と。

　ぬいぐるみのミミズクのくちばし部分が、セシアの唇に押しつけられた。キスのように。

　数秒間、生きる銅像と化した後で、今度はなんのつもりだと無言で睨にらみつけると。

「私がキスをすると、あなたは怒るだろうから」

　……どこから突っ込んでやったらいいか悩む答えが返ってきた。自分の家にいるはずなのに、帰りたいと心の底から思った。

「ところで、先日ヴェネドシアでした『取引』のことをお忘れではないか？」

　吸血公爵の城で、力を貸してもらう代わりに──という約束をしたことか。また唐突な。

「私への礼に何をするかは、あなた自身に考えてもらいたいなと思いついたのだが」

「わたしが、あなたへのお礼をですか？　見当もつきませんけど」

「そう難しく考える必要はない。聖誕祭の贈り物を選ぶようにすればいい」

「と言われましても……」

　無理難題を押しつけられるのも困るが、丸投げされるのもそれはそれで悩ましい。

　目を泳がせるセシアを見つめて、ラゼリオンはどこか楽しそうだ。

「お得意だろう？　いつも契約者ウオーカーたちに、いろいろとしてあげているのだし」

　吸血鬼に血を与えたり膝ひざ枕まくらをしてあげたり、人じん狼ろうをどつきつつ世話したり、改造人間の彼にやさしく声をかけたり──といった行為のことを指しているのはわかったが、この黒衣の悪魔にと言われても、一体何をすればいいのか。

　そもそも三人の契約者にだって、セシアは特別なことをしているつもりはないのだ。

　あえて言うなら、仲間になら誰でもする努力──いつも仲良く、一緒に幸せになる努力をしているだけだ。息をするように自然に。特に、悩みもせずに。

　これまで悪魔に何度か与えられた課題の中でも、もっとも難しいものがきた気がした。

「実は私には目標がある。それを達成するために、」

「また唐突ですね。……目標？」

「まずは、あなたの契約者たちと同じくらい、あなたと親密になること」

「まずは……？」

「もちろん最終的には、私だけを見てほしい」

「それは無理です」

　考える前に即答していた。悪魔は落胆した様子もなく、むしろ納得顔でうなずいている。

「だろうな。そうなるには一万年はかかりそうだ。それともいっそ世界を滅ぼして、地上に生きる者があなたと私の二人きりになったら、あなたは私だけを瞳に映してくれるのか」

「あなたが世界を滅ぼす前に、わたしがあなたを撃ち殺すと思いますが？」

　ふざけた悪魔にばかりかまけてないで、他の場所を飾りつけようと、背を向けた時だ。腰のあたりにまで流れる銀髪がひと房、黒手袋をした手にすくい上げられたのを感じたのは。

　また悪いた戯ずらかと無視しかけたセシアを、ラゼリオンの視線が縫い止める。

　あの視線だ、と息を詰めて思った。あの、至美なる女神でも見つめているかの如き瞳。

　どきりとした瞬間を狙ったように、髪に口づけが落とされる。それを気配だけで感じる。

「では、セシア。──次に逢う時には、あなたの敵になっているかもしれない」

　──え？

　今度は一体どういうこと、と驚いて振り返った時には、悪魔の姿は忽こつ然ぜんと消えていた。彼の座っていた場所に、さっきのミミズクのぬいぐるみがちょこんととり残されているのが、笑えない冗じよう談だんのようだ。

　しばらく啞あ然ぜんとした後で、じわじわと腹が立ってきた。気まぐれな悪魔と、彼の仕草にうっかり動揺してしまった自分の締まらなさの両方に。

　眉まゆをつり上げた怖い顔で、ミミズクのぬいぐるみをどうしてくれようかと考えていると、扉がノックされた。ぬいぐるみをチェストに放りこんでから返事をすると、曇りひとつない眼め鏡がねの執事が、案じるように眉尻を下げていた。

「お嬢様。〈青の薔薇十字団〉から、緊急連絡が──」

　また新しい魔術事件かと思ったが、先日の〈アリスの箱庭〉の件だった。

〈アリスの箱庭〉という会社は、いかがわしい魔術で作った薬を売りさばいていると睨にらまれていた。先日セシアたちが集めた証拠によって、容疑は確かなものになり、他の騎士たちが会社を捜索する手て筈はずだったのだが。

「〈アリスの箱庭〉が、消えた──？」

　会社があったはずの建物は、もぬけの殻からになっていたという。予想外の急展開だった。










　アイスグリーンの瞳の悪魔が消えた。そして〈アリスの箱庭〉も。

　最初はただの偶然だと思っていたし、悪魔の方は「お礼」の件があるからすぐに戻ってくるだろうと踏んでいたのだが、そこでまたしても思惑は外れた。ラゼリオンは帰ってこなかったのだ。以来、長い銀髪のどこに悪魔がキスをしたのかがわからなくなってしまったように、彼の行方ゆくえは未いまだに知れない。

　──いや……帰ってくるっていう表現は変なんだろうけど。

　事情があって一時的に匿っただけで、別に同居していたわけではないのだから。

　しかし時期が悪すぎる。

　──『次に逢う時には、あなたの敵になっているかもしれない』

　あまりに無造作に渡されたので、またお得意の悪趣味な冗談かと思っていた言葉を、セシアは吟ぎん味みしなくてはいけなくなった。

　──あのひとと〈アリスの箱庭〉には、実は何か関係が……いや、そんなまさか。

　それとない信頼関係が育はぐくまれていた──少なくともセシアはそう思っていただけに、ラゼリオンを疑いのまなざしで見つめ直す作業は、心が軋きしむように苦しいものになった。しかも彼を匿っていたこと自体が秘密だったから、誰だれにも相談ができない。自じ業ごう自じ得とくとはいえ孤独にも苛さいなまれ、胃痛で目覚める朝もあった。

　──みんなに、早く打ち明けてしまった方がいい？

　──いやでも、関係があるって決まったわけじゃないし……。

　悩みながら〈アリスの箱庭〉の捜査に加わって、今夜ブラッドレイとの会見に至いたっている。

　ブラックジャックと呼ばれる、黒革を巻いた銀のジョッキを傾けながら、

「質問に質問で返してしまうけど、セシア」

　とブラッドレイ。

　あいまいな微笑ほほえみを浮かべたまま、テーブルに軽く身を乗り出してくる。肩を過ぎる濃紫色の髪が、白い首筋をするりと流れる様さまが、なぜだかひどく艶なまめかしい。
















「君が『紅髪のアリス』について知ってることって、どのくらいある？」

「紅い髪をした、見た目十歳くらいの魔女で、会社を陰から操っていた。『愛の秘薬』その他の薬を作っていたのも彼女だった。その程度よ」

　それすらも、調査をした他の青薔薇の騎士からの受け売りだ。

「じゃ、どんな力を持つ魔女なのかも知らないわけ？」

「見当もつかないわ」

「『魂たま喰くい』って言ったらピンとくる？」

「確か──悪魔が、悪魔を喰らって強くなるための方法でしょう？」

　悪魔や魔物の世界では、基本的に持って生まれた魔力の大きさで上下関係が決まってしまうのだが、それを覆くつがえす秘法はいくつかある。たとえば、吸血鬼の『逆吸血』。自分よりも上位の吸血鬼の血をとりこむことで、その力を自分のものにできる。

　それの悪魔版が『魂喰い』だ。上位の悪魔の魂たましいを喰らうことで、力を強めるという。方法は謎なぞに包まれているが。

「そう。普通は悪魔にしかできない芸当なんだけど、アリスはそれができるらしいよ」

「悪魔の魂をとりこめると？　どうやって」

「……そこまでは。でも魂をとりこむと、その悪魔の知識や経験も身につくんだ。ここ数年でアリスが急に魔女としての力をつけて魔薬で会社を成長させられたのは、そのせいだよ」

「ということは、アリスが魂喰いを修得したのは、つい最近なの？」

「ん。でも素質はもともとあったみたいだね。人間だと誰にでもできる業わざじゃないから」

「それはそうでしょうね。──アリスはどうやって魂喰いのやり方を知ったのかしら」

「最初は偶然だったらしいよ？　まったくの偶然で、近くにいた悪魔を喰らってしまって──でもそこからがアリスの頭のよさなのかな？　やがて自力で魂喰いの方法をマスターして、悪魔を見つけるたびに喰らって、あっという間に強大な魔女になった」

　魂喰いの方法をラゼリオンが教えたのでは？　という疑念は、ブラッドレイにあっさり払われた。セシアは内心ひそかに胸を撫で下ろす。同時に、どうしてそばにいない悪魔にこんなに悩まされなくてはいけないの？　と自問自答もする。

「だもんだから、魂喰いを身につけてからは、普通の魔女みたいに悪魔や魔物と契約しなくなってたんだけど──最近、一人の悪魔とつるんだらしい」

「悪魔？　名前はッ」

　セシアはテーブルをひっくり返しそうな勢いで訊き返していた。

　気けだるげに水煙草を口にして話しつづけていたブラッドレイも、さすがに驚いている。

「名前までは俺も知らないよ。でもアリスは『スノー・プリンス』って呼んで、喰らいもせずにお付き合いしてるって」

「スノー・プリンス……？」

　複雑な想いに搦からめ捕とられて、セシアは顔をしかめた。またわからなくなった。

　ラゼリオンは現魔王の第四子だというから「王子」はあてはまる。だが「雪」は──彼の喪も服ふくじみた黒ずくめの外見から、誰が雪を連想するだろうか？

　ラゼリオンは以前「幻影フアントム」という偽ぎ名めいを使っていたが、自分で雪の王子だなんて名乗るとは思えない。そもそも彼は、自分が魔王の子だという事実を歓迎していないのだから。ということは「スノー・プリンス」は、アリスがつけた綽あだ名なだと考えるのが妥だ当とうだけど──。

　──ちょっと待って……？

　頭の隅に、影のように何かがよぎった。閃ひらめきのようで、はっきりしないもの。

　ラゼリオンにこだわりすぎていて混乱していたが、スノー・プリンスとはもしかして──。

「あと、アリスの情報は──そうそう、君の今日の装よそおい？」

　脈みやく絡らくのないブラッドレイの指摘で、思考が中断される。

　セシアが着てきたのは、彼が事前に「合言葉代わりに着てきて」と贈りつけてきたもので、彼女の本来の好みとはかけ離れた可か愛わいらしいデザインの衣裳だ。

　純白のワンピースを飾るのは、歩くたびに揺れる黒のレース、ヘリオトロープ色と言われる淡あわい青紫色の薔薇。──青と紫の組み合わせ。神の花とも呼ばれるヘリオトロープ。花言葉は「献身的な愛情」。何やら意味深なモチーフだと胡う散さんくさくは思っていたが。

「アリスも白が好きだよ」

「……彼女の好きな色をわたしに着せて、どうしたかったの？」

「そこまで深い意味はないよ？　ないない。〈青の薔薇十字団〉の騎士服が黒だから、ひねくれ者の俺としては、白をまとった『夜の女王』が見たかっただけ」

　扇おうぎのように広がった袖口をやたらにひるがえして、ブラッドレイは不意に立ち上がった。じゃらりという金属音が、細い身体から聞こえる。

　華やかな女装のインパクトに隠れて目立たないが、彼は「動くのに邪魔になるんじゃないの？」「肩はこらないの？」と心配になるくらい、首や腕に多数の銀の鎖くさりやアクセサリをつけていた。どこか芝居がかった所作をするたびに、その鎖部分と髑どく髏ろ・十字架・騎士剣などのモチーフが窮きゆう屈くつそうにひしめき合い、不協和音を奏かなでている。

　重たげな銀の指輪をいくつもはめた手が、ふと差し伸べられた。立って、という意味らしいがセシアは眉を寄せる。

「どこに連れていくつもり？」

「アリスの話の続きは、下の階でしよう。ついでに見せてあげる」

「何を」

「街中に出回ってるのより、はるかに純度の高い魔薬。アリスのお手製だよ」

　セシアの胸にはまだ質問がいくつも渦うず巻まいていたが──その点にも、興味はあった。







　一階のメイド酒場は盛せい況きようだった。男性客が流は行やりの歌を、酒で焼けた声で歌っている。

　ブラッドレイはここを経営している〈叛乱の天使〉のボスなので、一番いい席──ガラス戸で喧けん騒そうとは隔へだてられた静かな個室に当然のように通してもらえたが、カウンターでの立ち飲みで我慢してしまうお客もいるようだ。

「おさわりは禁止だし、売春もさせてないよ？　ないない。ここはお酒と妄もう想そう力りよくだけで酔ってもらう店なんだ。変態という名の紳士御用達」

　さっきの女性給仕が、今度はマルド・ワインを金のゴブレットで運んできた。

　薔薇に似た香りと独特の風味のスパイスで演出されたワインは、場末のパブで饗きようされているとは思えない豊かな風味だった。が、ガラス戸の向こうの光景はやっぱり異様である。

「変態という名の紳士って……何？」

「資産階級のお客様も多いんだよ。うん、多い多い」

　同じような言葉を二度、リズムをつけるみたいに繰り返すのが、この少年の癖くせらしい。

　メイド酒場という奇き抜ばつなパブが人気を集めていることは噂で聞いていたが、さしものセシアも実際に足を踏み入れたのは初めてだ。

　感想は？　と問われれば、正統派のメイドさんを愛する身としては眉をひそめるしかない。ボリュームのあるペチコートでふくらませたスカートは、おしりをぎりぎり隠すくらいしか丈がなく、襟えりぐりも大きく開いていて、肩と胸の谷間をあまりにも扇せん情じよう的てきに露出しすぎている。

　しかしメイド（もどき）たちはまだマシだ。

　上半身にボウタイとシャツの襟部分、そしてカフスしか身につけていない──手っとり早く言えば上半身ほとんど裸の男性給仕は何事なのか。

「あいつらは執事。のつもり」

「どこが!?」

「最初は変態紳士をカモにするつもりだったんだけど、意外や意外、女のお客様もかなりお見えでねえ。ご要望にお応えして、執事も投入したんだ。──え？　上半身裸なのはなんでかって？　それも注文のひとつだったんだよ。浮気の危険を冒おかさずに、たくましい肉体を鑑賞したいんだって。暑ッ苦しいけど、用心棒にもなってくれるから、一いつ石せき二に鳥ちよう？」

「一石二鳥はいいけど、本来の執事らしさがなくなっているのはどうかと思う……」

　理解不能だと首をひねりつつ、ローズグレイ・ハウスを守る完璧な執事を思い浮かべた時だ。

　入り口の方から、覚えのある声が聞こえてきたのは。

「いけませんよ。レディの前だというのに、タイが曲がっているなんて」

「！　あ、ありがとうっす。……えっとその、失礼っすけど、旦だん那なは一体？」

「通りすがりの執事です」

「ええ!?　そんな神こう々ごうしいオーラを持ってるのに、ただの執事だなんて信じられないっす！」

「いえいえ。その昔、司祭を務めた経験があるだけで、私はただの人の子ですよ」

　セシアの手からゴブレットが落ちた。

　……声に聞き覚えがあると思った時から厭いやな予感はしていたが、ここまできたら、振り返らないわけにはいかない。元司祭で執事で、このむくつけき筋肉執事軍団にも動じない神々しいオーラの持ち主が、この世に二人もいるものか、いや、いてたまるか！

　ガラス戸を引いてホールを見れば、そこには見慣れた黒い服の執事がいた。上半身裸執事たちのボウタイを、親切そうに整えてあげている。周りの女性客には妙にウケているようだが、はっきり言ってシュールにも程がある光景だ。眩暈めまいをこらえて、セシアは声を上げた。

「あの──クレオヴィスさん、どうしてこんなところに……？」

「……なに知り合い？」

　清せい潔けつに撫なでつけた黒髪に、曇くもりひとつない眼鏡。猥わい雑ざつなパブでは異様なほど浮いている紳士の登場に、ブラッドレイには後方からなんだか引いた表情で突っ込まれてしまった。

　一方、今日も手入れの行き届いた黒い服のクレオヴィスは、あくまでもマイペースだ。

　セシアの前できっちりと腰を折ると、いつもと変わらぬ神々しい笑顔を浮かべて答えた。

「はい、お嬢様。ローズグレイ・ハウスでの今日の務めは完了したのですが、私は聖誕祭の季節にはなぜか活力があふれてしまう体質なので、こう、力が余っておりまして。たまにはお嬢様のお手伝いでもできればと思い立ち、こっそりおそばに参上つかまつったのですが」

　こっそりしてないしてない。脱力して柱に寄りかかりながら、セシアは内心激しくかぶりを振る。また、眩暈がした。

「もしかして、ご迷惑だったでしょうか？」

「いえ、迷惑とかいう話じゃないんですけど…………びっくりしました」

　そしてずっこけた。いろいろと大事なことが頭から吹っ飛んでしまった気がする。

「では、私のことはお気になさらず、お役目に励はげんでくださいませ。私は外におられる契約者ウオーカーの方たちとともに、このあたりをこっそり見学しておりますので」

　このパブから執事として見て学ぶことなどないだろうし、むしろ学ばないでくれと思ったが。

　疲れながら見送って個室に引き返すと、ブラッドレイは毒気を抜かれたような顔をしていた。

「……おもしろい執事を雇やとってるね、君。うちの連中を指導してくれないかな？　気のいい奴らなんだけど、みんなまだ紳士らしさが足りないんだ。足りない足りない」

　それでも口をついて出るのが商売っ気たっぷりの冗談なのは、このあたりのパブと賭博場を仕切るギャングの首ボ領スらしくはある。女装だけど。

「わたしが執事さんにそれをお願いしたら、あなたも教えてくれる？」

「ん？　アリスのこと以外に何か知りたいの？　俺の性別？」

「あなたとアリスの関係よ。どうしてそんなに彼女に詳しいの」

　ガラス戸を閉め直しながら、セシアは視線を鋭くして問う。〈アリスの箱庭〉から魔薬を買ったこともあるギャングの首ボ領スというだけでは、あれほどの個人情報は手に入らないはずだ。

　そのことに疑惑と警戒を覚えたから、セシアは急な一階への移動に反対しなかったのだ。

　ここの方が、近くで待機してもらっている契約者たちに（執事にも）助けを呼びやすい。

　濃紫の瞳と、沈黙の中で見つめ合う。

　まるで媚こびる娼婦のような愛想笑いを常に浮かべているのに、本心の読めない少年の瞳。

「──その前にセシア。感想を聞かせてくれる？」

　ブラッドレイの瞳の底光りに、不吉な胸騒ぎを覚えながら、セシアは切り返した。

「なんのこと？」

「マルド・ワイン。特別製だったんだけどな」

　喉が一瞬にして干上がったような気がした。さっきから何度も頭を突き飛ばしてきた眩暈の原因は、何かを盛られていたせいか！

　毒？　それとも魔薬？　吐きもどそうと口元に手を持っていった瞬間に、今までに倍する激しい立ちくらみに襲われて、膝が笑った。よろめき、背をブラッドレイに支えられる。

「いってらっしゃい、セシア。──迷子にならないよう気をつけて」

　吸血鬼に血を貪むさぼられている時のどこか官能的な陶とう酔すい感にそっくりな眩暈に、頭からのみこまれて、感覚が奪われた。意識を完全に剝はぎとられる寸前に、ガラス戸の向こうにクレオヴィスの黒い服を見た気がしたが、救いを求める気持ちが見せた錯さつ覚かくだったのかもしれない。











　ヘイ、ディドル・ディドル　猫とフィドル

　牡牛が月をジャンプした　それ見て仔犬が笑ってる

　お皿はスプーンと一緒に逃げた──。






　不可思議な歌詞のマザーグースを聴いて、セシアは瞼まぶたを開けた。

　周囲は仄ほの暗ぐらい。黒と赤のタイルが敷き詰められた床に、セシアは倒れ伏していた。眼球をぐるりと回すようにして周りを見れば、無残に解体されたぬいぐるみや、かんしゃく任せに叩き壊されたと思おぼしき玩がん具ぐが一面に転がっている。ぞっとしない光景だ。

　──ここは……どこ。

　身を起こすと、真正面に歌声の主がいた。

　十歳にもならないくらいの、夢のように美しい少女だ。黒と赤の玉ぎよく座ざに座っている。

「レリエルは、きちんとお使いをしてくれたようね」

　レリエル？　いや、それよりも、この少女は──。

　──『紅髪のアリス』？

　フリル付きの白いヘッドドレスで押さえた紅の髪。甘ったるいデザインのドレスも純白だ。

　よくできた人形かと勘違いしそうなほど虚うつろな、ガラス玉じみた漆黒の瞳が、セシアをうっとりと見つめている。予想に反して敵意のない、まるで憧あこがれの王子様を前にしたかの如き表情は、逆にセシアの警戒心を煽あおった。得体が知れない。そう思ったのである。

　──なんのために、わたしをここに……？

　もっとも、最初は友好的に見せかけておいて、前触れもなく豹ひよう変へんする可能性もある。セシアは過去に何度か、そうした「あわや」という事態に遭そう遇ぐうしてきた。死ぬ目にも。

「あなたが、アリス？」

「はい。お初にお目文字いたします、女王陛下。あたしの『王国』はいかがかしら」

　瞳はセシアに向けたまま、少女──アリスは、膝の上で不気味なウサギのぬいぐるみをもてあそんでいる。目にあたる黒いボタンは、片方がとれかけている。

「この部屋の材料は、悪魔七体分の血と肉と皮ひ膚ふ。あたしの食べ残し。だからインテリアは黒と赤だけなの。あたしとしては、本当はピンク色が使いたかったのよ。ピンクって世界で一番素敵な色だわ、そうは思わない？」

「……素敵だと思うわ。残念ながら、わたしには似合わない色だけど」

　アリスを不用意に刺激しないよう、ゆっくりと立ち上がりながら、ひとまず話をつなぐ。

　──『正気か狂気かわからない相手と話をしなければいけない時は、焦あせってはなりませぬ』

　──『感情を隠し、けれど穏やかに会話を続けて、相手をくつろいだ心地にさせること』

　──『とにかく、話を続けることが大事なのですよ』

　師し匠しようの教えを思い出しながら、セシアは不安を表情に出さないよう、自分に言い聞かせた。

　今いる場所がどこなのかさえわからない状況では容易なことではなかったが、暴れてもなんの解決にもならないのだと考えれば、奇妙に腹が据すわった。

「ピンク色が好きなら、〈アリスの箱庭〉でもピンク色の商品を作ればよかったのに」

「それは駄目よ。だってそんなものを作ったら、売りたくなくなってしまうじゃない。それにあの会社を経営してたのは、お金を作るのと、あたしが売ったもののせいで他ひ人とが振り回されるのを見るのがとてもとても楽しかったからだもの」

　幸いセシアの目論見は、アリスの今の気分と一致したらしい。セシアが穏やかにうなずきながら、他た愛わいない──けれど核心に少しずつ迫っていく質問を重ねて話を促うながせば、アリスはいかにも女主人らしく鷹おう揚ように答える。打ち解け顔で静かに、やりとりは続く。

　やがてアリスは薄笑いを浮かべて「欲しいものがあるのよ」と告白した。

「欲しいもの？」

「この王国は狭いし、醜みにくくて不完全だから、もっともっと綺き麗れいで大きな王国が欲しいの」

「たとえば……どのくらいの？」

「このアルビオンとか」

　ぶつり。そこで突然、アリスはぬいぐるみの首を捩ねじり切った。首が胴体部分ともぎ離された刹せつ那な、アリスの顔は恍こう惚こつとした悦よろこびにゆがんでいた。

　うすら寒い狂気を感じて身がすくむ。しかしアリスの聞き捨てならない言葉と、不吉なものしか感じさせないぬいぐるみへの仕打ちで感じた胸騒ぎが、セシアを突き動かした。

「アリス、あなたまさか……クローディア女王に何かする気？」

　にまり、とアリスが笑みを深める。

「誤解しないで？　あたしは別に、女王様にとって代わりたいわけではないわ」

　セシアを睨ねめ回すような瞳の色も、いつのまにか変わっていた。最初は不気味なほど親近感を示していたのが、今は傲ごう慢まんさと支配欲でぎらついている。

「この王国は、只ただ人びとが魔術師をいいように使って、自分たちのことを守らせているわ。でもあたしは、それは実は不自然なことだと気づいたのよ。魔術師は只人よりもはるかに数は少ないけど、力は幾百倍だわ。力のある魔術師が民を支配する王国の方が、ずっとわかりやすくて綺麗。だからそんな新しい王国の頂点に、あなたが立ってくれたらと思ったのよ」

「その提案をするために、アリス、あなたはわたしをここに呼んだの？」

「ええ。レリエルに命令して、ね。──いかがかしら？　あなたはとても強い力を持った魔女だとお見受けするわ。なのに只人たちに飼い馴らされた猟犬のように扱われていて、不満だとか悔しいとか思ったことはないの？」

　セシアは少し迷った。答えは考えるまでもなく決まっているが、どういう言葉を選べば一番アリスを刺激しないかが問題だ。

「……残念だけど──あなたの提案にはのれないわ、アリス」

　細く、深刻すぎない声をセシアは作った。あなたのことが嫌いだから断ったわけじゃないわと伝えるように。

「わたしは今の生活と役目に満足してるの。それに、政治には向かないと思うし」

　アリスが真実を知らないことと、決して教えてあげられないことが残念だ。たとえ床に捨てられた無数のぬいぐるみよろしく首を捩じ切られても、セシアが『昼の女王』を──最愛の双子の妹と彼女が守るアルビオンを傷つける計画に、協力できるはずはないのだと。

　でもアリスの機き嫌げんは損そこねるかも、と身構えたのに──。

「あはははははははははははははははははははははははははははははははははははッ!!」

　セシアは思わず、びくりと身震いしてしまった。あらゆる予想を裏切って、アリスが突然、はじけるように哄こう笑しようしたからだ。

　紅い髪の隙すき間まで、不気味にぎらつく黒玉の瞳。裂けんばかりに開かれた三み日か月づき形がたの唇。

　──なんなの……？

　全身を襲う異様な圧迫感を床を踏みにじって耐えながら、セシアはアリスから目を離さない。

　嘲あざけり笑いながら、やがてアリスはぬいぐるみの四し肢しを全部むしりとり、脇に放り捨てた。
















「はぁあああ……思った以上に、あなたはアルビオンに縛られてるのね？　いいわ、それならそれで楽しいもの」

　最後は狩りを終えた獣けもののように息を吐いて笑いを収めると、アリスはにこやかに。

「じゃ、その代わりに、あなたはあたしと遊んでくれなきゃ駄目よ？　『夜の女王』様」

　まったく脈みやく絡らくのないことを言い放ち、幼いけれど奇妙に鋭い目でセシアを射た。

　そうして語られた「遊び」の内容は恐るべきものだったが──。

「──あたしを捜して、『夜の女王』。この王都にある、あたしの隠かくれ処がで待っているからね」

　最後にそう囁ささやいた声がどこか寂さびしげに聞こえたせいで、セシアはアリスに詰め寄るのを一瞬躊ちゆう躇ちよした。その隙に食いこむかのように、再び眩暈に襲われる。視界がぐにゃりとゆがむ中、アリスへと懸命に手を伸ばしたつもりだったけれど。

「あなたの飼っている三体の魔物。あれはとてもとても素敵ね。でも、眼鏡で黒い服の従者はちょっと悪趣味だわ。あなたはどうして、あんな──……をそばに置いていて平気なのかしら？　あれは……あたしのように闇に堕おちた人間には、とてもとても──」

　可か憐れんだが底冷えのする声が遠のき、セシアは赤と黒のいびつな『王国』から放り出された。







　再び気がつくと、いつになく表情を曇らせた執事と、メイド服の女装少年が目の前にいた。

　疑問も言いたいことも山ほどあったが、セシアの口を最初に飛び出したのは。

「……どうして着替えたの？　ブラッドレイ」

「介かい抱ほうするなら、ワンピースよりこっちのが向いてるかなって。サービスサービス」

　もう一度気を失いたくなったのをこらえて、セシアは重い身体を起こした。

　倒れた後に運ばれて、この簡素な杉のベッドに横たえられていたのか。メイド酒場の仮眠室かそれに近い目的の部屋らしく、先刻の喧けん騒そうが遠く近く聞こえる。痛む頭に、それはずきずきと響いた。

「お嬢様。大丈夫ですか？　何か、気分のよくなるものをご用意いたしましょうか」

　まるでここがセシアの自邸であるかのように、クレオヴィスが気を遣ってくれる。

　本音を言えば温かいミルク入り紅茶でも欲しかったが、今はそれよりも大事なことがある。

「いえ……それよりも、〈青の薔薇十字団〉に至急連絡したいことがあるんです。手紙を書くので、行ってもらえますか？」

「無論です。仰おおせのままに」

　セシアが携帯していた文具で書簡を用意すると、「契約者の方たちは廊下におられます」とさりげなく耳打ちをして、執事はメイド酒場を後にした。

　二人きりになると、ブラッドレイはやけに自然にベッドの端に腰を下ろしてくる。

　げっそりした表か情おのセシアを、生意気な猫に似た瞳で見つめ、やがて口の端をつり上げた。

「お疲れのようだね。慰なぐさめてあげようか？　たっぷりサービスするよ」

「……メイドの格好が似合う男のひとにサービスされても、困るだけよ」

「そうかな。一度試したらハマるかもよ？　ま、無理にとは言わないよ。言わない言わない」

　騙だましておいて悪びれもしない少年に、怒るよりあきれ、セシアは額ひたいを押さえて嘆たん息そくした。

「わたしに何を盛ったの？」

「アリスお手製の魔薬。『楽園のかけら』の濃のう縮しゆく版ばんみたいな？　習慣性はないから大丈夫だよ。にしても俺的には殴なぐられるかなって予想してたのに、意外とあんまし怒ってないねセシア」

「怒ってるわよ。でもわたしが殴らなくても──いや、いいわ。アリスに逢ったわよ」

「なかなか薬が効かないから心配だったけど、その様子だと、ちゃんと飛べたみたいだね」

「彼女の『王国』で話をしてきたわ。──レリエルっていうのは、あなたのこと？」

「そう。俺がアリスに逢う時に使ってる偽名」

　藍あい色いろをしたメイド服のスカートをつまんで、しゃなりと腰を曲げてみせるブラッドレイ。

　そうされると、つつましげな表情の下に色香を隠した美少女らしく見える。

「でも、どうして偽名なんて」

「魔女見習いのフリをしてるからさ。アリスは男嫌いでね。側近は女しか認めないんだ」

　あっけらかんと言われて、セシアはしばし理解に悩んだ。

　頭痛をこらえて問いただしてみると、ブラッドレイはその繊細な外見を活いかし、〈アリスの箱庭〉に魔女志願の少女のフリをして潜入しているのだという。

「女装って……よくバレなかったわね」

「いろいろと秘伝のコツがあるんだよ。本物の女性以上に女っぽくなるコツがね」

　物陰に誘いこもうとするかのような流し目をセシアへと向けて、ブラッドレイが笑う。

　七体の悪魔を喰らったとアリスは『王国』で口にしていた。恐るべき魔力を身につけているはずの魔女を、そんな大胆な噓で欺あざむきつづけているとは。最初の印象以上に大胆かつ頭が切れる少年らしい。さすがはギャングの束ね役というところか。

「でも、なんのためにそんなことを？　バレたらただじゃ済まないわよ」

　首を捩じ切られたウサギのぬいぐるみ。壊れたような哄笑。セシアは本気で危き惧ぐして言ったのだが、ブラッドレイは軽く肩をすくめただけで、自分のペースで話を続けた。

「それより、俺の提案を先に聞いてセシア。──アリスの潜せん伏ぷく先さきはわからないけど、〈アリスの箱庭〉の幹部が、何かの計画のために動いてるのは知ってる。俺がそいつらの中で二重スパイをやるから、君は、俺が持ってくる情報を元にアリスを追い詰めるってのはどう？」

「興味深いけれど……あなたがそこまで危険を冒す理由がわからないわ」

「それはもちろん、見返りが欲しいからだよ。欲しい欲しい」

　にまり、とブラッドレイが笑みを深める。妖しいほどの魅惑の笑みだが、その瞳に宿るのは暗い炎だ。まるで脅おどすように声を低めて、彼は囁ささやいた。

「実は俺を育ててくれたひとが、あの『紅髪のアリス』に殺されてるんだ。アリスが魂喰いをマスターする前の話なんだけど、アリスは魔力と永遠の若さを得るために、俺の恩人をメムノックっていう悪魔の生いけ贄にえにした」

「生贄に──？　それは、この王都で？」

　ブラッドレイの口ぶりから察するに、生贄にされたのは一人や二人ではなさそうだ。そんな大規模な魔術事件に〈青の薔薇十字団〉が気づかないわけがないと思うのだが。

「発覚する前に、アリスが証拠を揉もみ消して逃げたんだよ。小さい俺もその場に居合わせてたけど、生贄になるのをまぬかれた代わりに身体がひどいことになって、長い間まともに生活ができなくて。ようやく復活できた時には、事件はすでに闇に葬ほうむられてたってわけ」

「…………」

「君が罪悪感を感じる必要はないよ、セシア。ないない。君が生まれる前のことだからさ」

　ブラッドレイの口調は淡々としたものだが、セシアはどうしても心に痛みを感じる。

　セシアも十年近く昔に、魔術事件で家族を喪うしなっている。時間が経たったお蔭で、事あるごとに思い出して傷つくということはなくなったけれど、ふとした瞬間に記憶が甦り、どうしようもなく震えることは今もある。──ブラッドレイはそうではないのだろうか？

「でもその罪悪感につけこませてもらえるなら──俺の望みはひとつだよ。わかるだろ？」

　低められた声に、セシアは顔を上げた。濃紫の瞳とキスしそうな距離で視線がぶつかる。

「俺はねえ、復讐のために人生を食い潰すほど情熱的でもお馬鹿さんでもないけど、憎しみを忘れて生きられるほど強くもなれない、中途半端な奴なんだ。でも、俺の魔力じゃあの魔女には敵かなわないってわかる程度にも小こ賢ざかしかったりする」

　なるほど。女装して命がけでアリスに近づいた最初の動機は、それだったのか。

　けれど自分だけでは、七人の悪魔を喰らったアリスにはとても太た刀ち打うちできそうにないから、青薔薇の騎士にアリスをどうにかしてもらう方向に、舵かじを転じたと。

「アリスに、罪を忘れたまま、のうのうと生きていられるのが許せない？」

「ん。だいたい正解」

「──なら、あなたの望みはわたしの目的と同じよ」

　セシアはうなずいた。

「ただ、わたしたちは死刑執行人ではないわ。アリスを殺さずに捕まえる可能性の方が高いと思っていて」

　言外に、アリスを捕らえるための戦いで、やむなく彼女を打ち倒すことになる可能性も否定はしなかった。聡さとい少年はそれを即座に理解したようで、満足そうにうなずいた。

「十分だよ。地べたに這はいつくばらせて、自分の罪を思い知らせてやって」

　交渉成立、という空気が生まれる。

　セシアに先んじてベッドから立ち上がると、ブラッドレイはうやうやしく扉を開けてみせた。

　そこまでは飄ひよう々ひようと笑っていたのだが、廊下に半歩踏みだした途端、扉の両脇から突き出されたふたつの拳こぶしにぼこぼこと殴られて、大きくよろめくはめになる。

「……!?　な、なに？」

　さすがに面食らった顔で、ブラッドレイは自分を殴った二人の青年を交互に見た。

　待ち構えていたのはセシアと契約を交わした仲間たち──金髪の吸血鬼と、長身の人狼だ。

「殴られると予想してたんでしょう？　坊や」

「これでも手加減してやったんだぜ？　頭ず蓋がい骨こつが割れたら困るしな」

　黒い騎士服にそぐわぬ妙にさわやかな笑顔でのたまわれ、そこはかとない怒りのオーラと威圧感にのまれた様子で、ブラッドレイが言葉を失う。

　なんとも言えない顔の彼に説明を求めるように濃紫色の瞳を向けられ、セシアはうなずいた。

「そうよ。わたしが殴らなくても、このひとたちがやっておしまいになると思ってたの」










　待ってもらっていた二人の契約者ウオーカーと合流すると、近くで魔術事件が起きたという連絡が〈青の薔薇十字団〉から入ったと聞かされた。メイド酒場でのことを話しながら、連日の雪で冷えた石いし畳だたみを蹴けるようにして、急いで馬車を停めた場所に向かった。

「──わっけわかんねえ魔女だな、そのアリスって奴は」

　セシアが話を終えると、腐くさりかけの肉でも齧かじったような表情でアルカインが吐き捨てた。

「けど悪魔七体分の力があるってことは相当強つえぇんだよな？　めんどくせぇな、おい。女はマジで殴りにくいし」

　普段はアルカインとまるで気の合わないルーシャスも、めずらしく素直に同意を示す。

「行動が読めない敵は、頭のいい敵より厄やつ介かいだ、と言いますしね。さて、どうしますか……」

「どうするもこうするもあるかよ。モグラみたいに、出てきたところを叩くしかねえだろ？」

「アルカインはいつもそんな感じじゃない」

　一応突っ込んだが、今はそれしか対応のしようがないことはセシアにもわかっていた。

　戦いでも策さく謀ぼうでも、王道は、敵の心理を読んで先回りすることだ。

　だがそれは、相手が常識的な考え方をすることが大前提である。狂人の思考回路はまず読めない。普通のひとならリスクが高すぎるから回避する策や行動を、狂人は平気で選ぶことがままある。先回りは不可能に近い。

　──ラゼリオン様がいたら。

　あの支し離り滅めつ裂れつで狂っているようにしか見えないアリスのことも、冷静に分析し、彼女を攻略するヒントを見み出いだせたのだろうか。考えても理解できる気のしないアリスの言動を頭の中で反はん芻すうしながら、ついそう考えてしまう自分を戒いましめるのにも、セシアは忙しい。

　今ここにいないひとを、敵になるかもしれないなんて言っていた悪魔を頼ってどうする。

　──あのひとに出逢う前はそうしてたみたいに、わたしなりに戦えばいいだけ。

　そう思う。けれど脳のう裡りから、ラゼリオンの面おも影かげが消えてくれない。

　それはアリスのせいだけではなく、ただセシアが、彼の行方が気がかりだからだ。

　──あのひとが行きそうな場所の見当もつかないなんて……。

　あの悪魔はセシアの心の暗闇を知っている。そして出逢って間もないにもかかわらず、いつもセシアが必要としている言葉をくれる。時に泣きたくなるほどのやさしさで。

　なのにわたしは、彼の抱える、わたしのそれよりも深く呪わしい暗闇をほとんど知らない。

　戯ざれ言ごとに振り回されていないで、もっと踏みこんでいればよかったのだろうか？

　──でも……だって、いきなり消えるなんて思わなかったんだから。

　かぶりを振り、ふと、こちらを見ているルーシャスの視線に気づいて、ぎくりとした。

「セ──センレッドはどうしてるの？」

「今日は治療の日だったので、魔術医のところから、そのまま現場に直行したそうですよ」

　実はそうだろうと思っていた。見透かすような視線を感じて、先に違う話題を振ってみただけなのだ。内心センレッドに謝りながら、道を急ぐ。

　深夜の冷えきった空気が肌を刺す。あちこちに降り積もった雪を粉ふん糖とうに見立てると、街全体がクレオヴィスの作ったケーキに思えてきた。執事特製の生クリームは甘さが控えめで、口の中でさらりと溶ける感覚が絶品なのだ。キルシュで香りづけしたイチゴにもよく合う。

　先にローズグレイ・ハウスへと引き揚げたはずの執事の料理を恋しく思いながら、青いビロードで上張りされた座席に乗りこむと。

「そういえば、我が姫マイ・プリンセス。さっきの口直しになるかどうかはわかりませんが──」

　馬車の戸を閉めるなり、ルーシャスが意味深な笑みで切り出した。

　絹糸の如ごとき金髪、マゼンタ色の左目。右目が漆黒の眼帯で隠されているせいで、それとなく不吉な印象も秘める、美しい吸血鬼。問題点は少々スキンシップが濃ゆいこと。今も無意味に肩をくっつけてきている。昔からこうなので、セシアももはや慣れっこだが。

「いい報しらせのように見える悪い報しらせがあるんです。聞きたいですか？」

「……なに？」

　仄ほのめかされて好奇心が疼うずいたというよりも、妙な言い回しが気になったので訊き返す。

「さっき街角で売られていた新聞です。──『クローディア女王陛下、聖騎士団長レオナルド＝ヴァロン卿きようとの交際を告白』」

「あん？　誰だよレオナルドってぇのは」

　新聞を渡されたセシアよりも先に、向かいの席に座る、人狼のアルカインが反応した。

　散ざん切ぎりにしたミッドナイト・ブルーの髪から雪を払い落としていた手を止め、金色の双そう眸ぼうに敵を警戒する獣けものそっくりの鋭い光を宿している。問題は、よっぽどでない限り頭を使って考えようとしないこと、空気が読めないことなど。

「やれやれ、君はあいかわらず人名を覚えるのが苦手ですね」

「なめんな。誰それっつうより、人間の名前を覚えるのが苦手なんだよ。俺たち魔物のやつとはなんか違うだろ？」

　それは事実だ。魔物たちは名づけを、非常に古風なアルビオン語を使って行うことが多い。

　しかし問題はそこではない。セシアは新聞の字じ面づらと真剣に睨み合いながら、驚きよりも疑ぎ念ねんに支配されて口を開いた。

「でも、ありえないわ。ヴァロン卿が恋人だなんて」

「なんでだ？　俺の好みじゃねえけど、かなりの色男みたいだぞ」

「顔はどうでもいいのよ。クローディアは、ヴァロン卿が聖騎士になってからずっと、彼とはちっともそりが合わない、小こ舅じゆうとみたいに説教が多くて鬱うつ陶とうしいってこぼしてきたのよ？　そんな相手と、普通恋愛する？　そもそも、半月前にクローディアに逢った時は、全然それらしい雰囲気がなかったのに」

「セシアにそういう雰囲気がわかるんですか？　鈍どん感かんなのに」

「失礼ねルーシャス。わかるわよ、妹のことだもの」

　たぶん、と口の中だけで付け加える。

　絶対にと言い切れないのは、クローディアが本気で隠し事をしたら見破れる自信がないからだ。素の感情が顔に出てしまいやすいセシアと違って、日々の女王の務めの中で、女優顔負けの演技力を身につけざるをえなかった妹は、その点、非常に巧たくみなのだ。

　微妙に目を伏せたセシアに、アルカインがわかったふうな口調で言う。

「でも、そりが合わねえと思ってたのに、思ってもいない時にそいつの可愛い面つらを見て惚ほれちまうってのはよくあることだぜ？　姫さんがこの前の休みに、スコーン作るのに失敗して凹へこんでた時みてえなもんだよ」

　アルカインに真顔で補足され、セシアは座席から転げ落ちそうになった。

　先日、仲間の中ではわたしが一番そちら方面が駄目なのか！　と気づかされることがあり、ひそかに気にしていたセシアは、仕事の隙を縫って自邸で料理の練習をしてみたわけだ。

「な、な……ッ、あ、あなた知ってたの!?」

「異い臭しゆうがするから心配したんだぜ。こっそりつまみ食いしたし。気づいてなかったのか？」

「あれ食べたの!?　というか、食べられたの!?」

　目をまるくしたセシアの叫びに、隣のルーシャスが「そういう突っ込みをするということは産業廃棄物みたいな失敗作だったんですか？」と容よう赦しやなく無礼な指摘をしてくる。図星なので反論ができないセシアをよそに、アルカインはさらりとうなずいて。

「一応食えたぜ？　スコーンの味っていうより生っぽい小麦粉の味しかしなかったけど、ま、初めての料理ならあんなもんだろ。ジャリザクッていう斬ざん新しんな食感も通好みぽかったし」

　本人は好意だけで励はげましてくれているようだが、セシアは悶もん絶ぜつしながら小さくなるしかない。

「また練習する時は言えよ？　俺は鉄の胃袋だから味見係にはなってやれるぜ」

「………………お願いだから、もう許して……」

　幸いにも、いたたまれなさが窮きわまって馬車の外に飛び出したくなる前に、目的地に到着した。







　現場は、無法街パンデモニウムの端にある、今は冬枯れの樹木しか見えない寂さびれた公園だ。ブラッドレイたち〈叛乱の天使〉が経営する地下闘とう鶏けい場じようや熊闘技場などが近くにあるという。

「いかれ帽ぼう子し屋や。時計ウサギ。三月ウサギ。眠りネズミ。グリフォン。海亀モドキ。トランプの兵隊」

「なんですか？　そのユニークな名前は」

「『王国』で逢ったアリスが予告した怪物よ。そういう名前の怪物を造ったって」

　ルーシャスから毛皮の襟えり巻まきを受けとりながら、セシアは苦にが々にがしい気持ちで答えた。

　王都ロンディニウムに、アリスはお手製の怪物を解とき放つ。それを倒すのが「あたしとの最初の遊び」。すべてを倒して「あたしに逢いにきて」──というのが、アリスがセシアに告げた恐るべきルールだった。無邪気そうに聞こえるが、大胆すぎるほどの破壊活動の予告である。

　しかしクレオヴィスに〈青の薔薇十字団〉に伝えてもらったお蔭で、怪物が出現してすぐ、近くにいた騎士が駆けつけてくれたそうだ。

　最初の「怪物」は、森の中に倒れていた。すでにその息は絶たえている。

　異国渡りのゾウが横倒しになっているのかと思うほどの巨体だ。奇怪なことに、身なりだけは紳士然としていた。青薔薇の騎士たちの攻撃でそうなったのか、あちこちが裂けてぼろ切れ状態だが、ズボンもシャツも着ている。

　ひしゃげた顔をした怪物は、夜の闇の底で、冷たい土と同じ色の肌になりつつあった。

「すげえ怪力で」「なんか訳わかんないこと言ってたぜ」「メモはとったの？」「当然である」

　セシアたちと同じ、黒と銀のコートをまとった騎士が数人、動かない怪物の頭部を取り囲んで話している。こちらに気づいて折り目正しい礼をした一団の中に、センレッドはいた。

　真紅の髪をうなじで束ねた、瘦やせぎすの青年だ。伏し目がちな瞳はガーネット色。口元と、左頰の縫い傷を、黒く長いマフラーで念入りに隠している。

　ルーシャスにアルカイン、そしてこのセンレッドが、セシアと契約を結んだ三人の仲間だ。

　雪まじりの風の音で聞き逃してしまいそうなかすれ声で、センレッドが言った。

「〈叛乱の天使〉のボスは、どうだった？」

「……すごく個性的だったわ。協力して、アリスと戦うことになったけど」

「……確か、この怪物も、アリスの手の者らしいと聞いたが」

「これはたぶん──『いかれ帽子屋』かしら」

　巨体に見合った、冗談みたいな大きさの山やま高たか帽ぼうと葉巻がそばに転がっているのを見て、消去法でそう判断する。

　どんな戦いをしたのかと問うと、センレッドは真ま面じ目めに考える顔で言葉を選んだ。

「……見た目どおりに怪力だったが……それよりは、意外にすばしっこいのが厄介だったな。でも意外と早く片づきはした。で、帽子にこのカードが挟はさまれてた」

　差し出された、リボンをつけた少女が踊る影絵のようなイラストが描かれたカードには、見覚えがあった。〈アリスの箱庭〉が完全会員制の化粧品会社として機能していた頃の、会員証とそっくり同じデザインだ。違うのは、裏側に、クセの強い筆記体で単語が書いてあること。

「『Ｌａｄｙ』？　──暗号でしょうか」

　手元を覗きこんできたルーシャスと一緒に首をひねるが、いまひとつ閃ひらめきに至らない。

「次の怪物が出る場所かしら」

「だとしたら、漠ばく然ぜんとしすぎですね。レディ某なにがしとつく場所なんて、王都にいくつあるのやら」

　アルカインの意見も一応訊いてみようかと思ったのだが、自他ともに認める鉄拳制裁派の人狼は、頭を使う作業はこちらに丸投げすると決めたらしく、騎士たちと何かごちゃごちゃ話している。期待するだけ損だった。

「……そうだ。フリーデル＝ロッテが、これをあなたに見せてみろと」

「フリーデルが？　もう来てたの？」

「なりゆきで、一緒に来て……でも、分析したら興味深そうなものを採取して、さっさと〈ファウスト〉本部に帰ってしまったが」

「あのひとらしいわね」

　とセシアは、彼女にしては随分と皮肉っぽく呟いた。

　フリーデル＝ロッテ。青薔薇の騎士たちをサポートする、魔術の専門家集団〈ファウスト〉に属する少年だ。険悪な関係にある少年の名前に、つい眉を寄せてしまいながらセシアが手を出すと、センレッドは手の中に収まるほどの透明なガラス瓶びんを差し出してきた。

　なにげなく受けとった次の瞬間、セシアの表情は凍こおりついた。

　──これ……は。

　最高級の黒い絹糸を紡つむいで作ったかのような漆黒の羽根が、中に入っている。

　黒衣の悪魔──七枚の翼をその身に隠している魔王子のものとしか思われなかった。

「……あの帽子の怪物を攻撃した時に、その羽根が血のように飛び散ったんだ。どうやら怪物の身体は、それを基本に作られたようだとか」

　センレッドの声が遠くに聞こえる。指先から、さあっと血の気が引くのをセシアは感じた。

　セシアはつい先日、あの悪魔が自らの羽根を使って不思議な生物を創り出すところを目まの当あたりにしている。

　──ラゼリオン様が……あの怪物を作った？

　反射的にそう思ったが、まさかと否定したい気持ちも同時に心中で発火してしまい、板挟みになったセシアは言葉を失う。喉の奥が急に干上がる感覚に侵され、悪魔の声が耳の中で反響した。『次に逢う時には、あなたの敵になっているかもしれない』。あれは、お得意の悪趣味な冗談とか比ひ喩ゆじゃなくて、まさか本当に……？

　アリス。妹の恋人。黒い羽根。由ゆ々ゆしき問題が一斉にセシアの心を乱し、責め立てた。
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　魔王城の奥、光が一切閉め出された禁きん書しよ庫こには、ひんやりと湿しめった空気が淀よどんでいた。

　およそ三階分の高さのある部屋には、床から天てん井じようまでぎっしりと書物が詰まっており、中央にある大机の前に座るだけで、静けさと古い革かわの匂いに全身で浸ひたれる。制御できない力で他者を傷つけて以来、少年期のラゼリオンにはそれが世界のすべてだった。が。

「こら弟、貴様は本当にこんなところに自分を幽ゆう閉へいしていたのか。悪趣味にも程があるぞ！」

　静かだが冷たい日々を破壊したのは、三番目の兄だった。

　真ま名なは兄弟の間ですら教え合わないのが〈黒世界〉の定めだったので、他の悪魔たちからは「白しろ銀がねの君きみ」などという二つ名で呼ばれている王子だ。ラゼリオンは「死の翼の君」と陰で囁ささやかれているという。

「墓穴よりも静かで耳が痛くなったぞ、どうしてくれる。──ん？　貴様ここに積んだ本は読んだのか。なに読んだ？　読めたんだな？　よし、ならばこれをくれてやろう」

　大机の空あいているスペースが、兄が放り出した書物の山でどっさりと埋め尽くされる。

　唐とう突とつな展開にラゼリオンは何度か目を瞬しばたたき、それから「これは……？」と控えめに尋たずねた。

「見てわからんのか？　書物だ。先日〈白き王国アルビオン〉まで散策に出た際に、そうしたものが天井まで並んでる場所を見つけてな。そういえば我われには禁書庫に自ら巣す籠ごもりしている風変わりな弟がいたなと思い出して、持ち帰ったんだ。それでどうなんだ」

「どうとは」

「読めるかと訊いているんだ。寝ぼけてるなら氷水にその陰気な顔を沈めてやるぞ」

　暴言はさておき──書物は人間の世界の文字で書かれているが、この禁書庫には確か辞書もあるので読めることは読めそうだ。医学書というのは初めてだが。

「では、我が次に来る日までに全部読み終えておけ。そして内容をわかりやすく要約して我に教えろ。わかったという返事以外は認めないが、一応訊いてやろう。返事はなんだ？」

　突き抜けて身勝手な命令だったが、ラゼリオンは不快には思わなかった。それよりも「次に来る日」があることを、三番目の兄が明言したことに驚いていた。他の兄たちと比べても、特に情が深い悪魔でもないはずなのに、どうした気まぐれなのだろう？

　驚きよう愕がくも戸惑いも──そしてかすかな喜びさえも、ラゼリオンの表情にはまるで出なかったが、「わかりました。三の兄君」と答えた声だけはわずかにやわらかな響ひびきを帯おびていた。

　そして三番目の兄は、突然の来訪の終わりに、こんなことを言った。

「時に弟。おまえの七枚の翼にある羽根は抜けるのか？　──なに抜ける？　抜けても消えたりはしないのか。そうか、なら許す。何をかだと？　貴様が今気にすることではない。わかったな？　わかったという返事以外は認めないが、一応訊いてやろう。返事はなんだ？」










〈青あおの薔ば薇ら十じゆう字じ団だん〉で戦う者たちは、時に「青薔薇の騎士」と呼ばれる。

　一方、女王の近この衛えである聖騎士は、時に「白薔薇の騎士」と呼ばれる。

　こういうと、好こう一いつ対ついで親密なのだろうなというイメージを与えがちだが──。

　実は違う。

　その証拠に──というわけではないが、セシアはキャメロット城について早々、聖騎士団長と皮肉の応おう酬しゆうをするはめになっていた。

「団長ご自身が扉とびらの前に立たれているとは思いませんでした、ヴァロン卿きよう」

「あなたがクローディア陛下を訪ねてこられると聞きましたので、何を置いてもお出迎えしなくてはと思ったまでです。──何か問題があってからでは遅いですから」

　レオナルド＝ヴァロンは、さらりと皮肉めいた言葉を付け足した。

　輝く金髪と青い瞳を持つ、非常にうるわしい容よう貌ぼうの青年だ。口の結び方に、頑がん固こさと紙かみ一ひと重えの生き真ま面じ目めな性格がうかがえる。

　有力貴族、ヴァロン侯爵の第二子。貴婦人たちに「レオ様」と呼ばれ、もてはやされている当代聖騎士団長。十九歳で女王クローディアを護まもる聖騎士の筆頭に選ばれた、優美な容よう姿しにそぐわぬ剣の遣い手。白を基調とした騎士服が厭いや味みなほどはまっている。

　──正統派の王子様、っていう感じだけど……。

　さらに今は「女王陛下の恋人」という肩書きまでくっついている「アルビオン一の恵まれた青年」なのだが、真面目一いつ徹てつで聖人のようにストイックなので、女王の威いを借って尊大にふるまうことはないそうだ。大した貴公子様である。

　いかにも堅かた物ぶつという表情のまま、セシアへの言葉に反発感情を滲ませるのも、別に彼女を侮あなどっているわけではない。つまり──。

「何度も申し上げましたけれど、わたしは陰ながらではありますが、あなたと同じようにクローディア陛下とアルビオンを守るために戦う騎士ですよ？　なのにどうして、爆弾でも見るような目をされなければならないのです」

「非礼を承知で正直に申し上げますが──私は、青薔薇の騎士の方々のなさりようが危あやうくてならないのです。魔術のみならず、人外の者まで使し役えきして国を護るなんて、リスクが高すぎる。護身のためだと言って、懐ふところの中に毒どく蛇へびを入れておくようなものです」

　──毒蛇って。本人を目の前にして、そこまで言うか普通。

　セシアはただでさえ渋かった表情をさらにこわばらせた。

　知識、礼節、気品、公正、信仰、細心。

　貴公子や紳士と呼ばれる条件を厭味なくらい揃えているのに、セシアがレオナルドと仲よくできない理由はただひとつ。彼はこのとおり、夜の世界の住人を──悪魔や魔物は無論のこと青薔薇の騎士でさえ──信用せず、女王クローディアに近づくことを歓迎していないのだ。手なずけたつもりでいても、ある日突然咬かみつくかもしれない毒蛇認定だ。

　といっても、そんなふうに〈青の薔薇十字団〉を過か剰じようなほど警戒しているのは、団長のレオナルドだけではない。歴代の聖騎士のほとんどがそうだ。

　セシアにしてみればあんまりな話だが、魔術に縁のない人間がどうしても魔術師に本能的な恐怖を持ってしまうことも経験で知っているだけに、反発しきれないものもある。

「そうは仰おつしやいますけど、ヴァロン卿。同じ人間同士だからといって、絶対に信頼できるわけではないでしょう？　クローディア陛下はハロウィンの『生き人形リビング・ドール事件』では、ただの人間の貴族にお命を狙ねらわれたのでは？」

「暗殺のために使われようとしたのは魔術の力でしたが」

「それを食い止めたのも魔術の力でしょう？」

「そもそも魔術や魔女がこの国にいなければ、事件そのものがなかった可能性は？」

　が、不信感を持たれているのはもちろん愉ゆ快かいではないので、セシアも反論せずにはいられなくて、空気はどんどん悪くなる。そんな悪循環に今日もおちいりながら、セシアは奥の宮の手前でレオナルドとお別れした。

　キャメロット城──。

　几き帳ちよう面めんに石を積み上げて安定性を追究した造りや、庭を囲む鋳ちゆう鉄てつの格こう子し戸どの意匠、ずんぐりとした物見塔などが、基き幹かん部分の歴史の古さをうかがわせる城じよう塞さいだ。

　長い廊下の床は緋ひ色いろの絨じゆう毯たん、壁は聖書やアーサー王伝説の故事を織り上げた美しいタペストリーで覆おおわれている。

　教会堂、武器庫、酒蔵、厨ちゆう房ぼう、図書室といった施設はアーサー王時代のものを補修だけしてそのまま使っているが、内装は後世になってからだいぶ手を加えられた。建国の王アーサーの英えい雄ゆう譚たんや、彼を支えた円えん卓たくの騎士と魔法使い、妖精のイメージを強調したつもりなのか、絵本にでも登場しそうな趣向である。

　街のざわめきを隔へだてた、こんな雪の朝ともなれば、今にもそこの扉から中世風の鎧よろいとマントの騎士が出てきそうで、無駄に想像力の豊かなセシアなどは妙にわくわくさせられる。

「セシア姉様！」

　クローディアが待つ部屋は、寝所を兼ねた執務室だった。

　ティターニア宮殿のそれに比べると明るさや華はなやかさでは数段劣おとるものの、過去の時間がしみこんだ部屋特有の落ち着いた空気はセシアの好みだ。何か大きな存在に見守られているような気がして、居心地がよい。

　駆かけ寄ってきたクローディアは、上うわ背ぜいで勝る双子の姉を見上げると、軽く首をかしげた。

「まあ、久しぶりですのに怖いお顔。ヴァロン卿がそこまでお嫌いですか？」

「嫌いというより、苦手なの。向こうもわたしのことを好きじゃないってわかってるし」

　それでも、フリーデル＝ロッテが相手の時のように全面戦争に突入しないのは、ひとえにレオナルドが紳士だからだ。表面上は彼はセシアを貴婦人として遇ぐうする。フリーデル＝ロッテのように、一切の遠慮なしにサディスティックな言葉を浴あびせてくることはない。

「それに『妹の恋人』だと思うと、つい見る目が厳しくなってしまうというか」

「あら、その噂うわさ、もうご存知でしたの？」

「新聞に載ってるんだもの。それとも、わたしには隠したかった？」

「そういうことではないのですけど。乙おと女め心ごころは複雑なのですよ、姉様」

　ふふ、と小悪魔めいた笑みを見せてはぐらかすクローディア。波打つ金髪に縁ふちどられた天使の美び貌ぼうに、その笑みは不思議と似つかわしく、いきいきとした魅力にあふれている。公式行事などで誰にでも向ける優雅な作り笑いよりも、はるかに。

　いつものように抱きついてくる双子の妹を抱き返して、やわらかな金髪に頰ほおを埋うずめると、無意識のうちにほっと息をついていた。

　妹のまとう天上のもののような純白のドレスに、セシアはふとブラッドレイを連想する。

　思えばあのひとを食ったような美少年も、艶つやめいた笑みの仮面で心の動きを隠しているような空気感があった。恩人を亡なくした痛み、無力だった自分への苛いら立だち、後悔。そういう、忘れられない・割り切れないものを抱えた、繊細な部分を。

　──でも、目の前にいて喋しやべってると、こういう想像をする気になれないのよね。

　セシアも彼と似たような過去を持っているだけに、離れて冷静になると妙に心に残る。

「ところで姉様。朝食はもう召し上がったのですか？」

「一応。紅茶に、蜂はち蜜みつとイチゴのクレープで、簡単に済ませてきたんだけど」

「それでしたら、少しボリュームのあるお菓子を用意してもよろしいかしら」

「大歓迎」

　口の堅かたい女官長によって運ばれてきたのは、ふわふわでしっとりとした舌ざわりなのに、不思議と食感の軽いスコーンだ。……以前自分で作ったジャリザクスコーンとの落差には釈しやく然ぜんとしないものがあるが、おいしいものに罪はない。ぱくぱくと口に放りこんだ。

　ミルク入り紅茶を口にしてほっとすると、セシアは隣に座る妹を見み据すえて切り出す。
















「ところでクローディア。いつのまにヴァロン卿と仲良くなっていたの？」

「いいえ？　あの男小こ姑じゆうととは、少しも仲良くなんてなっていませんわよ」

「それじゃ、どうして恋人だなんて報道が」

「好意を持っていない方だからこそ、ですわよ。自分のために利用しても心が痛みませんもの」

　利用。──つまり偽にせの恋人だということ？

「もしかして、それは、お見合いに関係してる？」

「ご明めい察さつ。あの小こ舅じゆうとが恋人だと言い張っておけば、しばらくお見合いをサボれますの」

「でも、ヴァロン卿だって候補の一人に挙がってたんでしょう？　マズくないの？」

「大丈夫ですわ。その点は父様ともよく相談した上で、ヴァロン卿を選びましたから」

「……父様と？　なんて言って相談したの」

「執務中に暇を見つけて『お見合いに疲れたから、適当に愛人を作ってみようかと思うのですけれど、父様はどなたが適任だと思います？』とお尋ねしたら、表情も変えずに五秒で『ヴァロン卿がよかろう。あれはそういう面での割り切りがよい男だ』と」

　セシアはテーブルに突っ伏した。

　──父様よ……！

　宰さい相しようを務める父に、いろいろと突っ込みたい心境だ。有能だが、トーヘンボクと陰口を叩かれるほど何事にも動じなさすぎる父なのは昔からわかっていたが、仮にも娘が恋人云うん々ぬんと口に出したのだから、もう少し動揺してほしかった。執務机をひっくり返せとは言わないが。

　──この分じゃ、わたしが〈黒世界〉の魔王子と結婚しますって言っても驚かないのかな。

　想像した一瞬後に、何を考えているんだわたしは、と壁に頭をぶつけたくなる。

　疲れてるんだ、そうに違いない。昨日は『紅あか髪がみのアリス』対策の評議でほぼ徹夜だったし、仮眠の時間も黒い羽根のことを考えていて、熟睡できなかったから！

「姉様、何を頰を染めて悶もん絶ぜつされているのですか？　──もしかして、わたくしとヴァロン卿がいかがわしいことをしているとでも想像されまして？」

「してるの!?」

「してませんわよ。もしする時は、事前に姉様にも相談いたしますわ」

「……いや、相談されても困るかな……」

　姉失格かもしれないが、セシアとてアドバイスができるほどの経験の持ち主ではない。

「女王であるわたくしが噓うそをついたなどと言って、わたくしの名誉を傷つけるような真ま似ねを、あの騎士道精神が服着て歩いているような御ご仁じんができるはずもありませんし。かといって、この機会に名実ともにわたくしの恋人になりたがるような野心もない。見てのとおり、容姿も悪くはないですし」

　ヴァロン卿は偽りの恋人には打ってつけだと、クローディアは楽しそうに嘯うそぶく。

「それに、あの噓が苦手な堅かた物ぶつが各方面への言い訳に苦く慮りよしている姿は、なかなかの見ものですわよ？　姉様をいびった罰ばつにはちょうどいいくらいです。ざまーみろですわ」

「……そういう下品な言葉を使っちゃいけません」

　教えたのはセシアなので、あまり強く叱しかれないのだが。

　カップに静かに紅茶をそそぐように、体力と一緒にごっそり削られていた何かが満たされるひと時を過ごす中、クローディアがふと顔を上げた。

「姉様が急においでになられたのは、わたしに恋愛話を突撃取材するためですの？」

「いや──聖せい誕たん祭さいの警護について、ちょっと、白薔薇の騎士の方たちと相談しなきゃいけなくなって。それを口実にクローディアに逢えるかなと思ったから、あなたの空いてる時間に予定を捩ねじこませてもらったんだけど……」

「相談とは、なんですの？」

　アリスの発言と破壊活動の予告からすると、女王クローディアの命も狙われていると考えるのが妥だ当とうだ。何しろ相手は七つの悪魔の力を手に入れている魔女。資金も〈アリスの箱はこ庭にわ〉でたんと集めているはずだし、怪物以外にも攻撃手段を持っていると見て間違いない。

　とはいえ女王クローディアは、聖誕祭の前後は、やれ儀式です公式晩ばん餐さん会かいですと王都のあちこちを飛び回る予定。青薔薇と白薔薇、普段はお世辞にも仲のよくない騎士たちだが、連れん携けいしなければ『昼の女王』を護りきれないこの状況下でなら、さすがに団結できるだろう。いや、団結しなくてはならないのだ。

　クローディアは何も知らずに護られるのを好まない聡そう明めいな少女だから、セシアは包み隠さずにアリスのことまですべて告げる。──レオナルドに知られたら、陛下のお耳に入れるべき話ではないでしょうにと、セシアまで説教されてしまいそうだが。

　時にセシア顔負けに腹の据すわったところを見せるクローディアだが、魔女に命を狙われるかもしれないと聞いては、さすがに表情を曇くもらせた。

　セシアは、純白のドレスの膝ひざの上に置かれていた妹の手を握にぎる。震ふるえてはいないが、指先が冷えていた。

「大丈夫よ。みんなで護るし──わたしが、護るから」

「わかっておりますわ。姉様こそ、ご無理はなさらないでくださいね？」

　いつもはどんなに話しても止まらないお喋りだけれど、こういう話題になると、二人とも自然と口数が少なくなる。気持ちがすれ違っているわけではないけれど。互いに信じ合ってはいるのだけれど、なぜか。

　しんみりした空気を先にはぐらかしたのは、クローディアの方だった。

「ではわたくしに逢いに来たのは、その打ち合わせのついでですのね？　しょんぼりですわ」

「何を言うの。確かにそれがあったからここに来られたんだけど、ついでだなんて考えてないわ。わたしが一番逢いたいのは、いつだってクローディアなんだから」

　急に眉まゆ尻じりを下げた妹をすかさずとりなす、その言葉の途中で、思い出すまいとしてきた黒衣の悪魔の面おも影かげが脳のう裡りをよぎってしまった。

　一番逢いたいのはクローディア。その言葉に噓はない。けれど。

　──今、クローディアかラゼリオン様の、どちらか一方にだけ逢えるって言われたら。

　わたしはどちらを選ぶんだろう。

　胸中で想像の問いかけをしてみたものの、迷っている自分に気づき、愕がく然ぜんとする。

　──どうして迷うの。

　──クローディアはわたしの魂の半分で……あのひとは、迷惑で気まぐれな悪魔で。

　肝心な説明は何もせずに消えて、今もあの黒い羽根のせいで己を悩ませている。

　大事なはずがない。妹と違って、セシアが護るべき存在でもない。なのに。

　──いや、違うわ。そうじゃない。

　──そう……逢いたいんじゃなくて、勝手すぎるって、一度殴っておきたいだけよ。

　強引に結論づけて、浮かぶ面影を脳裡から締め出す。妙に気力を消しよう耗もうした。

　一方クローディアは、表情をころりと上じよう機き嫌げんなそれに変えていた。

「はい、本当はわかっておりますわ。でも、姉様の口から『逢いたかった』という言葉を聞いてみたかっただけですの」

「そういう可か愛わいいことは、恋人ヴァロン卿に言ってあげたら？　──つん[image: ♥]」

　和なごんだ空気の中、セシアが反撃代わりに妹の薔薇の花びらのようにやわらかい頰をつつくと、クローディアは可愛らしく身を縮めた。

「まあ姉様、皮肉がひどうございますわ。──つん[image: ♥]」

「そういうクローディアこそ、いつも小悪魔なんだから。──つんつん[image: ♥]」

　もし第三者が居合わせれば、あきれて咳せき払ばらいのひとつでもしたところだろうが、あいにくとこの部屋には仲のよすぎる双子の姉妹しかいない。

　他人が聞いたら砂を吐きそうなやりとりをひとしきり繰り返して、幸福感とやる気を補ほ塡てんし終えると、クローディアの繊細なガラスのように壊れやすそうな頰と手にキスをして、セシアは歩ほ廊ろうに出た。うんと背伸びをする。──よし、今日もがんばれそうだ。

　また皮肉を言われたら、恋人ネタでからかってみようか。実行する気はないが、そんな悪い目もく論ろ見みを励はげみにして、レオナルド率いる聖騎士たちが待つ部屋へと向かう。










　和やかとは言いがたい空気の中ではあるが、青薔薇と白薔薇の騎士の打ち合わせは、これといった問題もなく終了した。こういった場の終わりには定番の握手でさえ、握手というよりは前に出した手を相手のそれにぶつけただけ、という代しろ物ものだったのは難だが。

　──これって、やっぱり問題なんじゃないかしら。

　青薔薇の騎士に忠誠を誓われた主君として出席したので、レオナルドへの個人的な感情は仮面の下に隠したつもりだったが、思い返すと自信がなくなってくる。白薔薇の騎士たちがセシアの方に向ける視線は、あまり好意的ではなかったので。

「では、『夜よるの女じよ王おう』陛下。わたくしはお先に失礼いたします」

「あ、はい総そう帥すい。また今夜」

　セシアの補佐として来ていた〈青の薔薇十字団〉代表といったん別れてから、ドレスの裾すそをさばいて振り返ると──。

「おー姫さん。待ちくたびれたぜ」

　床に敷かれた絨じゆう毯たんの上で、アルカインが完全に狼おおかみに変身していた。ずっこけそうになる。

　満天の星空を思わせて輝くミッドナイトブルーの毛並みを持った、熊にも負けない巨きよ軀くの狼である。金色の双そう眸ぼうだけは人間の時と変わらず、真夏の太陽のように輝いているが、そう広くない室内で見ると威圧感がある。

　セシアはため息をつくと、ぱたぱたと動く三角耳をつまんだ。

「なに勝手に四足歩行スタイルになってるのよ、あなたは」

「だってじっと待ってる間寒かったんだもんよ。こういう日は冬毛様に限るだろ～。他人の毛皮を頼るよりも自前のもさもさをみがけ、って人じん狼ろうの諺ことわざにもあるんだぜ？」

「確かに、うらやましいくらいあったかそうだけど……」

　空気を読まずに変身するのは勘かん弁べんしてほしい。

「聖騎士のひとたち、思いっきり引いてたでしょう」

「え？　噓だろ？　この脅きよう威いのときめきもふもふを前になんで引くんだよ」

「普通のひとは、熊みたいな狼がいたら、ときめく前にビビるのよ」

「えー。鍛たん錬れん足んねんじゃねえの？　精神的なモンの」

　ルーシャスとセンレッドには会議の間、セシアの騎士として付き添うのではなく、他の青薔薇の騎士たちとともに王都の見回りに向かってもらった。真面目なセンレッドは快こころよく、セシアとの契約によって光が苦手という吸血鬼の先天的体質は克服しているものの、「昼は昼寝の時間」という主義のルーシャスはちょっと渋って。

　いつどこに現れるのか、ほとんど予想のつかない怪物のためでもあり──セシアが、あの黒い羽根の持もち主ぬしが、以前『ファントム』と名乗って『生き人形リビング・ドール事件』の解決に協力した悪魔だと、告白したためでもある。

　おそらくラゼリオンは知らないことだが、セシアは彼の羽根を一枚持っている。真名を教えられた日に彼が落としていったものだ。捨てるのが忍びなくて、手持ちの本に押し花のように挟んでおいたそれを、『いかれ帽子屋』から見つけたものと比較すると、そっくり同じだった。

　──もしかしたら、ラゼリオン様の羽根ではないかもしれない。

　という細い糸のような希望を絶たたれた以上、セシアは王都を護る『夜の女王』として、ラゼリオンは要注意人物だと青薔薇の騎士たちに告げるしかなかった。今騎士たちは、ラゼリオンの姿も捜して王都を警けい邏らしている。

　……ただ、ラゼリオンの名前は、まだセシアだけの秘密だ。

　ファントムという偽ぎ名めいだけで仲間たちには話が通じたし──彼の名は、セシアの最後のよりどころでもあった。真名まで教えて『夜の女王』に求婚してきた魔王子が、アルビオンとの間に軋あつ轢れきを生むような挙きよに出るはずがないという。

『夜の女王』の義務は果たす。けれどラゼリオンと少なくない時間ふれ合ってきた一人の人間として、彼はセシアをこんなに手ひどく裏切りはしないと、もっと決定的な現実に直面するまでは信じていたい。愚おろかで切ない願いの象しよう徴ちようだ。

「──先生ぇ、しつもーん」

　待たせていた黒塗りの馬車に乗ると、アルカインがひょいと挙手した。

　いまひとつ気の入らない表か情おで振り返ると、夜空を思わせる黒に近い濃い藍あい色いろの肉球が、セシアの目の前に来ていた。

「なんですか？　アルカイン君」

　気を紛まぎらわせたくて、衝動のままに肉球をぷにぷにとつつきつつ、セシアはノった。

「なんで聖誕祭の頃だけ、わざわざここに引っ越したりすんだ？　めんどくさくねえっすか」

「キャメロット城は、この島国を初めて統一したアーサー王が宮廷にしていた古城なのよ」

「へえ。じゃ、こんなに綺き麗れいにしてっけど、実はめちゃくちゃ古いんだな」

「伝統があると言いなさい」

　ぷにぷに。

「で、アーサー王という御方は、鉄床に突き立っていた『選せん王おうの剣つるぎ』という聖なる剣を抜いてみせることで、神に認められた正しい血筋の王だと諸侯に証明したんだけど、それが聖誕祭の日だったと言われているの」

「あ～。するってえと、それを祝うために、この時期にみんなで引っ越してくんのか？」

「あなたにしては理解が早いわね、アルカイン」

「……褒ほめてはいねえよな？　それ」

　たとえ狼の顔でも、長い付き合いのお蔭か、微妙な表情になったのがよくわかる。

　ちなみに〈青の薔薇十字団〉の秘密の本拠地は、アーサー王が戦争時に拠点としていたカールレオン城だ。童話的なキャメロット城とは違い、堅けん牢ろうだが外観が華はなに欠けるせいで観光客が寄りつかない静かな城じよう塞さいで、表向きは騎馬警察隊ホース・ガードの一支部ということになっている。

「ったく、可か愛わいくないこと言わない姫さんには──てい！　喰らえ冬毛タックル！」

「ぼふ!?」

「すかさず冬毛ウェスタンラリアート！　おまけに冬毛コブラクラッチ！」

「ちょッ、口の中に毛が！　冬毛入った！」

　もふもふで窒ちつ息そくしそうになるという、いくらセシアが動物好きで毛好きでも勘弁してほしい状況を、腕を突っ張るようにして巨体の狼を思いっきり押しのけて逃れると。

「よし。元気出たかよ姫さん」

　熱い舌先でぺろりと頰をなめてきながら、アルカインがにやりと牙きばを見せて笑った。

　え、と驚いて金色の瞳を見る。

「昨日からずっと、悩みすぎってツラしてるぜ。別べつ嬪ぴんさんが台無しだ」

　狂った魔女の挑発。アリスの居場所。不可解な暗号。消えた悪魔。怪物の体から散った黒い羽根。──考えることが多すぎて、眉み間けんにしわが寄っていた自覚はあったが、アルカインにらしくもない言葉で慰なぐさめられてしまうほどだったとは不覚だ。

「ファントムとかいう悪魔の野郎のことは、俺もいろんな意味で許せねえけどな。でも姫さんはそいつが裏切ってないと思ってるんだろ？　少しは自分の直感を信じて、前向きになった方がいいと思うぜ」

　黒い羽根の一件からなし崩くずしに、セシアが一時期彼を匿かくまっていたことも、皆の知るところとなった。三人の契約者ウオーカーたちは、年頃の少女としては無防備すぎると眉まゆをひそめたものの、セシアが彼を匿ったことに理解は示してくれている。ほっとする反面、申し訳なさで苦しい。

　特に、アルカインは一番鷹おう揚ようだった。「別に何も問題はなかったんだからいいじゃねえか」で笑い飛ばしてくれて、今も、こうして温かい毛並みですべてを包んでくれている。

「……でも、あのひとの羽根が落ちていたのよ？」

「そいつは気になるが、悪さをして、自分の仕し業わざですってすぐわかる証拠を残しとくような脳足りんじゃないんだろ？　俺だってやべえことをしたら、現場に毛が落ちてねえかぐらいは気にするぜ？　だったら姫さんみたいに、あいつが偶然落とした羽根を拾った奴が、アリスに売ったとかいう可能性だってあるじゃねえか」

「でも……」

　兄貴肌の言葉と、胸に押しつけられる温もりは、すとんと胸に落ちるけれど。

　──『次に逢う時には、あなたの敵になっているかもしれない』

　あの言葉もあわせたら、苦しさで内臓が捩じ切れそうなほど悪い方向にしか考えられない。

　アルカインにしては論理性と説得力がある言葉に少し浮上して、けれどすぐにまた目を伏せてしまったセシアの頰に、濡れた鼻はな面づらが押しつけられる。

「でも、は無しにしようぜ姫さん。これから忙しくなるんだから、少しでも気分はよくしとかねえと身体にも毒だぜ。……まったく、ちゃんと食ってんのか？　洗濯板じゃあねえけど、俺としては鷲わしづかみにできるくらいがベストなんだけどな」

「殴っていい？」

「すでに殴ってから言うのは反則じゃねえのか!?」

　胸の上あたりに肉球を感じたと同時に、セシアは条件反射でアルカインの鼻面を張り倒していた。狼の姿の彼にはつい警戒心が薄れて、人間の姿の彼とだったら頼まれてもできない密着状態でもつい許してしまいがちだが、今のはさすがに流せない。

　が、その言葉にはだいぶ救われた心地で、セシアが表情を和ませた時だ。

　突然、何か凄まじい威圧感を叩きつけられた。目を瞠みはり、異様な気配がした窓の外を確める。そして見つけた。

　真昼の雑踏の中、白い影のような風ふう貌ぼうの主が、薄暗い路地の入り口に佇たたずんでいるのを。

　周囲の音がすべて消えたかのような錯さつ覚かくを覚える。凍りかけた水を背骨に直接浴びせられたような戦せん慄りつとともに、セシアは直感した。

　──悪魔。

　彼らの住む異界〈黒世界〉との共存がアルビオンのひそかな国策なので、王都には、逗とう留りゆうを許された悪魔が何人かいる。一般人には知られないような形で。

　しかしその悪魔はセシアの記憶になかった。こんな、ラゼリオンに勝るとも劣おとらぬ力を持っていることが瞬時にわかる悪魔、以前に逢っていたら忘れるはずがない。

　──何者……まさか──？

　あまりにも突然の遭遇に、どう反応すればいいのかさえわからない。馬車が彼の前を通りすぎる永遠にも等しい一瞬の中で、セシアは白い影の悪魔が唇くちびるを動かすのを目撃した。もちろん声は聞こえない。それでも、彼が何を言ったのかを迷いなく理解できた。

『夜の女王』か──と、呟つぶやいたのだ。

　心臓がずきりと痛む感覚があった。表情筋がこわばったのが、自分でもわかる。

　馬車が規則的なスピードで進み、白い影の悪魔が、後方へと消えていく。

　セシアは思わず身を乗り出して──。

「～～～～！」

　二種類の、声にならない悲鳴で、一種喜劇的なハーモニーを奏かなでた。

　馬車がガタンと横に揺れた瞬間、窓ガラスに顔から激突したのだ。アルカインと二人して。

　この前も似たようなお間抜けがあったなと思いつつ、赤くなった鼻を押さえて振り返る。

「ったた……ッ──アルカイン、でも今の、あなたも見た？」

「見たぜ！　白い悪魔だろ？　歳は人間だと二十代後半ってとこだな。クセはあるけどかなりの美形だぜ。あと、眼鏡めがねっぽいもんをしてた。髪はほとんど白に近い灰色ってとこか」

「って、今の一瞬でそこまでわかったの？」

「俺ぁ五キロ先のリスだって見つける視力だぜ。見間違いはありえねえ！」

　自信たっぷりに言い切るアルカインを、セシアは感心半分の心地で見つめてしまう。

　普段はまったく活いかされていない気がするのだが、まあ、視力と観察力や集中力は別なのだろうと、セシアはひそかに結論した。

　──……もしかして、アリスの「スノー・プリンス」？

　悪魔の持っていた白という色。力の大きさ。偶然の一致とは思えない。もしそうなら。

　……いや、深く考えるのは後だ。セシアは素早くかぶりを振った。

　まだ狼のまま濡れた鼻面を押さえているアルカインを後しり目めに、御者席に向かって叫んだ。

「お願い、すぐに馬車を止めて！　──アルカインは人間の姿になって、早く！」










　午後のローズグレイ・ハウス。

「お帰りなさいませ。お嬢様、人狼殿」

　いつもの清せい潔けつな黒い服、白い手袋の執しつ事じクレオヴィスに出迎えられるが、彼の神の微笑ほほえみはセシアたちを見るとわずかに曇った。

「お二人とも、大丈夫ですか？　随分とお疲れのご様子ですが」

「…………ちょっと、徹夜明けなのに、街中走り回ってしまったんです」

　ひとしきり街を捜索したが、白い悪魔は影も形も見つかりはしなかった。そのせいで疲れが倍に感じられて、窮きゆう屈くつで重たい鎧よろいのように全身に張りついているわけだ。

　顔色の冴さえないセシアをまず居間に通しながら、クレオヴィスは心配そうに眉尻を下げた。

「お身体にハンドパワーを使ってみましょうか？　お嬢様」

「……お願いします」

　ジンジャー・シロップで甘みを加えた紅茶を飲みつつ、庭の枯れた花さえ再生させてしまう執事の不思議な力で癒いやしてもらうと、少し気分がマシになった。

　胃が疲れている気がしたセシアはさっぱりとした味つけのスープだけ、肉好きのアルカインは香辛料を絡からめて炙あぶった鶏とり肉にくなどで簡単に昼食を済ませると、もう少し改善される。

「にしても、悔くやしいよなぁ。においすら追えなかったなんて」

「でも、あなたのお蔭で人相書は作れたから……」

　ラゼリオンの神しん出しゆつ鬼き没ぼつぶりを思い返すまでもなく、力の強い悪魔が本気で行方ゆくえを眩くらまそうと思ったら、あんな装備では捕まえられないことは知っていて──それでもセシアは追わずにはいられなかった。

　彼がスノー・プリンスなら、疑惑だらけのラゼリオンのことにも少しは光がさすのではないかと期待して。それが空振りに終わり、がっくりときたわけだ。

　言葉を紡つむぐのも億おつ劫くうなセシアよりはだいぶ体力が残っているアルカインは、愚ぐ痴ちと八つ当たりをまぜた意味不明な唸うなり方をした。

「スノー・プリンス（仮）の野郎、なめくさって……あんにゃろ、完全に俺と姫さんをおちょくってたろ。もういいぜ、あっちがその気なら、俺は明日からウルフ・プリンスになる！」

「そんな無駄な無理をして無謀なことはしなくていいから。……とにかく今は、一分でも多く休んでおきましょう」

「賛成だぜ。どうせ寝い穢ぎたない吸血鬼の野郎は、とっくに夢ん中だろうしな」

　徹夜で倒れて今後に支障をきたさないように。もっと状況が過か酷こくになる前に、今のうちに。

　そういう理由で午後に仮眠の時間を割り振られたので、自分の拠点であるローズグレイ・ハウスに帰ってきたのだ。執事によると、王都の警けい邏らから先に戻ったルーシャスとセンレッドは、すでにそれぞれの私室で休んでいるという。

「セシア様おかえりなさいです！　お部屋、掃除しておきましたです！」

「これ白しら百ゆ合り、自分一人の手柄にするでない！　我らとの共同作業であろうに！」

「芙ふ蓉よう、あまり騒いではなりませんよ……？　セシア様はお疲れなのですから」

　白百合姫、芙蓉姫、そして桜さくら姫ひめ。

　今日もメイドとして、けなげな働きを見せてくれている三体のフェアリー・ドール──魔術のお蔭で動くお姫様のように可愛らしい人形たちを全員抱っこしてから、飼かっている七匹の猫たちにも挨拶して、私室に倒れこむように入る。

　連日の雪で、窓ガラスは白いフランネル地の布を貼りつけたようになっていた。

　──どうしてこんなにぐったりしてるのかしら、わたし……。

　不機嫌な猫が唸るように愚痴る。独ひとり言ごとで。

　がしがしと銀髪をかきむしる。疲労が数倍に感じられるのは、精神的なものがかなり影響していることを、セシアは認めざるをえなかった。

　クローディアが命を狙われているという事実は、鉛なまりの塊かたまりのような緊張を肩に載せもするが、双子の妹をこの手で護ると奮ふん起きする理由にもなる。アリスの思考回路が理解不能なことも、そんな訳のわからない魔女に王都をもてあそばれてたまるかという気き概がいに変換できる。

　問題は、あの黒衣の悪魔のことだ。

　セシアを困らせる視線がなければ、もっと平和でもいいはずなのに、どうして離れても悩ませるのか。胸に渦巻く何かに囚われていると眠気が飛んでしまう気がしていたが、ゆったりとした部屋着に着替えて毛布の中に丸くなれば、すぐに眠りの淵ふちに呼ばれた。

　そして、見たくもないのに悪魔の夢を見た。

　数日前の夜に起きたことを。

　──『セシア。寝つけないのなら、本でも読んで差し上げようか』

　抑揚には乏とぼしいが、冷たくはない、不思議な美声。

　その日、目を閉じたまま何度も寝返りを打っていたセシアは、瞼まぶたをもたげ、基本的に眠りを必要としない悪魔の気配を闇の中で探した。部屋の隅が、レース張りの大ランプでやわらかく照らされている。文ふ机づくえのそばだ。ああ、またそこで読書しているのか。

　提案をしばし吟ぎん味みして、それからセシアは尋ねた。




　……読むって、朗ろう読どくということですよね？　なんの本があるんですか？

　どんな分野でも。民話から宮廷ロマンス、幻想フアンタジー小説。医学の専門書も。

　その中なら、医学書がある意味一番眠れそうですね。

　難しい本は、自分で考えながら読まない限り、意味不明な暗号にしかならないからな。眠気が誘われることは誘われるはずだが、ここにあるのは疫えき病びようを題材にした陰いん惨さんな描写の多い本なので、悪夢を見る可能性も高いが。それでもよろしいのか？

　悪夢はちょっと。それじゃ、あなたの……。

　セシア？

　……あなたの好きな本は、どれですか？

　それは、この中で、という意味か？

　今まで読んできた本の中で、という意味です。

　この、疫病を題材にした陰惨な描写の多い本かな。

　……悪趣味ですよ。




　なんだか笑ってしまって──そして不思議とほっとして、そのまますとんと眠りに落ちた。

　別に本当に彼に朗読をしてもらいたかったわけではないが、眠れずにいると余計なことを考えてしまって、さらに眠れなくなる悪あく癖へきのあるセシアにとっては、そんな些さ細さいな会話でも彼に助けられた気分だったのだ。

　一緒にいると緊張もするけれど、孤独にはならない。幸福に似た空気感は嫌いではなくて。

　──『次に逢う時には、あなたの敵になっているかもしれない』

　その声で、綿の中で泳ぐような夢から覚かく醒せいする。

「……ッ……」

　ばっと顔を上げたが、途端になんだかぐったりしてしまい、セシアは再び枕に顔を埋うずめる。

　夢でもいいから逢いたいとか、そんな可か憐れんな想いを抱いていたわけではない。断じてない。

　逢ったら、何を心配させて、と一度殴っておきたい。それだけ。

　なのになぜ顔の熱さを感じなくてはならないのかと、理不尽な気分を味わいながら起き上がった時に、文机の上に置かれたそれが目に入った。黒いミミズクのぬいぐるみだ。

　──あれ……昨日もこの位置に置いてたっけ？

　首をかしげ、人形の三姫が掃除をしていたという言葉をすぐに思い出し、隠していた日記を見つけられてしまった時の衝撃と動揺となんともいえない気分に襲われる。

　──いや、落ち着くのよ自分。別にあのひとから贈られたってバレたわけじゃないから！

　血の気が引いたせいで軽く眩暈めまいがした。額を押さえて、ふと、ぬいぐるみの緑の瞳とぶつかる。ラゼリオンの底知れないアイスグリーンのそれとは違って、深みも闇も感じさせない、澄すんだガラス玉。

「ラゼリオン様」

　なんとなくミミズクのぬいぐるみに呼びかけて──ふと思いついて手にとり、くちばし部分に軽く唇を押しつけてみる。悪魔がこの前、不意打ちの悪いた戯ずらでそうしたように。そうしたら、あの姿が目の前に魔法のように現れるんじゃないかと夢想して。

　もちろんそんな都合よくは展開せず、一人なのになぜか気まずい沈黙が室内に落ちた。

　──何をやってるんだ、わたしは……。

　頰が染まる。

　疲れすぎだ。きっとそうだ、そうじゃないと困る、とうなだれた時に扉がノックされた。

「お嬢様──お目覚めでしょうか？」

　文机に突っ伏して悶もん絶ぜつしている最中だったので、動揺のあまり、振り返る際に膝ひざを机の脚にぶつけてしまった。間抜けな自分自身と迷惑な悪魔の両方にやるせない怒りを感じながら扉を開けると、執事が眉をハの字にしてそこにいた。

「また怪物が出たそうです。今度は日曜広場だとか──」










『三月ウサギ』と思しき怪物が現れた日曜広場は、ウィンザー・リバーの河岸に沿った場所にある。その名のとおり、毎週日曜日に市場が開かれるところだ。冬の今は陳列した商品が霜しもげて駄目になる前に市が終わったので、ひどいパニックだけは免まぬがれた。

　三月のウサギは繁はん殖しよく期きを迎えて昂こう奮ふんし、人間の目には奇き矯きようなふるまいをとることがある。

　そこにちなんだ名づけだったらしく、現れた『三月ウサギ』は長い耳をまるで鞭むちのように打ち振り乱しながら、予測不可能な動きで青薔薇の騎士たちを翻ほん弄ろうした。黒と銀の騎士服に着替えたセシアたちが駆けつけた時にも、三月ウサギはまだ捕獲できていなかった。

「おいッ、あっちの封鎖はどうしたァ！」「しましたって！」「先回りはできないのかい!?」「行ったぞ七時の方向！」

　日没直後。見る間に暗さを増す路地のあちこちで、苛いら立だちに荒れた声が飛び交う。

　見失った怪物を求めて、セシアも絨じゆう毯たんのように雪の積もった路地を駆け回っていた。巨大なスプーンで雪をざっくりすくったような足跡を追うのはたやすいが、雪に脚の力を吸われて思うように走れないのが難だ。──けれど、こうやって全神経を集中できることがあると、胃がすり切れるような悩みに囚とらわれなくて済むのが救いだ。

　銃を手に、安やす普ぶ請しんの倉庫の角を折れ──足がすべりそうな勢いで急制動した。

　意外なことに、三月ウサギは、巨大な岩石のように路地をふさいで立ちはだかっていた。今までずっと逃げ回っていたくせにだ。

　深い井戸の中のように真っ黒な双そう眸ぼうがセシアを映す。目の前にいるのは怪物のはずなのに、まるでアリスに見つめられているような奇妙な錯覚と戦せん慄りつを同時に覚えた時、突然三月ウサギがびくりと痙けい攣れんした。動きを止め、ゆっくりと、雪の上に横倒れになる。

　衝撃で一瞬ぶわりと舞い上がった雪が収まると、背後から忍び寄って三月ウサギを仕留めた騎士の姿が見えた。揺れる長い金髪、闇の中でこそ輝きを増すマゼンタ色の瞳。

「ルーシャス！　でかしたわよ！」

「先回りしてみました」

「……本当に？」

「実は眠くて追いかけるのが面倒なので、次に来そうな場所で待ち伏せしていただけです」

　あまりにも彼らしすぎて脱力する答えを、悪びれもせずによこされて、セシアは褒ほめていいのか突っ込むべきか迷った。

「ところでセシア。この怪物の傷口から、またぬいぐるみの綿みたいに、これがこぼれて」

「ああ……この前のと、同じものね」

　動揺を顔に出さないことに意識を集中したので、少し言葉がぎこちなくなってしまった。

　セシアは手のひらで、ルーシャスが差し出した黒い羽根を受けとる。別に重くもなければ熱くもないものなのに、灼しやく熱ねつの火ひ箸ばしでも置かれたかのようだ。ひと時意識から追い出していた胸の痛みが、ぎしぎしと軋きしむ音を立てて心を食い潰つぶしていく。

　偶然じゃなかった。──痛みが重みを増して、窒ちつ息そくしそうな気分を味わう。

「セシア」

　吸血鬼に肩をちょいちょいと引かれ、導かれるまま顔を振り向けると、路地に新たな人物が現れていた。思わずセシアの眉み間けんが曇る。

　こんなふうに疲れている時には、顔も見たくなければ声だけでも遠慮したい少年だった。

「またあなたなの？　フリーデル＝ロッテ」

「露ろ骨こつにうんざりした声でひとの名前を呼ぶな。『夜の女王』」

　セシアとは冷戦状態にある知人──少年魔術師フリーデル＝ロッテである。

　彼は青薔薇の騎士たちを技術面・情報面からサポートする、魔術師集団〈ファウスト〉の一員なので、魔術事件の現場に駆けつけても不思議はないのだが、セシアの個人的な感情としては彼とはあまり顔を合わせたくなかった。話をして楽しい気分になることは、きっと世界の終わりまでありえないので。

「仕留めたのはそこの吸血鬼か。よくやった」

　三月ウサギの致ち命めい傷しようを一いち瞥べつしただけで見抜き、傲ごう慢まんな調子で褒めているとも思えない言葉を放つと、フリーデルはセシアに向かって顎あごをしゃくった。

「君だけ来い。話したいことがある」

「わかったわ。──……ところで、また背が伸びた？」

　セシアは隣に並んだ少年に尋ねた。もちろん並びたくて並んでいるわけではなく、どちらも相手に前を行かれたくないから、互いに負けじと早足になって、結果的に並走状態になっているだけだ。いつもの無駄な対抗意識である。

　フリーデルはセシアを見もせずに、興味のなさそうな薄い声で言う。

「なぜわかった」

「なんとなく。前より上から目線具合が増した気がしたのかも」

　同い年だが、フリーデルの成長期はこれからなのかと、ふと思う。

　セシアも特に小柄なわけではない。妹よりは上うわ背ぜいがある。が、肝心なのはバランスだ。

　もう少し背があれば、胸や尻が物足りないのではなくスレンダー体型なのだと言い張れたんじゃないかという、ささやかな乙女心だ。ここ数年の採寸の数字を見るに、どうやらセシアの身長はここで打ち止めのようだが。

　──でもフリーデルは、これで背が伸びて力がついたら、もっと怖くなりそうだな。

　今でも十分、人でなしだの外げ道どうだの怖いだのと感じる時があるのに、成長した彼を想像すると「靴をなめろ」とでも言いそうな図にしかならない。

　──顔だけならば今でも、ブラッドレイに負けないくらいだけど。

　フリーデルもブラッドレイも類たぐい稀まれな美貌の少年だ。雰囲気は全然違うが。

　フリーデルは寄らば斬るという抜き身の刃やいばを思わせる鋭い美しさで、ブラッドレイはふれなば落ちんの媚び態たいと残酷さで相手を破は滅めつに導く男娼の美しさと、方向性は真逆だ。どちらも性格がひねくれていることだけが、楽しくない共通点か。

「僕の顔に何か用か？」

「別に。このひとは顔だけ見てると悪くないのにと思っていただけよ」

「ふん。そういう君こそ、容姿だけ見れば、お美しい姫君じゃないか」

　セシアはあやうく石いし畳だたみを横よこ滑すべりしそうになる。微妙な言い回しではあるものの、このサディストと紙かみ一ひと重えの少年から容姿を褒められる日が、世界が終わる前に来るとは思わなかった。

　するとフリーデルは冷ややかに。

「何を勘違いしているんだ君は？　僕は、君は大多数の人間には美しいと思われる容姿を持っているという、普通に観察した結果を認めただけだ。僕個人の評価としては、君は『夜の女王』という肩書きが泣くと思うほどお人好しが顔に出すぎていて、とてもいただけない」

「……ありがとう。たとえこの世界であなたとたった二人きりになっても、絶対に仲良くできない自信が持てたわ」

「結構。僕も君と友達になどなりたくない」

　じゃあ恋人ならいいの？　という切り返しがぱっと閃ひらめいたが、フリーデル相手に口にするには寒すぎる冗ジヨ句ークだったし、彼から三倍返しどころではない言葉でボコボコにされることは予想できたので、胸にしまっておくことにする。

「ところで──この前『いかれ帽子屋』の出た現場に落ちていた羽根のことだが」

　……心臓に冷えた鋼はがねの板を押し当てられた気がした。

　さまざまな分析を担当する魔術師のフリーデルにも当然、ラゼリオンとのことは教えてある。行き場のない（継承戦争から逃げてと言うのは躊躇ためらった）彼を匿かくまっていた話は「愚ぐ行こうだ」と一いつ蹴しゆうされたあげく、腹が立つほど豊富な語ご彙いで痛つう罵ばされた。

　だがそんな予想どおりの反応に、セシアはむしろ逆に安心した。セシアの周りにはやさしいひとが多すぎるから、彼の罵ば倒とうは、ごく稀にありがたい。罰せられた方が安心するということもある。

　──もちろん、いつも罵倒されたいわけじゃないけど……。

「羽根が、なんだったの？」

「君にでも一度でわかるように言うと、あれは強い魔力の塊かたまりだ。いかれ帽子屋という怪物は、あの黒い羽根を主たる素材にして造られている。かなり重要な材料だ。フィッシュアンドチップスでいうなら、白身魚の身にあたる部分だな」

　白身魚のないフィッシュアンドチップスはありえない。あの黒い羽根がなければ、そもそも『いかれ帽子屋』は怪物として動かない、という意味か。

「その喩たとえでいくと、怪物には、あの黒い羽根以外にも何か使われていたの？」

「ああ。だが夕飯前には聞かない方がいいぞ。きっと食欲が失せる」

「…………」

　ぞっとしない科白せりふ。研究への熱意だけはあるが、冷徹な声。

「アリスの魔術には、今わかっているだけでも興味深いところがたくさんある。できれば生け捕りにして、いろいろ質問したいところだな」

「……あなたが、質問？　尋問じゃなくて？」

「尋問はこれからだ」

　突然、フリーデルの指に荒っぽくおとがいをつかまれた。

　魔術の研究家という肩書きでありながら、剣士でもある彼の握力は相当だ。簡単にはもぎ離せない。やはり、銃を持つことで普通の少女よりははるかに鍛きたえられてきたセシアの手でも。

「フリーデル、急に何を──」

「──君は何を隠している？」

　錆さびた刃を頸けい動どう脈みやくに押し当てられた気にさせられる、低い声。絶対零度のフリーデルの瞳。

　セシアは、喉に絡んだ空気の塊をのみ下すのに苦労する。それでも視線は外さなかった。

「わたしは、何も隠してなんて」

「君は自分に噓うそがつけると思わない方がいい。他の奴ならともかく、僕は騙だませない」

　あまりに不ふ遜そんな言いように、怒りを通り越して呆気にとられる。

「すごい自信ね」

「自信じゃなくて事実だ。それで、答えは？」

　少し迷ったが、セシアはやはりラゼリオンの真名と来こし方かたを教えようとは思わなかった。

　それは告白しなくても、今回の事件への対応に差し障りはないはずだから。

　以前よりも高みにあるフリーデルの双眸を昂こう然ぜんと見返して、突っぱねる。

「……隠してるつもりはないわ。ちゃんと事実だって確かめられてないことを口にするのは、厭なだけよ」

「ふん。なかなか言うようになったじゃないか」

　それで納得した様子ではないが、ともかくフリーデルが手は離してくれた時だ。

「──おや、こんなところにいたんですか。捜してしまいましたよ」

　ルーシャスの声が背中にぶつかったのは。

「君も紳士の端くれなら、あまり我が姫マイ・プリンセスを苛いじめないでくださいよ、フリーデル少年」

「相手の期待を叶かなえるのが紳士だろ。彼女は苛めてほしそうな顔に見えたぞ」

「誰が!?」

　思わず絶叫したセシアに、「冗談だ」と笑いもせずに言い放ち、フリーデルが去る。

　放り出された空き瓶びんのような気分なのが悔しいと唇を嚙んでいると、ルーシャスの手が思いついたようにセシアの銀髪にふれた。乱れをごく自然に直してくれる。フリーデルとは対照的なやさしく温かい手。普段なら自分でできるからと遠慮する手が、今は妙に心にしみた。

「おや、浮気していたにおいがしますね」

「誰が誰と!?」

「乙女がそんな怖い顔でぶち切れちゃ駄目ですよ。切せつ羽ぱ詰つまってる時は、当たり散らしたり部屋の隅で膝を抱えたりする前に僕に甘えなさいって言ったの、忘れたんですか？」

「……何年前の話をしてるのよ」

「何年も前にした約束ですけど、これから何百年先までだって有効なんですよ」

　セシアは寒さのせいではなく震ふるえそうになる。特に眦まなじりが涙が落ちそうに火ほ照てる。兄貴肌の人狼といい、セシアの周りにいるひとはどうしてこんなにやさしいのだろう。ありがとう、とかろうじて呟いて、セシアは導かれるまま、昔のように吸血鬼の肩に額をあずけてみた。

　懐かしくて、自分が小さい子に戻ったようで、不思議に疲れが癒される気がする。

「でも今のセシアは、こういうものの方が元気が出るんですよね」

　やがて、うつむいた視界にすべりこんでくる、ルーシャスの手。その上にはカードがある。

「三月ウサギの分厚い毛皮の中に隠れてました。また、アリスの暗号でしょう」

『Ｂｉｒｄ』

　前回『いかれ帽子屋』がたずさえていた暗号は「Ｌａｄｙ」。

「──レディ・バード……？」

　単語を連ねた途端、その暗号はセシアの灰色の脳に美しい閃きの音を響かせた。










　青白い髑どく髏ろを思わせる月が、雪をばらまく厚い雲の隙間から、無法街パンデモニウムを虚ろに覗きこんでいる。濡れた綿くずのような雪は深く、路地や建物を冷たい湿しめりけでべったりと覆い尽くしていた。このままどんどん冷えこんだら、今年は例年よりも早くウィンザー・リバーが凍結するかもしれない。

　だが戸外とは対照的に、セシアが訪れた賭博場は戦場もかくやの異様な熱気に包まれていた。

　トランプによる胴元賭博、完全に運任せのゲーム。セシアはお金の絡んだ賭け事は好きではないが、ブラッドレイ曰いわく「賭博場があるお蔭で、ここらへんの住人は少し人間がマシになったと思うよ？　思う思う。だってひと昔前は、道でおばあさんが倒れたら、死んだか死なないか賭けてたくらい無神経だったんだ。救命措置なんてしないで、ね」。

　真夏の太陽にも似て欲望でぎらつく瞳の客たちの間をすり抜け、ブラッドレイの待つ二階へ。





　テントウムシさんレディ・バード　テントウムシさんレディ・バード

　おうちが火事で焼けてるわ　子供たちはもう駄目よ

　たった一人　アンだけが　お鍋の下に隠れて助かった






「数百年前のロンディニウム大火を元にして生まれたマザーグースよ。──ということで、おそらくアリスの居場所はこのあたりじゃないかと思ったの」

　円いテーブルの上に広げた地図でセシアが示したのは、ロンディニウム大火記念塔。

　その周辺は市民が住まう、あたりまえの平和に満たされた街区だ。対岸には、聖せい誕たん祭さい前後の期間限定で宮廷にされているキャメロット城。女王も参加する数々の壮そう麗れいな披パ露レ行ー列ドや催もよおしが行われるタワー・ブリッジによって両岸はつながっている。

「怪物の名前を見てると、アリスはちょっとした言葉遊びが好きみたいだし、マザーグースもよく歌っていたでしょう。ロンディニウム大火は魔女が悪魔と間違った契約を結んだせいで起きた事件だから、アリスが興味を持ちそうだなって──どう思う？　ブラッドレイ」

「いい推理だと思うよ。俺は今日、〈アリスの箱庭〉を手伝っていた連中に会ってきたんだけど、集合場所が記念塔の見える河かわ岸ぎしの倉庫だったんだ。アリスや幹部連中が記念塔を中心に動いてるって言われても不自然さは感じないね。感じないない」

　ブラッドレイはうなずいた。

　二重スパイの仕事から、自分が経営するこの賭博場に直行したギャングの若き首ボ領スは、今日もフリル満載の黒いドレス姿だ。胸には詰め物、薄化粧までしている完璧さについつい視線が向いてしまうセシアに気づくと、ブラッドレイはやおら身をくねらせた。

「やぁだ、すごい素敵ぃ。セシア様って頭がいいのねえ。あたし、好きになっちゃうかも！」

「…………倒れてもいい？　というかあなたの女のフリってそれなの？」

「今のは軽い冗談だよ。本気で女のフリをした時は、俺は男だって誑たぶらかせるからね。女の子の身体の方がずっと好きだから、滅多にはやらないけど」

「まったく笑えません」

　半はん眼がんになったセシアは、わあッ──と声が聞こえたので思わず視線を下に向けた。

　この二階席は、さまざまな賭けゲームの行われるホールを、柵越しに見下ろせる造りになっている。どうやらトランプで誰かが華麗なる連勝記録を伸ばしているようだ。酒と阿あ片へんの香りが鼻び腔こうの奥まで忍びこんできたので、セシアは伸ばした首を素早く引っこめた。

　この賭博場の持ち主であるブラッドレイは、そんなものは見慣れているのだろう、興味がなさそうな顔で翡翠でできた水みず煙草たばこの吸い口を嚙んでいる。

　やがてブラッドレイの濡れたように艶めいた唇は、嘲あざけるように弧こを描いた。

「にしても、マザーグースねえ……アリスの奴、本気で子供ぶってるんだな」

　憎しみがどす黒く滲む声に、セシアが反応に窮きゆうしていると、彼はころりと表情を変えた。

「ちなみに、君はどの歌が好き？」

「わたし？　……わたしは『誰がコマドリを殺したの？』が好きかな」





　誰がコマドリを殺したの？

　──わたし、とスズメが言った。わたしの弓で、わたしの矢羽で、彼を殺した。

　誰がコマドリが死ぬのを見たの？

　──わたし、とハエが言った。わたしがこの小さな目で、彼が死ぬのを見た。






　死を謡うたった物悲しい内容だけれど、雰囲気がどこか温くて。

「ちょっとミステリアスだとも思うの。ハエは『死ぬのを見た』だけで、スズメがコマドリを殺したところを見たとは言っていないでしょう。だからスズメは、誰かをかばって『わたしが殺した』と言ってるだけで、真犯人は別にいるのかもしれない」

「なるほど。魔術事件に関わってるひとらしい見方だね」

　ブラッドレイは器用に片眉を上げた。

「でも意外かな。君は、もっとやさしくて可愛い歌が好きかと思ってた」

「わたしは、あなたにそんなふうに思われていたこと自体が意外だけど」

「そう？　俺は最初から、君は澄ました美人さんに見えるけど実は可愛いなって思ってたよ」

「……あなたはどの歌が好きなの？　ブラッドレイ」

「俺には『お母さんが私を殺した』ってのがインパクトあったな。あったあった」





　お母さんが私を殺して　お父さんが私を食べた

　弟と妹はテーブルの下にいて

　私の骨を拾って　冷たい石の下に埋めた






「なんか無法街パンデモニウムのイメージっぽくない？」

　両親の言うことを聞かないとひどい目に遭あいますよ、という躾しつけのための歌を、ブラッドレイはどこか自じ嘲ちようを含んだ笑みとともに口にした。

　確かに、犯罪の見本市、あらゆるタイプの倒とう錯さく者しやが群れをなし、乱痴気騒ぎが日にち常じよう茶さ飯はん事じだと言われていた無法街らしくはある。今はブラッドレイの〈叛乱の天使〉を含めたギャング団が仕切っているお蔭で、通りを歩いているだけで頭上からバケツで灰を浴びせられ、咳せきこんでいる間に撲ぼく殺さつされて身ぐるみ剝はがされる危険はなくなったという話だが。

　しかしブラッドレイが育ての親の復ふく讐しゆうを望んでいると聞かされたセシアの頭には、別の推測も浮かんだ。──彼は、実の親とはよい関係ではなかったのではないかと。

　とはいえ、今は彼の生おい立たちに想いを馳はせている場合ではない。要は彼がアリスに寝返らなければいいのだから。セシア個人の複雑でやりきれない想いは、脇に置かねば。

「……話を戻すわよ。そういうわけで記念塔に目はつけたんだけど、暗号にしては簡単すぎるのが心配なのよね。アリスは、わたしが気づくことを承知の上で布陣をしいてるのかしら」

「ありえるね。アリスが隠れ蓑みのにしてた〈アリスの箱庭〉がどんな会社だったか知ってる？」

「あまり詳しくは……。完全な会員制で、お店も出していなかったし。女性が多い会社だって報告書にはあったけど」

　会社があった建物は意外なほど地味で、看板もなかった。

　ブラッドレイはうなずいた。濃こき紫むらさき色いろの瞳は冷さめた輝きで不穏に底光りしている。

「そうだよ。女ばっかり。みんな魔女か、魔女になりたがってる奴だった」

「魔女に？　……そんなになりたいものなのかしら」

「なりたいみたいだよ？　君みたいに生まれつき魔女だったひとには理解不能かもしれないけど、世の中には、自分が今いる世界をひっくり返せるくらい大きな力が欲しいひとは案外多いってこと。アリスはどこからかそういうのを集めては、自分の僕しもべに仕立て上げてた」

「集めて、会社を作って──でもそれも消してしまって。そのひとたちは今どうしてるの？」

　するとブラッドレイは、やおらテーブルから身を乗り出してセシアの耳元に顔を寄せた。

　二人だけのいけない秘密の話でもするような囁き。たぶん彼が女のフリをする時に作る声だろう。ハスキーで、掠れる高音部分が淫いん靡びな想像を誘いざなう、少女の声。

「聖誕祭の夜」

「……明日の夜？」

「アリスはとっておきの怪物を街に放つ。そいつらと魔女志願の女たちが一緒になって、王都中を荒らし回る。それがアリスが君に仕掛けるゲームの大詰めらしい」

　セシアが思わず盛大に物音を立てて立ち上がったのと、ブラッドレイの後方にある扉が開かれたのはほぼ同時だった。

　現れたのは、ミッドナイト・ブルーの髪を振り乱した青年だ。華きや奢しやで妖艶なブラッドレイより、よほどギャングらしい荒々しさのある人狼の青年は吠えた。

「姫さん──ここか！　今度は『海亀モドキ』が出たって連絡来たぜ！」







「三階建ての屋根に届きそうな海亀が」「突然現れたの？」「魔術か」「でなきゃ手品だろ」

　新たな怪物が現れたのは、ウィンザー・リバーのほとり。ロンディニウム大火記念塔が北東に見える、廃はい墟きよと空き家ばかりの一画である。聖誕祭の件を書いた手紙をアルカインに託して、セシアはめずらしく単身で現場に向かった。

　今回は『海亀モドキ』だ。何がどう「もどき」なのかと思って見てみれば、これがなんと牛が海亀の甲こう羅らを背負ったような珍妙な怪物である。今は青薔薇の騎士たちに討うたれて、月光に踊る幽ゆう鬼きのように見える廃墟の陰にべったりと倒れ伏していた。怪物の死し骸がいの周りには〈ファウスト〉の魔術師の姿の方が多い。青薔薇の騎士たちは冷たい風から隠れるように廃墟のひとつに集まって、誰かが差し入れてくれた湯気の立つフィッシュアンドチップスや火傷やけどしそうに熱いミルクを飲んで、戦闘後のひと息をついている。

「前までのはまだ帽子屋とかウサギらしかったけど、これはどうして牛に甲羅なのかしら」

　冷えた指先をこすり合わせながらセシアが首を傾げると、フリーデルは実に面倒くさそうな顔で教えてくれた。雪の夜の、頰の皮膚が切れそうな寒さを感じてもいないような顔で。

「海亀のスープというのがあるだろう」

「あるの？」

「君は王族のくせに、贅ぜい沢たく品ひんには本当に疎うといな」

　詳しければ詳しいで厭な顔をするんじゃないのか、と言ってみたくなる。

「船乗りはよく食べたし、不老長寿の秘薬として錬金術師が薬に混ぜたこともある。が、美び味みだし精力がついて肌の潤うるおいも増すと評判になってからは、乱らん獲かくで数が減り、今のアルビオンでは一部の金持ち以外の口には入らない」

「……それが海亀モドキと何か関係があるの？」

「最後まで聞け。そこで一般庶民は、本物の海亀の代わりに牛の頭部を使って、よく似た味のスープを開発したわけだ。この『海亀モドキ』はそれをおちょくった冗談だろう。貴族の贅沢な暮らしへの苛立ちと嘲あざけりもこめられてるのかもしれんが」

　……アリスの怪物の造形の方向性には、だんだん慣らされてきた気がするが。

　このところの派手すぎる騒ぎには、〈青の薔薇十字団〉と〈ファウスト〉で事後処理を担当するひとたちも情報操作に苦労しているという。新聞や雑誌にはでっち上げ記事を書かせればいいが、目撃者の一人一人の記憶を魔術で消すのが難なん儀ぎなのだ。今回はまだ野や次じ馬うまに見つかる前に片付いたからいいが──。

　ため息が、白く染まる。つま先にこびりついた雪を見下ろしながら、セシアは指を折った。

　──あと残りは……時計ウサギ、眠りネズミ、グリフォン、トランプの兵隊。

　──それが明日、一斉に出てくる？

　ブラッドレイの情報によれば、さらに魔女見習いたちが加わる。大おお事ごとだ。戦争のような騒ぎになるのは間違いない。想像しただけで、すべての内臓が凍りつくように戦慄わなないた。クローディアが狙われるのかと真っ先に不安を覚える。

　と、廃墟の闇から滲み出るようにして現れた人影が、こちらに駆け寄ってきた。〈ファウスト〉の青いマントをまとった魔術師。フリーデルの同僚だ。

　耳打ちされたフリーデルの表情が、最初は驚きに、やがて怪訝そうにゆがめられる。

「なんだと……？」

　セシアを振り返る。

「君が『生き人形リビング・ドール事件』で逢った悪魔を、ここから遠くない場所で見つけたそうだ」

　ラゼリオン様。──叫びかけて、寸前で踏みとどまれた自分の理性を褒めてやりたい。

　フリーデルはラゼリオンのことは「事件の情報を握っていて、ファントムという偽名の、強大な力を持つ悪魔」としか知らないのだ。セシアに何か疑念は抱いているようだが。

「見つけて、どうしたの」

「青薔薇の騎士とうちの魔術師で確保した。意外とおとなしく従ったそうだが」

「何か話は……？」

「今はまだ何も。質問しても耳が聞こえないかのように沈黙しているらしい」

　フリーデルのアメジスト色の双眸に、刃で切り裂いて袋の中身を探るかのような光が宿る。

　おそらく、この切れ者の少年には自分の意図を見透かされている。

　そのことを肌でひしと感じながら、セシアはたとえ却きやつ下かされても譲らない覚悟で言い放った。

「わたしとなら、きっと話をするはずよ。──逢わせて」










　ラゼリオンは〈青の薔薇十字団〉の本部であるカールレオン城に拘束されていた。

　気が遠くなるほど天井の高い城内は、豪ごう奢しやな王おう冠かんにいろいろな神話上の魔物が絡みついた不気味な意匠のシャンデリアで、淡い焰えん色しよくに照らされている。仄ほの暗ぐらい色の壁と古風な嵌はめ石いし細工の床に囲まれた玄関ホールには、不安げなざわめきが満ちていた。

「黒い悪魔。何者だ？」「〈黒世界〉には問い合わせたのか」「とうにした。しかし駄目である、あちらは継承戦争の──」

　城の最奥部にあたる緋ひ毛もう氈せんが敷かれた小部屋の、虹色の光を透かす薔薇窓を背にした椅子。

　そこにラゼリオンは腰かけて──いや、座らされていた。手足は魔を封じる力がこめられた銀の枷かせで縛いましめられ、細身の長身はやはり銀の鎖で椅子にがんじがらめにされている。

　入り口からは横顔しか見えないが、瞑めい目もくし何か物思いに耽ふけっているようだ。

　セシアが近づいていくと、ラゼリオンは唇だけを動かした。

「あなたか。セシア」

　こちらを見ようともしないくせに、言葉だけはまるで何事もなかったかのような調子だ。

　腹が立つやら、自分は彼のことを考えて頽くずおれそうなほど悩んだのに、彼にとってはそれほど重要なことでもなかったのかと思うと悲しいを通り越して虚しいやら。さまざまな感情の波が一気に押し寄せ、セシアは何から言えばいいのかわからなくなる。

「助かった、と言うべきか」

「……別にわたしが助けにこなくても、あなたならこれくらいは簡単にほどけるんじゃありませんか？　どうしておとなしく拘束なんてされたんですか」

　感情を無理に抑えこみすぎて、声が冷ややかになっているのを、セシアは自覚した。

「拘束されなくても逃げるつもりはないと、青薔薇の騎士に言おうとはしたのだが──ひどく怯おびえられてしまったので、口を開くのが躊躇ためらわれたのだ。その時はちょうど疲れていたし、別に拘束されても翼さえ休められればいいかとも思って、抵抗をあきらめた。本当はもっと楽に座れる場所がよかったのだが」

　ラゼリオンをやりすぎに見えるほど厳重に拘束している鎖と椅子は、〈ファウスト〉特製、魔力を封じる記号や図形を刻んだものだ。全体は聖銀で鍍金めつきされており、普通の悪魔ならここにつながれたら呼吸をするのがやっとだという。抑よく留りゆう、そして尋問に使う魔術道具だ。

　表面に絹の覆いを一応かぶせてはいるが、本当は座り心地などは二の次、三の次だ。

「疲れていたって、どうして……？」

　複雑な感情をぎりぎりで押し殺して近づいたセシアは、初めてそれに気づく。

　ラゼリオンの美貌の左半分が、肌の色よりなお白い包帯で覆われていたことに。そして彼の黒ずくめの衣裳のあちこちに鉤かぎ裂ざきができていることに。

　……怪け我がを？　でもこの強い悪魔が怪我って、どういうことなの……!?

　蒼あおざめた顔で息をのむセシアに気づくと、ラゼリオンは素早くフォローした。

「大した怪我ではない。左目を予想外に深く抉えぐられただけだ。一日もすれば再生する」

「逆に言えば、再生に丸一日はかかる大怪我ということじゃないんですか」

　少しの傷なら即座に癒いやしてしまう悪魔に、こんな深ふか手でを負わせるなんて。戦せん慄りつが身を貫く。

「怪物にでもやられたんですか？　それともうちの騎士に」

「違う」

「じゃ、一体誰にこんなことをされたんですか。話してくださいラゼリオン様」

　ラゼリオンの煮え切らない態度がもどかしくて、性急に語気を強めてしまう。

　言葉を交わしているうちに、セシアの中には確信めいた直感が生まれていた。──この悪魔はセシアを裏切るような、王都に害をなすような真似はしていない。だが彼は無表情と無感情な声の仮面の下に、重大なことを隠している。

　セシアは冷たい床に素早く膝をつくと、椅子に座したままの彼のアイスグリーンの瞳を射い貫ぬくように振り仰いだ。

「いいですか、ラゼリオン様。──これはあなた一人の問題じゃないんです。あなたに深手を負わせるほどの何かが王都にいるなら、わたしは『夜の女王』の名にかけて、それを止めなくてはいけないんです。それがわたしの仕事なんです」

　長い沈黙と、床のすぐ上に溜まった冷気が、セシアの身体をじわじわと蝕むしばむ。

　それを無視して睨み合いを続けていると、やがてラゼリオンが軽く眉根を寄せた。

「セシア。私はいいが、あなたはそのままでは冷えきってしまうぞ」

「構いません」

「……あなたのことだから、計算してそういうことをしているわけではないのだろうな」

「……どういう意味ですか？」

「人質をとられている気分だという意味だ」

　負けたとでもいうように、ラゼリオンが小さく息をつく。

　彼がふっと肩の力を抜いたかと思ったら、彼を縛ばくしていた銀の枷と鎖がいきなり床に崩れ落ちた。最高レベルの封印の魔術道具をあっさり破壊する彼の力の強大さに、セシアが改めてひやりとしていると、椅子から腰を上げたラゼリオンに二の腕をつかんで立たされた。

　急に縮まった距離にどきりとする。かがんだ悪魔の唇が、セシアの前髪にふれた。

「やはり、スズランの香りだったのか」

「……え？」

「香水。肌につけているのだろう？　さっきから、ずっと気になっていた」

　匂いをかいでいたのか。今のセシアはブラッドレイに逢いにいった直後だから、騎士服ではなく賭博場で目立たない程度には華やかな、藍あい色いろのワンピースだ。妹が以前、冬の外出着にと贈ってくれたもので、袖や裾には生地よりほんの少し淡い色合いの糸で薔薇のつるが刺し繡しゆうされており、薔薇を彫刻した釦ぼたんと繊細なハーモニーを奏でている。

　香水は、アクセサリの代わりになにげなくつけたのだが。

　──そういえばこれ……以前、ラゼリオン様に似合うって言われた香水だったわ……！

　選んだ時はまったく無意識だったのだが、自覚させられると激しくいたたまれない。顔が発火したように熱くなる。そんな場合じゃないのに。

　全身を硬直させたセシアをよそに、ラゼリオンは彼女の悶もん絶ぜつの理由に気づいているのかいないのか、冷静な表情で続けた。

「しかし阿片と水煙草と脂し粉ふんと酒のにおいもする。私がいない間に悪い遊びを覚えたのかな」

「……いきなりいなくなったあなたに腹が立って自や棄け酒ざけです」

　気恥ずかしさを紛まぎらわせようと思ったら、フリーデルとの日々の舌ぜつ戦せんで鍛きたえられた口の悪さが発揮されてしまう。何を言われるかと身構えるセシアの前で、ラゼリオンは長い睫まつ毛げを伏せた沈んだ様子になる。濃密な艶つやを放つ愁うれいの表情に、うわ、と思う。

「すまない。あなたに迷惑をかけまいとしてのことだったが、やはり傷つけてしまったか」

　そして予想外の真顔で謝罪されたものだから、セシアは逆に、悪かったと詫わびたくなった。

「……大丈夫です。傷ついてなんていません」

「ふむ。何も感じなかったのか？　それはそれで切ないのだが」

「どっちなんですか結局は」

「複雑な男心というものだ」

　茶化すような言葉。別れる以前の彼のままで、不覚にもほっとさせられる。

　悪い空気でも気分でもなく、セシアもようやく、少しだけ目元を和ませることができた。

「──話してくれますか？　何があったのか」

　手をやんわりと押しのけながら問えば、ラゼリオンは思い切ったように言った。

「三の兄君だ」

「三の……って、魔王陛下の三番目の御み子こですか!?」

　第四子のラゼリオン以外にも、魔王子が〈黒世界〉から来ていたとは……待って。

　街中でアルカインとともに目撃した、白い影の悪魔が、脳のう裡りに甦よみがえる。

「もしかして、ほとんど白に近い灰色の髪と瞳をした悪魔ですか？」

「あなたも逢ったのか？」

　ラゼリオンがはっとした表情でセシアの肩をつかんだ。アイスグリーンの双眸には彼らしくもない動揺の色がよぎり、紳士の心得が頭から吹き飛んだように彼女の肩をつかむ力も強い。

「何かされたりは」

「いえ、してません。馬車で移動している時に、窓からちらっと見ただけでしたから──」

　セシアは急いでかぶりを振りながらも、意識の大半は「三の兄君」に向いていた。

　アリスが「スノー・プリンス」と呼んでいた悪魔の正体は、やはりその「三の兄君」か。

　──でも、そんな綽あだ名なで呼んでいたということは。

　──三番目の魔王子殿下は、アリスに真名は明かしてないの……？

　ほっと息をつき、少し気まずそうにセシアの肩から手を離したラゼリオンを見る。

　この黒衣の悪魔は、セシアと知り合ったばかりの頃は「ファントム」という冗談めいた偽名を名乗っていた。ラゼリオンという本当の名は、魔王子の花嫁となる特別な女性に初めて明かす時など、その生における大事な日まで身内にも隠しておくのが、〈黒世界〉のならわしだそうだ。──明かされて求婚されたセシアが、対応に苦く慮りよしているのはさておき。

　故に、魔王子が知り合った女性すべてに真名を明かす義務はないのだが……。

　眉間を狭せばめて考えこんでいると、ラゼリオンは無表情にのたまった。

「私のこの怪我は、三の兄君と揉もめて、強めに殴られた際のものだ」

「殴られた!?　何を揉めたんですか」

「実は兄君もあなたにひと目惚れしたというので、奪い合いに」

「この期ごに及んでそういう冗談はやめてください。撃ちますよ。──継承戦争ですよね？」

「いや、戦争にはなっていない。私が戦おうとしなかったので」

「なんでだよ」

　空気を読まずに会話に突っ込んできた声に驚いて振り返ると、予想したとおり、アルカインが扉を開けて立っていた。彼だけではなく、ルーシャスもセンレッドもいる。皆一様に、憮ぶ然ぜんとした表情で悪魔を上から下まで見ていた。セシアもちょっとびびってしまった。

　微妙な沈黙が流れ、ややあって、ラゼリオンがぽつりと言う。

「威圧感を感じるのは気のせいだろうか」

「いや感じろ。空気読めよ」

　おまえが言うかという科白せりふを、普段まったく空気を読まない人狼が堂々とのたまう。

　人狼の青年は顔に「俺こういう奴苦手だわ」と露ろ骨こつに書いたまま、大股でこちらに近づいてくると、ラゼリオンの顔面めがけて何かを投げつけた。綿毛のように白い花束だ。右手でそれをキャッチした悪魔は、不思議そうに首を傾げる。

「意味はわからないが、ありがとう」

「いや、俺からじゃねえよ！　あんたが庇かばったばあさまから、魔術で記憶を消される前に、命の恩人に『ありがとう』の言葉と一緒に渡してくれって頼まれたんだとさ」

「待って、庇ったってなんのこと？」

「そこの黒ずくめの方は、焼きリンゴ売りの老婦人が道を歩いていて突然、崩れた建物の下敷きになりかけたのを助けたそうです」

　セシアも首を傾げると、ルーシャスからドライな声音で補足が入る。感謝するべきだが素直に感謝しにくい。そんな葛かつ藤とうが、彼の横顔から見てとれる。

「その建物が崩れたのは、どうして？」

「──すまない。三の兄君だ」

　ラゼリオンが自分から、ルーシャスの葛藤のわけを明かした。

「揉めた際に、私の反応の悪さに焦じれた兄君が、八つ当たりぎみに力を乱射してな。そのせいで建物が崩れた。礼などされると逆に困ってしまうな」

「受けとっておけばいいんじゃないんですか？　花と感謝の気持ちに罪はありませんよ」

　言いながら不意に近づいてきた金髪の吸血鬼が、セシアの肘ひじをそれとなく引いて、悪魔から距離をとらせる。そしてセンレッドが、彼女を背後に庇うようにしてラゼリオンと向き合った。

　彼らの警戒心を肌で感じ、セシアはそれを押してまで悪魔に近づくことはできなくなる。
















「……それで。あなたはまだ、アルカインの質問に答えていない気がするが？」

「おお、そうだったな。訊いた俺も忘れてたわ」

　緊張感を台無しにするアルカインの戯ざれ言ごとは、全員がスルー。

「なぜ戦わなかったと言われても──いや、その前に、君たちは私についてどの程度知っているのだろうか」

「ミミズクに変身して我が姫マイ・プリンセスの部屋に潜ひそんでいた、厚かましいが強大な力の悪魔としか。ま、今までの会話でだいたい想像がつきましたけど」

　ルーシャスが手短だが微妙に失礼な回答をする。美しい薔薇よろしく、言葉に棘とげがある。

　喧けん嘩かっ早いアルカインはおろか、普段はやさしいセンレッドですら友好的な態度とはかけ離れているし、セシアは頭を抱えたくなる。

「なるほど。──私は──〈黒世界〉を統すべる王の子だ。四番目の、とでも呼んでくれ」

　真名こそ教えていないが、そこまで明かしてもいいのかと焦るが、ラゼリオンに視線で制された。いいのだと静せい謐ひつな瞳が言っているので、とりあえずセシアは口をつぐむ。

　求婚の件を除いて、ラゼリオンに対する情報量がセシアと大差なくなると、まずアルカインが腕組みにしかめ面で突っ込んだ。

「……つまり、なんだ？　あんたは四番目の魔王子だけど、次代の王には死ぬほどなりたくなくてアルビオンにとんずらこいたはいいが、三番目の兄貴に居場所がバレたから、姫さんに迷惑がかかる前に離れてたってか？　そんなやる気のねえ魔王子ってアリなのかよ」

「ナシということはないと思うが。三の兄君にしても、魔王になりたいというより、この機会に正々堂々と他の兄弟と殴り合って、自分の強さを確かめたいという意欲が大きいと思われる」

「三番目もかなりロクでもねえなオイ。なんつう兄貴だよ」

「こちらの話や都合はまず聞いてくださらないし、勝負事で負けるのは死ぬほど嫌いだが、相手が本気を出さないのはもっと嫌いだ。しかし他の者が作ったルールに縛られるのも嫌いというか、基本的にご自分の価値観でしか動きたがらない」

「ってどこのガキ大将だ？」

　身みも蓋ふたもありはしないが的確な要約をアルカインがすれば、ラゼリオンはうなずいて。

「ガキ大将。言い得て妙だな。横暴で身勝手だが、悪い方ではないのだ」

「いや、どこをピックアップしても、いい奴には聞こえねえよ。俺の兄貴だったら、遠慮なく蹴り倒して鼻血出させてるぜ」

「悪い方ではないが、間違っても善良とはいえない。そういう方だ」

　傍はたで聞いている分には意外に会話のテンポが合う二人に見えるのだが、アルカインの方は悪魔のガーゼにくるんだような表現に辟へき易えきとしつつあるらしい。半眼でルーシャスを振り返る。

「なんかこいつ、おまえみたいに面倒くせえ性格してっぞ吸血鬼」

「そうですか？　僕はもう少し可愛げがありますよ」

「可愛さで俺のもふもふに敵かなうと思ってんのか？」

「……二人とも、自分で言わないでください」

　人狼と吸血鬼のどっちもどっちなやりとりに、センレッドが冷静に突っ込んでいる。

　ラゼリオンがいきなり行方を眩くらませたのは、兄に居場所がばれて、セシアに迷惑がかかることを恐れたから。そこまでは納得できたが。

「それじゃ殿下、怪物に黒い羽根が使われてたのは、あなたには無関係なんですか？」

「──なに？」

　契約者ウオーカーたちの背後からちょっと顔を出したセシアの問いに、ラゼリオンが眉根を寄せる。

　三人の『夜の女王』の騎士は、相変わらず胡散くさいものを見る目をしているが、無表情にとはいえなんでも正直に話す悪魔を見て当初の警戒心は解いたらしく、セシアがアリスと彼女の起こした怪物騒ぎについて話すのを止めはしなかった。

　聞き終えると、ラゼリオンは嘆たん息そくした。

「──おそらく、三の兄君の仕業だな」

　またも諸悪の根源か、という空気がセシアたちの間にただよう。

「私の翼から引き抜いた羽根で、アリスとやらに怪物を造らせたのかもしれない。だいぶ昔のことだが、三の兄君に翼を見せろと言われて見せたら、次に羽根をむしらせろと言われたことがあった。さすがにそれは痛そうだから拒否したのだが『わかった以外の返事は受けつけない』と却下されて結局無理やり引っこ抜かれたという思い出が」

「まさか、その怪我もそのノリでやられたのかよ？」と心底厭そうな顔をしたアルカイン。

「似ているな。呼び出されて本気で戦えと言われたので『私が負けたことにして結構ですので還かえってほしい』と提案したら、まず左目を深めにやられた。それでも拒否しつづけたら激げつ昂こうされてしまい、今度は廃墟を破壊する威力の魔術を放たれたので、先刻の老婦人を助けていたら、その隙に死角からかなりざっくりと」

　全身をなます斬ぎりにされるような攻撃を受けたのかと、悪魔の、あちこちを無残に裂かれた黒衣を見て想像する。寒気がした。

「一体どういう兄弟なんですか、あなたたちは……」

　頭の中で、少年時代のラゼリオン──はなぜか想像を絶したので漆黒のミミズクで代用して思い描いてみたりすると、三の兄君とやらを殴ってでも止めたくなる。

　なのに憐れん憫びんを感じるのを躊躇ためらうのは、ラゼリオンが兄と苛いじめとしか思えない内容を語る口ぶりに、痛ましさや暗さが皆無だからだ。むしろ子供時代の微笑ましいやんちゃを思い出しているかのようにのどかなので、悪魔の兄弟ではそういうのが普通なのか、それでも愛情表現なのかと逆に悩んでしまう。

　他の面々もセシアと似たような気持ちなのか、なんとなく微妙な空気に包まれる中──。

「……でも、ありますよね。そういう関係」

　センレッドが妙に深い同情をラゼリオンに示すのに、あってたまるかと残り三人で突っ込みかけ、全員揃ってぐっとのみこんだ。

　同時に思い出したのだ。──センレッドには、父のように慕したっていた人物に改造実験の素材にされたあげく打ち捨てられたという、壮絶な過去があることを。

　夜の世界に手配書が回っている狂博士、ヴィクトール＝フランケンシュタイン。彼の手によって、センレッドの右腕には正体不明の悪魔の皮膚が移植されている。だが、センレッドが今も狂博士を憎みきれていないことは、彼のやさしすぎるほどの性格からも明らかだ。

　二の腕のその部位に騎士服の上からふれる青年の横顔には、複雑な翳りが差している。

　センレッドを重ねることでセシアはようやく、ラゼリオンの兄への屈くつ折せつした感情を理解できた気がした。無表情すぎて不可解な印象を与えるけれど、結局彼は──。

「だろう？　センレッドといったか、君とは思いの外ほか話が合いそうだな」

「おれも……意外に思われるかもしれませんが、昔、いろいろと経験してるんです」

「いや、それは別に意外ではないが」

「……そうですか？」

「君の表情は、平穏無事に育った十七、八の人間の青年とはひと味違う。喜き怒ど哀あい楽らくをあまりはっきりと顔に出さないが、感性が麻ま痺ひしているわけでも他人に対して失望して世を拗すねているわけでもなく、むしろ繊細で純粋。尋じん常じようならざることを乗り越えて、今を生きている証あかしだ」

　鋭い洞どう察さつに、センレッド本人だけではなく、セシアたちも思わず目を瞠る。

「…………ど……どうも」

　センレッドは長らく絶句したあと、微妙にうろたえながら、礼らしきものを口にした。

　彼と悪魔の間に、幼い時に別れたきりの兄弟が再会した直後のような、ぎこちないけれど不思議と深い共感が生まれるのを、セシアはなんとも形容しがたい心地で見守る。

　──わたしの時と似てる。

　出逢って間もない頃、セシアのとある表情が素敵だと囁いた時のラゼリオンを思い出した。

　本当に人間観察が好きなんだなと再認識すると同時に、あの独特の称しよう賛さんはわたしの表情に限らないのかと思うと、ちょっと胸の底がもやもやしないではないが。──独占欲？　嫉妬？　いや、そこまで重症な感情ではないはずだ。……たぶん。

「──ところで。アリスとその白の魔王子殿下がひそかに共きよう謀ぼうしているとわかったところで、どうしましょうか？」

　ぎこちない空気に気づかないふりをして、ルーシャスが仕切り直した。

　確かにアリスが怪物を王都に放ったということは、アリスは三番目の魔王子と深いつながりがあるということだ。スノー・プリンスという綽名はまず間違いなく彼のもので──さすがのアリスも魔王子は魂喰いでとりこめなかったと。

　聖誕祭は明日だ。ルーシャスが言うとおり、速やかに策を立てないと。

　急いで考えを巡らすセシアの横で、アルカインがいきなり発言した。

「よし悪魔。おまえはそのクソガキ兄貴を一発ぶちのめして止めとけ。んで、俺らはアリスの方をなんとかする。これしかねえだろ」

　今日の晩飯はローストビーフで決まりくらいのノリで言い放たれた、あまりに短絡的な結論に、セシアは思わず焦った。

「ちょっとアルカイン、どうしてあなたはそう力で全部ケリをつけたがるのよ」

「聞けよ姫さん。男ってのはそういうところがあるんだ。俺が絶対正しいし誰も俺を止められねえと思ってるうちは、他ひ人との言うことになんか耳を貸さねえ。一発ぶん殴られて地面をなめて、やっと目が覚めるもんだ。──昔、暴れまくってた頃の俺がいい例だ」

　とそこで、アルカインは悪魔にちらりと目を向けて。

「あんたは知らないか。意外だろうけど、俺は昔すげえ暴れん坊のクソガキだったんだ」

「いや、あまり意外ではないが」

「あぁん？」

　ある意味アルカイン以上に空気を読まずに、正直すぎる感想を述べたラゼリオンに、人狼の金色の瞳がぎらりと光る。そういうところが今でも「暴れん坊のクソガキ」に見えるんだとセシアも言ってやりたいところだったが、こんな不毛な話題で時間を浪費するのもあほらしいので、すぐに話を戻した。

「アルカインの持論はともかく──確かに今、三番目の魔王子殿下がアリスに協力して何かしようとする気なら……青薔薇の騎士だけでは対処しきれないかもしれません」

　アリス、そしていつどこに出没するかわからない怪物への備えですでに手一杯なのだ。他の魔術事件を同時進行で抱えている騎士も少なくない。さらに今となっては、聖誕祭の公務で街に出る女王クローディアの警護にまで責任の範囲が広がっている。

　契約者ウオーカーの三人をやんわりと押しのけて、セシアは再びラゼリオンの目の前に立った。

　今は片方しか見えないアイスグリーンの瞳。

　傷つけられても尚、兄を憎んではいない瞳。

　心の底では戦いも玉座も望んでいない悪魔。

　それに気づいているだけに心苦しいが、『夜の女王』として選ぶ言葉は他になかった。

「四番目の殿下──護っていただけますか。わたしたちに協力して、この王都を」

「無論だ」

　何か理屈っぽい反論を覚悟していたのに、短く即答されて驚く。低く小さめだが迫力のある声の響きが胸を貫いた。

　いつもの無表情とはまるで違う、硬質だが決然とした鋭さを放つ顔つき。成熟した男の風格から滲む、華やかな色香を目の当たりにして、セシアは場違いに見み惚とれてしまう。

「本音を言えば、さっきまでは三の兄君と戦う気はなかった。どうにか説得して〈黒世界〉に穏おん便びんに還っていただこうと思っていたが──兄君がアリスとやらにもうそこまで肩入れして、私の身体の一部分まで悪用させたのなら、もはや話は別だ。許容できない」

「殿下──」

　──この前の吸血公爵の城でのお礼も、できてないのに。

　戦う気がなかったとはいえラゼリオンを、ここまで傷つけられる強大な悪魔と──しかも憎からず思っている相手との戦場に送りこむ。それしか聖誕祭の王都を完全に護りきる手はないとわかっていても、胸が痛かった。

「継承戦争と呼びたい者にはそう呼ばせておくしかあるまい。私個人としては、これはただの償つぐないと、不ふ埒らちな兄君の成せい敗ばいのつもりだ。あなたのために全霊をかける、セシア」

「──でえい、遠回しな表現は大概にしやがれ黒男」

　べし！　と無駄にいい音がして、セシアたちの間にあった緊張感が吹っ飛ばされる。

　おそらく、生まれて初めて額に手刀など食らったのだろう。ラゼリオンは信じがたいという表情でアルカインを凝ぎよう視しした。

「さっきから聞いてりゃこっ恥ぱずかしいんだよ。ほれみろそこの真っ赤な顔の奴を」

「……ま、真っ赤なんかじゃ……！」

　え、わたし？　と一瞬セシアは焦ったが、この中では一番純情なセンレッドのことだった。

　しかし今の会話の何がこっ恥ずかしいのかとふと思い、首を捻っていると、

「四番目の魔王子殿下」

　締まらない空気の面々を後しり目めに、ルーシャスが賢さかしげな猫のように隻せき眼がんを光らせて前に出た。

　吸血鬼らしい色香を滲ませた挑発の笑みが、ラゼリオンに向けられる。

「別にそこまで思い詰めなくてもいいんじゃありませんか？」

「なに？」

「御兄君を手にかけなくてもいい、とご提案申し上げてるんですよ。今回、王都の民に被害を出さずにアリスの件が解決できれば、あなたの兄君がアリスに余計な入れ知恵をしたことは、ここにいる僕たちだけの秘密にしてもいいと。──幸いにして今のところ、アリスと怪物による被害は建物と青薔薇の騎士の睡眠時間だけで、亡くなった方はまだいませんから。その程度の譲じよう歩ほは可能ですよ？　ねえ、我が姫マイ・プリンセス？」

　王都に犠ぎ牲せいを出さずに。──平然と建物を壊して、老婦人を巻き添えにしかけた三番目の魔王子の出方によっては、非常に達成が難しくなる条件だ。だがそれを考えに入れても、吸血鬼の提案は魅力的だった。セシアのわがままな想いも、ラゼリオンの表面にあまり出さない想いも損そこなわない。他の青薔薇の騎士たちに噓をつく苦しさはあっても。

　セシアがうなずき、視線を向けると、ラゼリオンは承しよう諾だくの代わりにこんなふうに言った。

「当代の『夜の女王』には智ち将しようがついているようだな」

「頭を使う作業には向いていない仲間ばかりだから、必要にかられただけですよ。──では、我が姫もそれでよろしいですか？」

　ラゼリオンに異論がないのなら、セシアにあるはずがない。そういうことになった。










　降りしきる雪で白く彩いろどられたカールレオン城の、最初のそれよりは格段に待遇のいい一室に、四番目の魔王子は身柄を留め置かれることになった。といっても、ラゼリオンが本気で脱出しようとしたら今城内にいる青薔薇の騎士では止めようがないので、「留とどまってもらった」と表現する方が事実に近いだろう。

「先刻からずっと、視線を感じていたのだが。何か質問があるのなら今のうちだ」

　あかあかと燃える暖炉の前に立ったラゼリオンは、低いがよく通る声でそう言った。

　セシアに頼まれて悪魔をここに案内した後、半開きの扉の前で迷いとともにたたずんでいたセンレッドは、肩を硬直させる。強大な力を持つ魔王子への恐怖ではなく、彼の観察力の的確さと視野の広さに驚いて。

（……セシアはどうして、こんな怖ろしい悪魔に積極的に近づくんだろう？）

　そんな疑問を、喉のどに刺さった魚の小骨のように感じつつ、別のことを告げる。

「おれは……あなたが兄君に向ける複雑なお気持ちは、わかると言いました。……でも、それとセシアのことは別です」

　四番目の魔王子がゆっくりと振り返る。凍れる無表情に、少しだけ感情の温もりが宿る。

　センレッドではその感情が何かまでは読みとれないが、この悪魔がセシアに、他の人間には向けない心を寄せていることだけは、彼も漠ばく然ぜんと察していた。

「別とは？」

「……おれはあなたのように言葉が得意ではないから、上う手まく言えませんけど……セシアは、あなたが傷ついたら、きっと心を痛めると思うんです。だから」

　センレッドは不器用に言葉を選んでいった。

　自分が口くち下べ手たなのは厭というほど思い知っているし、親しくない相手に、過去の改造実験の後遺症でおかしな具合に掠かすれた声を聞かせるのは恥ずかしいことだ。けれどセシアのためだと思えば、何も苦ではなかった。

「難しいのは、わかってます。けれど……なるべく怪我をしないで、全部を丸く収めてくれませんか？」

　セシアだって、心の底ではそう願っているはずだから。

　だが『夜の女王』として「王都を破壊しないで」という条件を出すことはできても、それ以上の願いを──個人的な願いまで上乗せさせることを、先刻はきっとこらえていた。ただでさえ困難な条件下で、この魔王子にさらに負担をかけたくないと思って。

　そういう少女だ。やさしいけれど、相手の気持ちを考えすぎて、かえってがんじがらめになりやすい。そして独りでよく難しい顔をしている。

　聡明だが、完璧には程遠い。

　気が利くくせに、意外に不器用。

　聡さといようで、妙に鈍感。

　……センレッドは、恩人である狂博士に打ち捨てられて以来、自じ暴ぼう自じ棄きにおちいっていた。呪われた身体を抱えて生きる勇気も気力もなくて、死ぬことを毎日考えていた。

　青薔薇の騎士として戦いながら、深い傷を癒していこうと思えるようになれたのは、セシアがいたからだ。自分より年下の、あんなに華奢な少女が身を削って戦っているのに、暗い部屋で膝を抱えて「死にたい」と呟いてなどいたら駄目だ。そう感じて。

「確かに難しい注文だな」

「……すみません」

　謝る場面ではなかろう、と四番目の魔王子は自分よりはるかに若い青年を冷静にとりなした。

「が──前向きに善処しよう。私にしても、あの姫君は涙も美しいと思っていても、泣かれてしまうのは本意ではないからな」

　彼にしてはめずらしく微笑みのようなものを口元に浮かべて、魔王子はうなずいた。

　センレッドは悪魔がセシアに向ける感情になぜか複雑にさせられたものの、答え自体には満足したので、ぎこちなく礼の言葉を口にした。










　ひどく冷えこんだ夜明け前。

「大変な状況ですが、せめて聖誕祭の気分を少しでも味わっていただきたくて」

　もろもろの相談が終わったセシアが一人で廊下に出ると、どこからともなく現れた執事が、そう言って銀の盆を渡してくれた。載せられているのは、いつから用意していたんだろうという茶会用の華麗な銀器と聖誕祭のお菓子。いつものハーブティーに、ドライフルーツをたっぷり入れた伝統的なマジパンケーキ、こってりとした味が苦手なセシアのためにラードを抜いたミンスパイ。それも二人分だ。

「では私も、お嬢様のサポートのために、他で用事を済ませて参ります」

　──クレオヴィスさんは、どこまでわかってるんだろう……？

　セシアが悪魔を匿っていたことを告白した時も「なんとなくそうかとは思っておりました」と驚きもしなかった執事である。どことなく釈然としない気持ちで謎の執事を見送ると、ともかくセシアは、傷や衣服をなおすためにまだ部屋にいるはずの悪魔を訪ねた。

　暖炉のある部屋で、ラゼリオンは静かにくつろいでいた。

　アリスのことを話してみると、

「──なるほど。暗号がわかりやすい気がして不安なのか」

　ラゼリオンは短い説明だけで、セシアの胸中を見抜いてみせた。少し憎らしい。

「暗号がわかりやすいのは当然だ。アリスはあなたと遊びたいのだから、あなたが待ち合わせの場所にたどり着けないようでは困るではないか。暗号自体も、アリスにとっては遊びの一環なのだ。あなたも小さい頃、友達となぞなぞ遊びくらいはしただろう？」

「……どこまでふざける気なんでしょう」

　他の青薔薇の騎士までもが、アリスの「遊び」に振り回されているのが腹立たしい。

　が、ラゼリオンはなぜか否定の言葉を口にした。

「いや、アリスは本気だ。本気であなたを慕したい、憎み、あなたに構ってもらいたがっている」

　構う？　とセシアは眉をひそめた。

「アリスはおそらく魔女という共通項から、あなたに一方的に親近感や憧れを持っている。しかし同時に、同じ魔女でありながら、自分より恵まれた環境にあるあなたを憎んでもいる。自分はこれほどあなたという存在に囚われているのに、あなたが自分を見ていないなんて耐えきれない。──そんなふうに勝手に思い詰めて暴走する人間は、厄介だが、ときどきいる」

　説明は論理的で、うなずけはする。だが、納得はできない。理解もできそうにない。

　綺麗に布を編んだ敷物の上で膝を抱えて、しかめ面つらをしてしまったセシアに、いつかの夜には叶わなかった本の朗読でもするようにラゼリオンは続けた。

「これは『生き人形リビング・ドール事件』とは逆のパターンだ、セシア」

「逆？」

「『生き人形事件』の魔女イグレインは、魔女だったせいで迫害されて事件を起こした。だが今回のアリスは迫害されたせいで魔女となり、事件を起こしている。この差はおわかりか？」

　そういう視点で比べたことはなかったが──。

「わかっているつもりですけど……それが何か？」

「どうやら正確には把は握あくしていないようだな。それとも敢あえてとぼけているのか？　──根は善良だから立ち直れるイグレインとは違って、アリスは人間としては完全に壊れている。圧倒的な力で他の人間を踏みにじることをなんとも思っていないし、今さらまっとうに生きようなんて願いもない。失うものなどないと思っている。だから、もはや人間ではなく怪物だと思って対拠した方があなたのためだという意味だ。セシア」

　一日でもっとも暗い時間帯でも、奇妙によく光るアイスグリーンの隻せき眼がん。なんの思い入れも感じられない声が、発言内容の残酷さを際きわ立だたせるようだ。

　……が、その底流にあるのは、セシアへのそれとない気遣いだ。

　セシアは一人でも多くの人間を、闇の底から救いたくて戦っている。

　救いたいのは魔術事件で傷つけられたひとに留とどまらず、魔女イグレインのように異能のせいで虐しいたげられて事件を起こしてしまった者も含まれる。

　でも、アリスは助けられないかもしれない。イグレインと違って、アリスは狂い、救いの手など求めていないから。セシアが手を伸べても光の世界に行こうとはしないだろう。だから救えなくても悔やむなと、傷つく必要もないとラゼリオンは言いたいのだろう。

「八歳から十二歳」

「え？」

「その年頃に、アリスは孤独と生き地獄を味わっていた可能性が高い」

「どうしてそう思うんですか？　まさか、あなたはアリスを知って──」

「いや、面識はない。だが、至って普通の人間がある日突如として他人を血の海に沈めて、悪魔と契約するなんてことはありえない。狂った魔術師にはパターンがある。彼らのほとんどは、実際に悪魔と契約するはるか前の子供時代を、迫害あるいは虐ぎやく待たいされて過ごしている」

　迫害。エウローペ大陸での魔女狩り、つまり異能者への迫害を連想させる言葉。

「陳ちん腐ぷな言い回しをするなら『愛情のない』環境だ。暴力、孤独、異常な教育──あなたには無縁だったものだな」

　それを責めるのではなく、あくまで事実を指摘しているだけという口調で、ラゼリオン。

　愛されて育った自覚はある。今でも何不自由ない暮らしだとも。──イグレインやブラッドレイのように社会と魔術が生むゆがみにのまれてつらい目に遭ったひとに出逢うと、時に後ろめたく思えてしまうほどに。

「恵まれない環境にある子供は、空想の世界に逃げこんで、自分の心を守ろうとする。空想の中では自分は無敵で万能だからだ。しかしそうした妄もう想そうは、周囲から救いの手が差し伸べられれば必要なくなる。だが、アリスは違った。人格が形成される年頃に、さらに手て酷ひどい扱いを受けて、徹底的に心が壊されたのだろう。──アリスが進めている、計画性があるように見えて非常にずさんな国家転てん覆ぷくは、おそらくその空想の延長だ。ずさんだが、なまじ力と知恵があるだけに厄介だな」

　アリスの、狂気と奇妙に共存している賢さかしさは、黒い羽根という優れた素材があったとはいえ怪物を造り出した手腕や、機き知ちに富んだ命名にうかがえる。

　なまじ聡明なだけに、荒すさんだ環境で深く傷ついたのかもしれない。悲しみと憐れみが泡のように胸に浮かびかけ、甦ったブラッドレイの声でかき消される。『俺の恩人をメムノックっていう悪魔の生いけ贄にえにした』。──……なんてことなのだろう。

「……どうしてあなたはそんなに正確に、わたしの知りたいことがわかるんですか？」

「特にコツは必要ない。アリスの話を聞いて、良識ある人間なら疑問に思うだろうと想定した事項に答えただけだ」

「正直──知らなかった方がよかったかもしれないって思うところもありましたけど」

「だが、知りたくなかったとは言わないのだろう？」

　ちらりと投げかけられた視線に、セシアは「……はい」とうなずいた。

　敵を知り、己を知れば、百戦危うからず。師匠にそう教えられたこともあるが、どんなに狂っていても、ただ怪物を退治するようには、人間の形をしたひとを殺すことはできないというセシアのエゴや弱さも絡んでいる。

「ところで、的外れだったら笑ってください」

「私に笑いを要求するとはなかなか斬ざん新しんだな。──なんだ？」

「もしかして、あなたにとっては、三番目の殿下が『すくい上げる手』だったのですか？」

　禁書庫で孤独を飼い馴らしていた頃に、物好きにも少年の彼を構いにきたというひとは。

　ラゼリオンは少し口の端をゆがめただけで、その問いにはっきりとは答えなかった。

「だとしても結論を変える気はない」

「でも……」

「そんな顔をしないでくれ。三の兄君は殺すことなく引き下がっていただくつもりだ」

　八方丸く収める、夢物語のような話。できるのか、無理ではないのかと思ってしまう後ろ向きな心を抑えて、セシアはうなずいた。

「……ラゼリオン様。最後にひとつだけいいですか？」

　彼に再会して、心の底に沈ちん殿でんしていた多くのものが消えはした。が、彼が別れ際にたいそう意味ありげに囁いた言葉だけは腑ふに落ちなかった。

　──『次に逢う時には、あなたの敵になっているかもしれない』

　あれは一体、どういう意味だったのか。

　尋ねると、ラゼリオンは無表情だがどことなく気まずそうに目をそらした。

「怒らずに聞いてほしいのだが」

　わたしが怒るような内容なのかと突っ込みたいところだが、黙って続きを待つ。

「あなたに絶対に私を捜させないようにするための、方ほう便べんだ」

「噓っていうことですか」

「簡潔に言えばそうだ。あなたは『捜すな』と言ったら逆に捜してしまいそうだが、私を敵にしたいとは思わないだろうと予想して」

　そこに間が悪く、黒い羽根の怪物のことが重なってしまったわけか。

　翻ほん弄ろうされて胃が捩ねじ切れそうな気分まで味わって損した──否いな。もっと自分の目を信じて、ラゼリオンを信じていればよかったのか。道化た発言は演技だと言ったりする、いつまで経っても厄介なひとだが、噓や裏切りとは無縁だったのだから。

「私からもひとつ、いいだろうか。的外れだったら笑ってくれ」

「どうぞ」

「以前あなたが話してくれた、昔は憎んだが、今はこよなく愛している妹というのは──当代の女王、クローディア＝エルフィナス陛下ではないのか？」

　セシアはぬるくなりかけた紅茶に口をつけた。驚きはない。とうとう来たか、とは思った。

「……やっぱり、気づかれてたんですね」

「意外に動揺されないのだな」

「実を言えば、いつあなたに教えようか迷ってました」

「大事な秘密だろうに。私なんぞに教えてしまっていいのか？」

「大事な秘密ですけど──わたしにとっては、信頼の証でもあるんです」

　この秘密を知るのは、三人の契約者ウオーカーや執事をはじめ、信頼できると思ったひとだけだ。

　そう簡単に知っている人間は増やせないし、これ以上増やすのは『昼の女王』を守る『夜の女王』としてはいけないことだと思っていた。──けれどラゼリオンとの再会で、彼を信じてもいいのだという気持ちを取り戻せて、頽くずおれそうなくらい安堵して。

　契約もしてないし騎士でもないのに、望まない戦いに赴おもむいて全身全霊をかけるとまで言ってくれたひとに、秘密は抱えていたくなくて、何か報いたくて。

　セシアとしては、万感の想いをこめた、一種の告白のつもりだったのだが。

「それはもしかして非常に遠回しに、私と結婚してもいいという意味なのだろうか」

「ってなんでそうなるんですか!!」

　ラゼリオンから無表情にあんまりにも斜め上の反応が返ってきたので、怒りの爆発をこらえる暇もなかった。ここに手頃なテーブルがあったらひっくり返していたところだ。

「あなたは照れ屋だから、そういうわかりにくい愛情表現もあるかと期待したのだが」

「照れ屋とか愛情表現とか言わないでください期待もしないでください恥ずかしい」

「そういうところが照れ屋だと思うのだが」

「……撃ち殺しますよ？」

　おもむろにラゼリオンが立ち上がる。セシアが驚いて見上げると、彼は「あなたに撃ち殺されてしまう前に」とさらりと言った。

「傷と服はもう大丈夫なので、そろそろ三の兄君を捜しにいく。悪さをされる前に」

「でも左目がまだ──」

「これもほぼ治ち癒ゆしている。ただ手足の傷と違って、こういう繊細な神経の塊のような部位は厄介だ。治りかけの目でものを見ようとすると、世界がゆがんで見えて逆に困る」

「それなら──……ラゼリオン様、失礼します」

　照れてしり込みしてしまう前に、セシアは思いつきを実行に移した。つまり、立ち上がってラゼリオンの襟元を握って引き寄せると、白はく磁じの頰に唇を押し当てた。妹や父、そして契約者ウオーカーをはじめとした仲間たちとも交わすそれのように。左の頰の、包帯から覗く肌に、傷が早く癒いえますようにと願いをこめて。

「この前のお礼……ということでもいいですけど。ご武運を」

　顔を離すと、ラゼリオンはくすぐったそうな微笑みと声で呟いた。

「困ったな」

「何がですか」

　これで目標を達成できたのでは？　と目で問えば──。

「そんなことをされたら、私もあなたにキスがしたくなってしまう」

　……さらりと言われたものだから、数秒間、言葉が頭に入ってこなかった。

　その隙に食らいつくように、ラゼリオンが距離を詰めてくる。ぎくりとして、何はともあれ顔を隠そうとした、その右手をとられる。動揺を煽られたセシアが進退窮きわまって脚を出す前に、ラゼリオンは唇をそっと押しつけた。

　彼女の、手の甲に。

　……不自然な体勢で、セシアは目をぱちくりさせた。

　手。手に唇。騎士が忠誠を誓うが如きこれも、れっきとしたキスだ──そういえば。

　激しい緊張状態からがっくりと脱力したセシアを見下ろして、ラゼリオンが首を傾げる。

「おや？　もしや、唇を奪われることを期待されていたのか？」

「ッ……そんな期待はしていません。警戒ならしましたけど！」

「照れずとも。私は紳士として、あなたを失望させない自信はあるのだし」

「かッ、顔を近づけないでください！　というか何が紳士なんですか、変態紳士ですか!?」

　不用意に二人きりの時にあんなことをするんじゃなかったと、親愛のキスを即座に激しく後悔しているセシアをさらりといなし、ラゼリオンは彼女の手や銀髪にやたらに構ってくる。口元に笑いを隠せていない。冷静な彼でも戦いの前は落ち着かないのかもしれないが、これはひどい。完全に遊んでいる。どうしてしっとりと甘い気分で見送らせてくれないのか。

「口づけ程度で変態呼ばわりされては、結婚した後がまた大変そうだな」

「だから結婚するだなんてひと言も言ってません!!」

　どうしてわたしはこんな意味不明なひとが好きなんだ。理不尽な気がしながらラゼリオンの肩を必死で押し戻した時、ふと視界の隅に、窓の外の景色が引っかかった。

　はっとして振り返る。彼女の表情を見て、ラゼリオンも同時に。

　疲れで目の錯覚かと思ったが違う。夜明けの空にはらはら舞っている、これは。

「……紅い雪──？」
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　紅い雪の降りしきる、聖せい誕たん祭さい当日の朝。

　青あお薔ば薇らの騎き士しがひっきりなしに出入りするカールレオン城に、〈ファウスト〉から大量の荷物が運びこまれた。中身はもちろん、聖誕祭の贈り物などというのんきな代しろ物ものではなく、騎士の一人一人に合わせて調整されたシルバー・グレイスだ。

　純度の高い銀に破は魔まの力をこめて鍛きたえ練り上げた、神の恩おん寵ちようたる武器と呼ばれるもの。〈ファウスト〉が生んだ、最先端魔術のひとつ。青薔薇の騎士のほとんどは、各人の戦闘スタイルに合ったこの銀の武器を装備している。

　セシアの契約者ウオーカーである三人もそうだ。魔に属する肉体を持つ彼らは、本当なら触れただけでも焼き鏝ごてを素す手ででつかんだようなダメージを受けるのだが、人間であるセシアとの契約によってそれを克こく服ふくしている。

「──ルーシャス、起きてる？」

　セシアが手のこんだ紋様の彫られた木の扉とびらをノックすると、ややあって、ぼやけた声で返事が返ってきた。やはり仮眠をとっていたらしい。扉を開けた吸血鬼は、長い金髪をしどけなく乱し、白いシャツのボタンも数個外しているという締まりのなさだった。

「どうしました？　セシア」

「あなたのシルバー・グレイス。届けにきたの」

「わざわざすみませんね。でも──それだけじゃなさそうですね？」

　白い布で丁重に包まれた細長い包みを受けとりながら、ルーシャスはマゼンタ色の左目を細めた。笑みを含んだ声には、思い詰めた顔のセシアの意図にうすうす感づいている様子がある。

　どうぞと導かれ、セシアは天てん井じようの高い廊下に誰もいないことを気にしながら、カーテンを閉ざした暗い室内にすべりこむ。まるで浮気中の男女のようだと想像し、微妙な気分になった。

「アルカインとセンレッドは？」

「肩慣らしに他の騎士の方々と手合わせをすると言って、中庭に。──心配なら、扉にちゃんと鍵かぎをかけますよ。せっかくの密会なのに、あの魔王子殿下に踏みこまれても困りますし」

　冗談めかした言葉。いつもの彼らしい揶や揄ゆに勇気を得た心地で、セシアは口を開いた。

「ルーシャス。──何も言わないで、誰にも秘密で、わたしにあれをして」

　やっぱり、という表情でルーシャスが目を細める。警告の口調で、耳元に囁ささやかれた。

「……明日、ベッドから起き上がれなくなるかもしれませんよ？」

「知ってるわ。前にしてもらった時は、三日は歩くのもつらかったもの。でも……このままじゃ不安なのよ。わたしは、ルーシャスたちよりずっと弱いし」

「あなたが誰の助けもないくらい強かったら、僕たちはついていきませんよ」

　なだめる囁きとともに、そっと頰ほおを包まれる。手袋を外したルーシャスの手は、意外とやさしい温もりを持っていた。

「わかりました。──それじゃ、脱いでください、セシア」










〈青の薔薇十字団〉において、悪魔や魔物と戦える力を持っている騎士は意外と少ない。魔女や魔術師といわれる人々の中でも、戦闘に向いた才能を持っている者はほんのひと握りに過ぎないからだ。

　セシアが日頃アルビオン中を駆け回っている理由もそこにある。王族、しかも『夜よるの女じよ王おう』だからといって、彼女ほど戦力になる魔女がカールレオン城にちんまりと納まっている余裕はないのだ。

　故ゆえに平時セシアは団の全権を、総そう帥すいに委任し、己おのれをあくまで騎士の一人として偶するように指示している。

　マザー・フレアは肩書きにそぐわぬ、清せい楚そで可か愛わいらしい貴婦人だ。お茶目な言動や思いつきで周囲を翻ほん弄ろうすることも多いため、古こ今こん東とう西ざいのあらゆる魔術に精通しているという博識ぶりや指揮官としての能力の高さとは正反対のイメージを持たれやすい。が、不思議と逆らえない。

　日没直前のカールレオン城──。

　セシアは作戦開始前に、自分の祖母に近い年頃のマザー・フレアと向き合っていた。

「お待ちしておりました、陛下」

　マザー・フレアの小さな手から、銀色のドラゴンの飾りがきらめく指し揮き杖じようが渡され、いや、返される。セシアは真ま面じ目めに礼を返すと、すでに銀糸で十字架を縫ぬいとった手袋をはめた──つまり戦いの支度を済ませた手で指揮杖を受けとった。ずしりと重い。

　部屋を出て、紳士のようにマザー・フレアをエスコートして長い廊下を進みながら、セシアは少し弱音を吐いた。

「マザー・フレア……わたし、これだけはどうしても慣れる気がしないです」

「陛下はいろいろと考えすぎておしまいなのですよ。こういうことは、オペラ歌手と同じで、科白せりふさえ覚えたら、あとは舞台のノリに合わせて楽しんでしまうのが、一番なのです。──どうか、想いのままに歌ってきてくださいまし」

　黄金づくりの扉を開けて、マザー・フレアは渋い顔のセシアを「舞台」に押し出した。

　魔術的な灯あかりで、教会堂の壮麗な内部装飾は美しい金色に照らし出されている。

　祭さい壇だんに近づくと、数百の視線がセシアに集まった。強い緊張で思わず喉のどが鳴る。

　──どうしてみんな、こんなに真面目に集まってるの……。

　儀式への参加は義務ではないのだ。なのに律りち儀ぎに集合してくれた青薔薇の騎士たちに、内心八やつ当あたりじみたことを思ってしまいつつ。

　誰か一人と目が合ってしまわないように──けれどすべての騎士を見つめているつもりで、セシアは緊張ですっかり乾いている唇くちびるを開いた。

「──よくぞ集まってくれました。我が忠ちゆう順じゆんなる青薔薇の騎士たちよ」

　三百人あまりの騎士が、威い儀ぎを正す。包囲されている、なんて錯覚を抱きそうになる。

「あなた方も知るとおり、我が〈白き王国〉アルビオンの象しよう徴ちようは薔薇。この国の民、其がすなわち世に二つ無き薔薇の花なのです。──今こ宵よい、我らは騎士として、『紅あか髪がみのアリス』なる悪しき魔女の企てから、罪なき花を守るべく、破魔の聖銀を手にとりました。されど、我ら自身もまたこの血に咲き匂う青き薔薇である以上、戦いに倒れることは許されません。よいですね？」

　一拍の間。

　指揮杖をかざして、セシアは腹の底から声を放った。

「薔薇は一輪たりとて散らすなかれ！」

「──薔薇は一輪たりとて散らすなかれ！」

　教会堂の高い天井に凜りんと響きわたった言葉を、集まった青薔薇の騎士たちが復唱する。

　そして黒と銀の騎士服をひるがえし、聖誕祭の王都に──自らの持ち場に走りだした。







　少し後、カールレオン城の門のそば。

「…………三カ月分の演技力と気合を使い果たした気がする……」

「舞台裏に下がった途と端たんにあっさり素にならないでくださいよ、我が姫マイ・プリンセス」

　馬車を待つ間に、はあっと白い息をついてしゃがみこんだセシアの肩を、ルーシャスはぽむぽむと叩きながら、ねぎらいというには揶や揄ゆの色が濃こい言葉をくれる。

　三人いる契約者ウオーカーの中では、この金髪の吸血鬼が一番セシアと付き合いが長い。騎士や契約者である以前に、兄であり友達である彼の前では、セシアは情なさけない自分を取り繕つくろったり意地を張ったりする気持ちが萎なえてしまう。

　センレッドが不思議そうに首をかしげた。

「……あの文句は、あなたが考えたものではなかったのか？」

「わたしに文才はないわ。科白せりふはいちいちマザー・フレアが毎回用意してくれるのよ。この方が劇的でおよろしいわって」

　今回の口こう上じようはまだ短くて地味な方だ。たぶんマザー・フレアは詩人と劇作家の才能がある。

「そういや、この紅い雪は結局どうなってんだ？　誰も何も言わねえけど」

　アルカインが不意に発した疑問に、セシアは気をとり直して答えた。

「四番目の殿下によると、エウローペ大陸の方ではときどき起こる自然現象だそうよ。はるか南にある紅こう砂さ沙漠地方から強い風に乗って砂が運ばれてきて、それが芯になって雲の中で結晶が生まれると、薄うす紅べに色いろの雪になるとか」

「じゃ、この雪にさわっても別に害はないってことか」

「ないわ。でも、風の流れや地形から見て、本当はアルビオンでは起こるはずのない現象なんですって。〈ファウスト〉に調べてもらったら、〈アリスの箱はこ庭にわ〉が新しい化粧品の研究のためという名目で、はるばる紅砂沙漠から砂を取り寄せていたことがわかったわ。もちろん、結構なお金をかけて」

「……お金と力の無駄遣いだな」

「演出としては、なかなか洒しや落れてますけどね」

　真面目なセンレッドはげんなりと、彼よりは性格に捻ひねりの利いているルーシャスはにまりと笑って感想を述べる。アルカインがうなずいた。

「俺らは平気だけど、一般人には十分すぎるほど効果が出てるそうだかんなあ。王都中がざわざわしてやがる。迷めい信しん深いのが、不吉なことが起こるんじゃねえかとか囀さえずってやがった」

「一応、司教様や街区長が説明して回っているそうだけど……」

「聖誕祭のもろもろの公式行事が心配ですね」

　ルーシャスが、セシアの途切れさせた言葉の最後を引きとる。

　クローディア。絶対に守ると約束した。けれどセシアは一番近くにはいられない。

　──『おまえは、おまえにしかない力で、おまえの妹を助けてやってくれ』

　父である宰さい相しようがしばしば口にする言葉を胸に浮かべ、女王の護衛を担当する青薔薇の騎士や騎馬警察隊ホース・ガード、そして今誰よりもクローディアの近くにいるはずの金髪の聖騎士団長にも、やや不本意だが祈る。そして最後に、ひと足先にここを去った悪魔を想う。

　こんな場合でなければ、本当はもう少し──もう少しだけ、話していたかった。

　他た愛わいのない話がしたかった。再会を果たせて、疑念も解消されて、すっきりしたはずなのにどこか物足りない。栄養分ならぬ、悪魔分が不足しているような。安らいでいるはずなのにどきどきしてしまうという、ラゼリオンといる時にしか味わえない不思議な高揚感は、セシアに独特の気合いをくれるのだ。

　──……って、何を考えてるんだ、わたしは。

　抑揚がないくせに不思議と耳に心地よい美声を思い出すことで、寂しいような気分を慰めようとしている自分に気づき、セシアは慌てて己を戒いましめた。頭を切り替える。

　──ラゼリオン様も……どうか怪け我がしないで。

　用意された馬車に乗りこみ、紅い雪の中で聖誕祭を迎えた王都ロンディニウムに出た。










　同時刻、キャメロット宮殿。

　女王クローディアの披露行列パレードへの出立を控え、城内には、お揃そろいの正装をした女官長と女官たち、白薔薇章をつけた聖騎士、宮廷楽師、指揮者、馬ば丁ていなどが慌あわただしく行き来していた。

「お召し馬車の支度は」「完璧です」「雪は……」「大事ありません。それより火鉢はどこに」

　指示を出す側の人間の一人である聖騎士団長のレオナルド＝ヴァロンも文字どおり目が回るほど忙しかったが、その人物の訪れにはすぐに気づけた。当世風の執しつ事じらしい黒い服は古めかしい城内では異質だったし、何より身にまとうオーラが圧倒的だったので。

「聖なる夜の訪れをお喜び申し上げます。──しかしなぜ貴殿が、かような場所におられるのですか？　クレオヴィス殿」

　ようやく指示がひと区切りつくと、レオナルドは仏ぶつ頂ちよう面づらでその要注意人物の前に立った。

　まるで舞踏会の壁の花よろしく、広間の片隅に静かにたたずんでいた黒髪の執事は、聖誕祭の挨あい拶さつをお手本にしたくなるほど丁てい寧ねいに返すと、とぼけるように言った。

「さりげなくたたずんでいたつもりなのですが、見つかってしまいましたか」

　どこがさりげないのかと、レオナルドは開いた口がふさがらない。
















　引きつったこめかみを指で揉もみほぐしながら、鋼はがねのように事務的な対応をするのだと自分に言い聞かせた。気疲れした状態ではなかなかの苦行だが、聖騎士団長の名誉と「女王の恋人」のイメージを保つためには、これしきの珍事で心を乱すわけにはいかない。

「セシア様の元に、元司祭の執事がおられるという話は聞いておりましたので。しかしなぜ持ち場を守らず、こんなところに？」

「ご心配をおかけして申し訳ありません、ヴァロン卿きよう。お屋敷の仕事はすべて完璧に終えて参りましたので、ご安心を。私が今ここにおりますのは、お嬢様がクローディア陛下の御おん身みを案じておられた、その憂うれいを絶つためです」

「憂いを……？」

　女王を守る手伝いをする気か？　勘違いしているとしか思えない言葉に、レオナルドは怒りを通り越してあきれる。が、生せい来らい真面目な彼は、もう少しだけ粘ねばってみた。

「失礼ですが、貴殿は戦えるわけではないのでしょう。なのにどう憂いを絶つと仰おつしやるのです」

「仰おおせのとおり、戦えるわけではありませんが、無敵です。どうかご心配なく」

「……そうですか。では、忙しいので私はこれで」

　神の微笑ほほえみでの意味不明な答えに、これは相手をしても糠ぬかに釘だと判断して、レオナルドは踵きびすを返した。謎の多い人物だが、放置しても害はあるまい。

　……セシアは知らないことだが、レオナルドをはじめとする常識人でまじめな白薔薇の騎士たちが青薔薇の彼らとその協力者を苦手としているのは、実はこのあたりに理由がある。変人が多すぎて、紳士の彼らにはとてもついていけないのだ。

「女王陛下とあなたのためにお祈り申し上げております、ヴァロン卿」

　そっけなくあしらわれても、クレオヴィスはめげも気分を害しもせず、神の微笑みで白い騎士服の青年を見送った。

　そして遠くからかすかに届いた雷鳴でも聞きつけたかのように窓を見やると、広間の喧けん騒そうにさりげなく背を向け、城の裏手へと向かう。その足取りには不思議なほど迷いがなかった。

　広間とは別世界のような静けさが、濡れた布のようにクレオヴィスを包む。

　細かな彫刻がほどこされた扉を開けて、中庭のひとつへ。

「おや、まあ」

　驚いた、というより、予想どおりでしたねとでも言いたげな声がクレオヴィスの口をつく。

　常じよう緑りよく樹じゆの上に紅い雪が降り積もり、意外と聖誕祭らしい色彩に染められた中庭。

　人ひと気けはない。

　が──異様な存在感と、がさがさという不気味な足音が、本来あるべき静せい謐ひつを汚けがしていた。

　クレオヴィスは少しも動じることはなく、顔をこんもりとした庭木の陰へと向ける。そこに怪物が群れをなしていた。

　闘とう鼠そという賭け事がある。数日餌えさを抜いたネズミを、テリヤなどの犬と闘わせて、どちらが勝つかを賭ける。まるでかき集めた枯れ葉のように群がった怪物は、その闘鼠用のネズミそっくりの、おぞましいほど攻撃的な面つら構がまえをしていた。しかも体格は猟犬にも負けていない。

　だが彼らを灰色の瞳に映したクレオヴィスには、相変わらず動揺はない。

「正式なお招きを受けていないお客様がこんなに。困りましたね」

　さほど困っていない──より正確に言えば普段とまったく変わりない穏やかな口調で、彼は独りごちた。怪物の群れが蠢うごめき、ざわめく。

「何ヲ言ッテヤガンダ、コイツ」「ウッゼエ！　殺シチマエ！」「デモ騎士ジャネエゾ？」「ダッタラ尚ノコト好都合！　ノハズジャ！」

「失礼ですが、あなた方のお名前をうかがってもよろしいでしょうか？」

「『眠リネズミ』ジャ！　一度聞イタラ忘レラレヌハズジャ！　ドウジャドウジャ!!」

　錆さびた刃やいばと刃をこすり合わせるような、耳みみ障ざわりな声。眠りネズミたちの両目は、決して開かないようにとでもいうように、糸でぎざぎざに縫ぬい合わされていた。「眠り」ではなく「眠らせられたネズミ」と呼んだ方がしっくりする。

「眠りネズミ様ですか。──しかしそれは確か、私の仕えるお嬢様にとって好ましからざる方の名であったはず」

　百を超える怪物に囲まれても、クレオヴィスはまるで庭の手入れの話でもするように。

「そうなりますと、お帰りいただくか違う世界に立ち去っていただくかのいずれかになりますが、あなた方はどちらを選ばれますか？　眠りネズミ様」

「オマエ……ワカッテルノカ。オラタチハ、オマエヲ完全ニ囲ンデオルノダゾ!?」

　あまりの余裕ぶりに不安を煽あおられた怪物を睥へい睨げいして、執事はひたすら穏やかにうなずいた。

「ご心配なく。忠実にして細心。非暴力主義、なれど無敵。それが執事というものですので」

　そして花でも摘もうとするような仕草で手をもたげる。清せい潔けつな白手袋に包まれたその両手が、魔物をも圧倒する不可解なハンドパワーを持つ手であり、自分たちを次元の彼方かなたに突き落とす準備が調っていることを『眠りネズミ』たちが知るまで、あとわずか──。










　血は、月光を浴びると黒く見える。紅い雪は、日没の陰影の中に沈みつつある。

　セシアたちは、事前に人ひと気けを払われて墓場のように静まり返った街並みを、馬車から降りて進んでいた。車内では奇き襲しゆうに対応できないからだ。太陽の出ている時間からずっと王都を警戒して回ったが、今日はまだ怪物に遭遇していない。

　──やっぱり、動くのは……夜？

　凍いてついた空気が軋きしんだような気がして顔を上げると、忽こつ然ぜんと現れた異様な軍勢が行く手をふさいでいた。

　人間じみた輪りん郭かくをしているが、人間の域を超えた筋肉質の肉体と、人間ではありえない醜しゆう悪あくにゆがんだ顔を持つ怪物だ。両腕に筋肉がつきすぎて、首の根が肩の間にめりこみ、やや猫背になっているのが不気味さを増幅させた。手にはまちまちの武器を構えている。

　異様な軍勢と睨にらみ合うことしばし、最初に感想を述べたのはアルカインだった。

「『トランプの兵士』じゃねえか？　こいつら」

「ってどこが？」

「ああ……身体に、ハートとかスペードの刺いれ青ずみをしてるからか？」

　眉み間けんを寄せたセシアに、センレッドが控えめに指をさして教えてくれる。

　なるほど。不ぶ格かつ好こうなほど隆りゆう々りゆうと盛り上がった筋肉に紛まぎれて見逃していたが、怪物たちの剝むき出しの腕や胸には、色とりどりの刺青でトランプの記号が彫りこまれていた。ひと昔前の海賊の刺青を思い出させる毒々しさで。

「最初はマザーグースとかくれんぼで、次は鬼ごっこですか。鬼がちょっと多すぎますけど」

　ルーシャスが「子供の相手は疲れた、早く眠りたい」とでも言うような口調でぼやく。

「狼おおかみの俺としちゃあ、追いかけられるのは趣味じゃねえがな」

「……それより。下手に逃げると、奴らが街中に散って、被害が広がってしまうのでは？」

　さりげない冷静さでは定評のあるセンレッドが、小さな声で、素晴らしい指摘をした。

　聖誕祭の夜だ。この街区の住人には、適当な理由と命令をつけて遠くの聖教会のミサに参列したり、披パ露レ行ー列ドの見物に出てもらっているが、非常線を破られると厄やつ介かいだ。

　セシアは仕方なく、腰のホルスターから銀色の銃を抜いた。

「目標──十分で」

「五分でいけると思いますよ」

「なら俺は三分だ」

「……張り合うことに意味はないと思うのだが」

　三人の契約者ウオーカーたちも、躊躇ためらいなくうなずいて、各自の武器を構えかけた時だ。

「アァアアアアア!!」「ナンダ、コイツハ──」「魔術師！」「魔術師ダ……囲メ、ウァアアア!?」

　驚きよう愕がくと怯おびえが入り交じった、怪物の声。彼らがひしめいていた一角が、嵐で吹き飛ばされるようにして崩された。

　血ち煙けむりで染まった嵐の中心に現れたのは、アメジスト色の瞳ひとみを鋭く輝かせた少年だ。

　彼の魔術師のしるしである青いマントがひるがえるたび、細身の刃やいばが宙を薙なぐ。怪物の首や上半身がどす黒い飛ひ沫まつとともに月光に浮かび、地に転がる。抗あらがう怪物の刃や鉤かぎ爪つめは、まるで最初から予想していたとでもいうように、軽くいなされた。

　やがてその場に死し骸がいの山と血だまりができ上がれば、残る怪物たちは少年の間合いの外で凍こおりついたようになった。

「──フリーデル！」

　月光をはじく鋭い輝きは、彼のたずさえる細身の魔術剣。

　氷の刃をたずさえた〈ファウスト〉の少年魔術師は、セシアに一いち瞥べつをくれると、傲ごう慢まんに言い放った。

「援軍だ。泣いて喜べ」

「……泣かないし、喜びもしないわ」

「好きにしろ。だが君の義務は果たせ。──ここは僕が引き受けるから、君たちは大火記念塔に向かうんだ」

「え」

「アリスの居場所だ。今見に行ったら、昼間と様子が変わってた。君の出番だぞ」

　セシアは言葉に詰まった。フリーデルの悪夢じみた魔術と剣の腕前は、今のおそるべき勇姿を見るまでもなく、これまでの付き合いで厭いやというほど思い知らされている。下手な青薔薇の騎士よりも、フリーデルはよほど強く、揺るぎない。なのに誘われても騎士にならないのは、彼がセシアに忠誠など誓いたくないと、断固として主張しているからだ。

　──フリーデルだけでも、きっとこの怪物は殲せん滅めつできる。

　頭ではそう判断できたが、セシアは、ここであっさり知人を置いていける性格ではない。

　躊躇ためらうセシアに向けられたフリーデルの視線が、ただでさえ冷たい温度をさらに下げる。

「何をもたもたしている。そんなに僕にグズノロマアホボケカスと罵ば倒とうされたいのか？」

「そんなわけないでしょう！　ただ、一人だけじゃ、何かあったら」

「余計な心配だ。他の青薔薇の騎士にも連絡はした」

「……わかったわ。無理だけはしないで」

「ふん。薔薇を散らしたりはしないから、さっさと行け、『夜の女王』」

　君の決め科白ぜりふだろう？　とフリーデルが目が笑っていない兇きよう悪あくな笑顔でのたまい、セシアの恥ち辱じよくを誘う。思い出すだに死ぬほど照れくさいそれに、セシアは思わず頰を染めると、ぷいとフリーデルに背を向けた。厭いや味みなひとだ。ちょっと心配して損した！

「時間を無駄にするなよ」

　別の路地へとセシアたちが駆けてゆく。流れも読まずにそれを追いかけようとした『トランプの兵士』を、フリーデルは嵐の如ごとき剣さばきで血の海に沈めた。──あとでその死骸を魔術の実験に使ってやろう、と頭の隅ではおぞましい考えを閃ひらめかせて。

　同胞のまだ熱い血を浴びた怪物が、それで昂こう奮ふんしたように目をぎらつかせて哄こう笑しようを放つ。

「ヴファアアアアア！　見上ゲタ騎士道精神ダナァ小僧！　オ仲間ノタメニ、ガンバッテクレルノカナァ？　イイジャネエカ、楽シマセテモラオウジャナイカ！」

「黙れ、豚」

　氷柱つららで鋭く突き刺すような声で、フリーデルは『トランプの兵士』の言葉を斬り捨てた。

「僕が『夜の女王』のために戦う？　彼女を助けるために、一人でここに残った？　──冗談はそのお粗そ末まつなツラだけにしろ。彼女を先に行かせたのは、おまえらを叩たたき潰つぶすのに、残ざん酷こくだのやりすぎだのと騒がれると鬱うつ陶とうしいからだ」

　あの銀髪の少女は、自分は男顔負けの果か敢かんさで敵に突っ込んでいくくせに、他人が傷つくことにいちいち心を痛める。それが誰であっても、自分よりも他人の傷に意識をとられる。

　そんな彼女の心の動きに気づくたびにイライラさせられるが、フリーデルがまがりなりにもセシアと関係を保っているのは──あの『夜の女王』が、心は痛めても、そこで泣き崩れてうずくまったりはしないからだ。

　彼女がそういう手合いだったら、口も利きかずに完全に存在を無視している。気の強い瞳で再び戦場に飛び出す姿を見ているうちは、最悪の気分にはならない。

　彼女の騎士などはまっぴらごめんだが、目的が同じなら力くらいは貸してやってもいい。

（薔薇は一輪たりとて散らすなかれ──か）

　また綺き麗れい事ごとをと思う。彼女らしいにも程がある。腹の底から笑いがこみ上げてくる。

　見る者の魂たましいが凍こおるような凄せい絶ぜつな笑みを口元に、フリーデルは怪物たちを見渡して告つげた。

「百五十六体。おつむの出来はいただけないが、脳以外はまずまずの実験材料に使えるか」

「ナ……ン、ダトゥォオオオォオオオウオオオ!?」

「豚が喚わめくな。耳が腐くさる。──解体されたい奴から来い。どのみち数分の差だろうがな」










　同時刻、タワー・ブリッジ。

　ウィンザー・リバーの両岸を結ぶ、白い花崗岩造りの大橋だ。北と南にひとつずつ四角ばった塔があり、その双子塔が互いに向けてまっすぐ伸ばした手が橋きよう梁りよう部分といえる。こんな冬の雪の夜ともなれば上空には骨まで凍る風が吹くが、見晴らしだけはいい。

　黒い蜘く蛛もの巣を広げたような街並みを眼下に、ラゼリオンは北塔の先端にたたずむ姿へと聲こえをかけた。無論、人間ではない。

「捜しましたよ。──三の兄君」

　無数の氷の塊かたまりをかき分けるような寒さを味わいながら接近し、少し離れた背後に立っても、その人影はすぐには動かなかった。ラゼリオンが背中に浴びせる静かな怒りと敵意をギリギリまで堪たん能のうするかのように。

「よう我が弟、一日ぶりだな。傷は癒いえたのか？　──ああ、左目だけはまだか」

　四し角かく錘すいの形の屋根の頂点で、ラゼリオンの三番目の兄がゆうるりと振り返る。

　鷲わしのように鋭い目、獲物を見つけた猛もう禽きんの目。

「だが、今までよりは格段にいいツラじゃあないか。及きゆう第だい点てんをやろう。もっと獣けものの性しようを帯おびた方が我には愉たのしいがな」

　見た目はラゼリオンと大差ない、二十代半ばから後半くらいの容姿だ。

　限りなく白に近い灰色の髪と瞳。

　ただでさえ鋭く冷ややかな印象の容よう貌ぼうを、その色が余計に無む慈じ悲ひに見せる。この世のすべてを見下す倣ごう岸がんさと、この世のすべてを何がなんでも自分の思いどおりにしてやるという見境いのない攻撃性が、覇は気きのあり余った笑みに象徴されていた。

　長身にまとった曇り空の色の古風な衣服といい、黒ずくめのラゼリオンとは別の意味で色みのない姿だが、存在感は圧倒的だ。

（本当に変わらない方だ）

　ラゼリオンが隠いん棲せいしていた禁書庫に突然上がりこんできた、あの日から。

（しかしこの分では、結界を張っていても、霊感の鋭い人間には気づかれてしまうか……？）

　危き惧ぐする。戦いにおいても、この兄は手加減や遠えん慮りよという言葉を知らないのだ。彼に、周囲に気兼ねしてくれと頼むのは、肉にく食しよく獣じゆうに草だけを食べて生きろと命じるようなものだ。そう理解していたから、タワー・ブリッジ全体に特殊な結界を張っておいたのだが──。

「あなたの好きなことを始める前に、ひとつよろしいですか？　三の兄君」

「ふん。そのなかなか愉ゆ快かいな左目に免めんじて許してやる。言ってみろ」

「私をここで待ち構えていたということは、今ここを渡っている聖誕祭を祝う人間たちが巻きこまれてもいいという考えからですか？」

「阿あ呆ほ者ものが。我がここを選んだのは、ここが一番眺ながめがいいから、ただそれだけよ。昨日のばあさまみたいに、おまえの必死な形ぎよう相そうを眺める種にも困らないだろうがな」

　兇悪な笑みが、兄の面おも差ざしを凄せい絶ぜつに彩いろどる。ラゼリオンは無駄と知りつつ、一応告げた。
















「アルビオンと〈黒世界〉の間に無用な軋あつ轢れきを起こすのはどうかと思いますよ。私との戦いだけがお望みなら、別に〈黒世界〉でも舞台には事欠かないでしょう」

「貴様は賢いくせに、肝心のところで阿呆だな。──我は貴様の力を限界まで引きずり出し、魂を暴きたててやりたいんだ。そのためには、貴様のお気に入りの『夜よるの女じよ王おう』とその女が護る場所を質にとるのが一番卑ひ劣れつで有効だとは思わんか？　でなくば、こんな人間の箱はこ庭にわになぞ長々と居座るものか。それに、我と貴様の戦いで少しばかり人間がくたばろうとも、それだけで〈黒世界〉と戦争を始められる度胸と国力はこの〈白き王国〉にはあるまい。ん？」

（──本当に、変わっておられないな）

　この兄は昔から、ラゼリオンなどよりよほど悪魔らしい魂の持ち主だ。

　闘争本能という言葉で片づけるには危険すぎる力の振るい方や身勝手さ、ひたすら自己中心的な思考回路とは別に、この兄は案外聡明でもある。ひどく無む造ぞう作さに真実を抉えぐり出す。

　悲ひ惨さんなロンディニウム大火の後も、アルビオンが〈黒世界〉と断絶することも、魔の存在と魔術の力を闇に葬ほうむれなかった訳。エウローペ大陸の魔女狩りのように異能者を排はい斥きするのではなく、〈青あおの薔ば薇ら十じゆう字じ団だん〉を作って逆に国家のためにとりこんだ真実の理由。

　特に資源に恵まれているわけではないこのちっぽけな島国が、大陸の強国と互角以上に渡り合うためには、それが必要だったのだ。──魔術の力でひとを助ける、などという綺き麗れい事ごとではない冷れい徹てつな打算でこの国は成り立っている。セシアと彼女の妹はこの仕組みの生いけ贄にえだ。

（今の彼女は、犠ぎ牲せいになったなどとは微み塵じんも思っていないが）

（──思わせたくもないが）

　その仕組みのお蔭で自分は彼女と逢えたのだと思えば、尚のこと。

　光を針の先のように鋭くしたアイスグリーンの隻せき眼がんで、ラゼリオンは兄を見た。

「納得しました。では三の兄君、あなたは私の敵です」

　兄の顔を見たことで心の片隅をよぎった思い出を今度こそ振り切って、告げる。

　さながら雪の王の如ごとく見える兄は、鷹おう揚ようにうなずいた。

「その目を待っていた。──我が真ま名なはヴェーダ。貴様はなんだ？」

「ラゼリオン」

「ふん。予想どおり、本の虫がお似合いの可愛らしい名だな」

　悪魔としては平凡に毛が生えた程度の名だと思っていたのだが、と場違いに考える。帰れたら彼女に訊きいてみようか。可愛いらしいだろうかと。また怒られる気もするが。

（だが、まずは笑って迎えてもらえる成果を）

　ゆらりと、眼前の白い影が傾かしぐ。風になぶられるままだった灰色の衣が自ら風をはらんだ、と思った直後に、ラゼリオンは背後に言い知れぬ不気味な気配を感じた。

　とっさに身をひねりながら左手に意識を集中する。包帯でふさがれた左目のすぐ横を、容よう赦しやなく、にぶい光が弧こを描いていく。しかしそれは第一波に過ぎない。間を置かずにラゼリオンの首の根を狙った攻撃の第二波がくる。これも見切って左手の「盾たて」で受け流した。

「かわしたか。上等だ、昨日よりもよほどいい動きだ」

「光栄です」

　ヴェーダの得え物ものは、鞭むち剣けんとも蛇じや腹ばら剣けんとも呼ばれる特殊な武器だ。手元の操作ひとつで、刀身がいくつもに分断されて鋼こう糸しでつながったおぞましい鞭と、剣のどちらの形もとる。ヴェーダのそれは、柄も刃も彼の髪を思わせる白に近い銀灰色をしていた。

　再び距離をとって兄を見る。その周囲では拳こぶし大だいに分断された刃が冷たく唸うなりつづけていた。

「だが貴様の武器はどうした。盾だけでは戦えまい。我をまた失望させる気か？」

　ヴェーダの飢えた獣の笑み。

　ラゼリオンの左手に作られた黒い巨鳥の剝はく製せいのような「盾」は、彼の七翼から生まれる羽根を成形した代物だ。多少いびつだが防御力だけは申し分ない。

　兄のわかりやすい挑発にはもちろん乗らず、ラゼリオンはそっけなく切り返した。

「せっかちな男は嫌われますよ、三の兄君」

　セシアの元を離れてから、王都を気まぐれに彷徨さまよっていたヴェーダに遭遇したのは十指に満たぬ程度。そのうちの何度かは、挨拶代わりに鞭剣でいきなり斬りかかられている。

（剣けん捌さばきは一瞬で計算すれば読める）

（読みきれないのは──このひとの行動パターンそのものだ）

　鞭剣で嵐の如ごとく斬りつけてきたかと思えば、やにわに素手でつかみかかってきて、躊躇ためらいもなく眼球に攻撃を仕掛けてきたり。獣じみた本能的な行動と、極められた技がいびつに共存した戦い方は、ラゼリオンをしても先がなかなか読みにくい。

（私などより、よほど経験豊富な方だからな）

（この方を殺さず、だが二度とこんな悪さをする気が起きないようにさせて還す、か）

　しかも王都と人間たちには手出しさせず、自分も怪け我がをせずにだ。

　事前にも何度もシミュレートしてみたが、実はまだこれという手はない。ラゼリオンは頭の中ですべて片付けているように見られがちな悪魔だが、実は意外とその場の閃きを重視している。臨りん機き応おう変へん、当とう意い即そく妙みよう。さりげなく条件の厳しいこの戦い、さてどう片をつけるか──。

　鞭に剣にと変へん幻げん自じ在ざいの刃の嵐の中、ヴェーダの哄こう笑しようが熱した油のように浴びせられる。

「多少は我の動きに慣れてきたか？　だがそれだけでは始まらんぞ、貴様もわかっているのだろう!?　絶対死の名にふさわしい盾を、そして剣を我に見せるがいい！」

　先刻に倍する鋭い攻撃が続けざまに打ちこまれ、黒い翼の盾が壊れそうな軋きしみを上げる。

　そしてある刹せつ那な、盾は砕け散り、黒い羽根は舞い散って──。










　ロンディニウム大火とは、およそ三百年前、王都ロンディニウムに疫えき病びようが蔓まん延えんした時の事件だ。アルビオン史上最悪の魔術事件である。

　きっかけは、悪魔との契約のルールを知らなかった魔女が悪魔を召しよう喚かんし、疫病を根絶するように願ったこと。悪魔はすぐさまそのとおりにした。──王都を魔炎で灼やき尽くして、感染者ごと病魔を滅ぼしたのだ。魔女の願いの代だい償しように、数万の感染者たちの魂たましいを喰らうつもりで。

　それで確かに疫病は終しゆう熄そくした。しかし感染者以外にも多数の人間が巻きこまれた上に、ロンディニウムは焦しよう土どと化した。野放しにしておいたら危き険けん因いん子しとなる魔術師を管理するために、〈青の薔薇十字団〉が創設される契けい機きとなった惨さん劇げきだ。

　……幅が広くて寒々しい、ウィンザー・リバーの河岸。

　重く垂れこめる曇どん天てんを突き刺すように、ロンディニウム大火記念塔はそびえている。「驚きよう嘆たんすべき奇跡」といわれる、浮き彫りが美しいモニュメント。古代帝国にあった石柱の建築様式を採用した白い石塔は、二百二フィートもの高さを持つ。それがこの塔の建つ位置から、大火が発生した場所までの距離なのだという。

　年に一度の追つい悼とう式典の時以外は、聖教会が管理する銀の錠で封印されていたはずの扉に異常があった。血を思わせる深しん紅くの金属を複雑に絡み合わせた鍵に替わっているのだ。日中確認にきた時には、こんなものはなかったのに。フリーデルの言う変化とはこれか。

「アリスがつけ替えたんでしょうね。彼女なりに、この塔を押さえたというしるしですか」

「いつのまに……」

　だが確かに、昼間にはなかった瘴しよう気きめいたものを感じる。アリスはいる。ここに。

　錠には例の可愛らしいカードが添えられていた。

『鍵を開けたらゲーム開始。二時間で、あたしのいる最上階までいらして』

　セシアは紅い雪の中にそびえたつ記念塔を見上げた。隣にいるルーシャスに尋たずねる。

「これ、普通の建物だと何階分くらいにあたるのかしら」

「十階くらいでしょうか。普通にのぼれるのなら、二時間もかかりませんよ。ということは、怪物か何か、罠が仕掛けられていると考えるべきですね」

「あとまだ現れていないのは──時計ウサギと、グリフォンと、眠りネズミよね」

　……キャメロット宮殿に潜りこもうとしていた『眠りネズミ』の軍勢が、神の微笑みの執事によって穏おん便びんに撃退されたことを、彼らはまだ知らない。

　因いん縁ねんが深いセシアたちがまずアリスを捜し、他の青薔薇の騎士たちは怪物を殲せん滅めつしたらここに集合というとり決めだが、時間を切られた以上、彼らを待つわけにはいかない。

「なんにせよ、この錠前をどうにかしないといけないのよね……どうなってるのこれ」

「……からくり錠、だと思う」

　ぽつりとセンレッドが発言した。

「博士が、こういうものを集めるのが趣味だったんだが……」

　鉄製のはずなのに、妙にぬくもりを感じさせる錠をためつすがめつしながら、センレッドは「やっぱり」とうなずいている。

「……普通、鍵というのは、鍵穴の形などを変えて、対になる鍵以外は入らないようにするんだが。これは錠自体がパズルになっていて……正しいやり方でそれを解かないと、開かない仕組みになっているみたいだ」

「なるほど。しかも相手はアリスですからね。魔術的な仕掛けもあると考えた方がいいかも」

　そういえば、いつもはこの二人が合わさったよりもよく喋しやべる人じん狼ろうが、めずらしく何も反応していないな──とセシアが思った時だ。

　間近で、大砲が炸さく裂れつしたような轟ごう音おんが響いた。

　ぎょっとして三人で顔を振り向けると、扉のすぐ横の壁に煙えん幕まくじみた埃ほこりの渦が生まれていた。

　紅い雪のしみた地面に黒ずんだ瓦が礫れきが散乱している。やがて埃の幕を手でパタパタと払いのけながら現れたシルエットは、人狼のそれだ。まさか、とセシアは顔を硬直させた。

「おっし穴開いた。これで入れるぜ！」

　どうだ！　というさわやかな笑顔で、拳こぶしを握ってみせるアルカイン。

　言葉もないセシアとセンレッドに代わって、ルーシャスがあきれを隠さずに突っ込んだ。

「何をしたんですか、君は」

「左目だけで見てもわかるだろうがよ、吸血鬼。壁を蹴けり壊したんだ」

　蹴りひとつで破は城じよう槌ついにも匹敵する脚力とは、どういう身体をしているのか。

　しかも本人は蹴りの反動でダメージを受けた様子でもなく、ぴんぴんしている。

　フリーデルが以前「たまにそこの馬鹿を生きたまま解剖してみたくなる」と熱心な研究者気質かたぎを通り越して恐怖の塊と化した発言をアルカインに向けていたが、セシアはその迷文句に今少しだけ賛同したくなった。

「僕たちが鍵を開けようとしていた努力を、見事に無視してくれますね、君は」

「鍵が開かないなら、すぐ横の壁を壊して入ればいいってのは、常識だろ？」

「どこの世界の常識ですか」

「男の世界」

　さらっと即答してくれるアルカインに、ルーシャスがかなり露ろ骨こつに「もう突っ込むのがアホらしい」という顔をした。セシアも同感だった。

「……まあ……とりあえず、入ってしまわないか？」

　センレッドがなんとも言えない顔で、言葉を失うセシアたちを促うながした。せっかく豆知識を披露したのに結果的にはなんの意味もなかったことに対する虚むなしさと、どうせおれは……という自じ虐ぎやく的なものと、先輩の人狼に対する複雑な何かが滲にじんだ表情だった。







　緊張感も壁と一緒に破壊されたが、記念塔の内部に入ると、それはすぐに復活した。

　魔術をほどこされているのか、金と紅のモザイクで覆おおわれた壁や天井そのものが仄ほの明あかるく発光しているお蔭で、照明は必要なかった。そして普通の館なら玄関ホールにあたる広い空間の、階段へと続くらしい奥の扉の前に、馬車よりも大きな黒い影がうずくまっていた。

　鷲わしの頭部と前脚に、獅し子しの下半身が奇妙に美しく融合した怪物──グリフォンだ。全身が漆黒で、羽毛はみがいたオニキスのような光沢を放っている。恐ろしさより先に、少年魔術師に見せたら喜んで解体しはじめそうだとセシアは思ってしまう。

　それというのも、グリフォンはぐっすりと眠りについているせいだ。アルカインが壁を蹴破る凄まじい音を聞いていなかったのだろうか。

「こういうデカブツを捩ねじ伏ふせるのは、俺の得意分野だな」

　ぽん、とセシアの後頭部を軽く叩いて、アルカインが怪物の方に躊躇ためらいなく歩みだす。

「ちんたら一匹ずつやってて二時間経っちまったら、アリスが何すっかわかんねえだろ？　姫さんたちは隙見て、先に扉をくぐれ」

「──じゃ、仕方ないから僕はアルカインに付き合いますよ」

　ルーシャスがアルカインについて進み出た。その手にはすでに彼専用の、芸術品のように美しい杖つえ状じようのシルバー・グレイスが握られている。

　アルカインが「あぁん？」と怪け訝げんそうな顔で、普段は気の合わない吸血鬼を睨にらんだ。

「なんだ吸血鬼。どういう風の吹き回しだ」

「君を一人だけ置いていきたくないって、我が姫マイ・プリンセスの目が言っているからです」

「それでなんでてめえなんだ」

「消去法ですよ。我が姫は先にアリスの元に行っていただかないと駄目で、センレッドと君の組み合わせはいつも何かを壊しすぎるから駄目。──君のお馬鹿さん加減はよく知ってますから。僕は意外とサポート役に向いてると思いますよ？」

「言ってろ。仕方がねえから付き合わせてやるよ」

　喧けん嘩か腰ごしのくせに妙にテンポのいいやりとりで、二人はセシアから反論を奪ってしまう。

　方針が立つまで待っていてくれたわけではなかろうが、二人が無造作に接近する足音で、グリフォンがくわッと目を見開いた。ひと抱えはありそうな黒玉の鷲の目が、セシアたちを不ふ機き嫌げんそうに睥へい睨げいする。そして高々と掲かかげられる、鋼色の鉤かぎ爪つめのついた前脚。

「行け！　すぐに追いかける！」

　アルカインが吼ほえる。その声に背中を強く叩かれた心地で走りだす。

「怪我と喧嘩はほどほどにして……！」

　それだけが希望だと告つげ、セシアはセンレッドと手を取り合うようにして怪物の意外に俊しゆん敏びんな動きと、激しくぶつかり合う攻撃の余波ではじけ飛ぶ瓦礫を危ういところでかわしながら、真しん鍮ちゆう色しよくの扉の向こうにすべりこんだ。







　緋ひ毛もう氈せんが敷かれた階段をおよそ五階分ほどのぼった果てに、今度は漆黒の鉄の扉があった。

　──何がいるんだ？

　深紅に塗られた把とつ手てにふれたセシアの手に、彼女より大きな手が重なる。

　え、とガーネット色の瞳を見上げると、センレッドは彼独特の小さな声で言った。

「……セシア。進む前に、契約者ウオーカーの力の全解放を頼む」

「契約者を？　でも──大丈夫？」

「手加減をしていられる場合ではないから……」

　セシアが魔物たちと結んでいる契約は、本来なら神に背そむくものとされる魔物や悪魔の魂を、自分という人間を媒ばい介かいとすることにより、地上における神の代理人とされる〈青の薔薇十字団〉で不自由なく戦えるよう聖せい別べつする行為だ。

　吸血鬼のルーシャスと人狼のアルカインは、本人がセシアと契約している。だがもともとは人間だったセンレッドは違う。

　セシアが契約しているのは、センレッドの右手──狂博士フランケンシュタインのおぞましい人体改造によって、正体不明の魔物の皮ひ膚ふを植えつけられた部位だ。通称《悪魔の右手》。放っておくとセンレッドの意思を無視して破壊や殺さつ戮りくに走ろうとする、暴悪な魔力に満ちた右手とその影響を少なからず受けている身体を、セシアとの契約が制せい禦ぎよしている。

　ただ、問題は──。

　──力を全解放したことで、あれがまた出てこないといいんだけど……。

　セシアはセンレッドの、黒革に銀十字の刺し繡しゆうをした手袋をはめている右手にふれた。

　祈るように睫まつ毛げを伏せ、唱える。

「『聖母マリアの御み名なの下に、汝なんじが主が鍵を与う。封じられし焰ほのおの扉よ、開かれよ！』」

　センレッドが小さくうめいて、力が解放される衝撃をこらえる。

　右手を押さえて深呼吸を繰り返す青年を、セシアは不安げに見守る。

　──今回は大丈夫かしら……？

　センレッド、と呼ぼうとした刹せつ那な、異変は起こった。

　やにわにセンレッドが身体を跳ね起こすと、セシアを力任せに抱き寄せたのだ。抗あらがう間もなくおとがいをつかまれる。目が合う。

「久しぶりだな仔こ猫ねこちゃん。女ぶりに磨きがかかって、俺様は嬉しいぜ……？」

　普段のセンレッドにはありえない邪じや悪あくな笑みが、地味だが端たん整せいな顔をゆがめていた。

　ガーネット色の瞳に宿るのは、欲望を隠さない肉食獣のぎらつきだ。普段はむしろ禁きん欲よく的てきで草食性といった雰囲気のセンレッドとは、これも大きくかけ離れている。しかし「別人のようだ」という表現は使えない。これはまさに「別人」なのだから。

　──また出たな。

　狭せま苦くるしい腕の中で、セシアは冷ややかな敵意をこめて切り返した。

「お久しぶり。でもあなたに用はないのよ、『Ｄ』。センレッドと代わりなさい」

「相変わらずつれねえな、青い目の仔猫ちゃんは。でも、よく考えてみろよ。あんな××坊やなんかよりも俺様の方がはるかに強いし、仔猫ちゃんを頭のてっぺんからつま先まで満足させてやれるぜ……？　一度でいいから可愛くおねだりしてみろよ。な？」

「さわらないで」
















　おとがいから頰にかけてを、ねっとりと撫なでる手を払いのける。これは銃じゆう床しようで殴り倒すしかないかと、セシアは相手を睨みながら決意を固める。

「それに、知ってるか？　仔猫ちゃんが可愛がってるセンレッドの野郎だって、本当は──」

　セシアが腰のホルスターに手を伸ばしたのと同時に、青年の表情が大きくこわばった。

　震える腕が、突き飛ばす勢いでセシアを押しのけ、膝ひざが崩れかける。が、持ちこたえた。

　しかしやにわに積石の壁に向き直ると、今度はキツツキが乗り移ったように、何度も何度も額を打ちつけはじめた。セシアは焦った。

「ちょッ──センレッド！　やりすぎ、やりすぎよ！　死んじゃう！」

「……むしろ死にたい……！」

「だめー！　死んだらお終しまいよ、思いとどまって──！」

　絶叫と血しぶきが舞う修しゆ羅ら場ばの果てには、どんよりとした表情でうつむくセンレッドと、彼の額の傷の手当てをするセシアの、気まずい沈黙があった。

「……その……またしても、すまない」

「謝らないで、センレッド。あれはあなたじゃないんだもの。以前Ｄが出てきた時よりは被害もずっと少ないんだし」

「……ありがとう。そう言ってもらえると、少し救われる……」

　言いつつ、センレッドの声は愁うれいに沈んでいる。

　センレッドの右腕には、名前もわからない悪魔の組織が移植されており、その影響で彼は常人ではありえない強きよう靭じんな肉体と炎ほのおの魔力を手に入れた。

　しかし悪影響もあって、その最さいたるものが今表に出てきた別人格──『Ｄ』だ。「闇ダークネス」の頭文字をとってＤ。〈ファウスト〉がつけた、単純な呼び名である。

　Ｄがセシアにしでかした狼ろう藉ぜきを思い出しただけで耳まで真っ赤で死にそうになっている青年の魂の裏側に、あんな無駄に調子に乗った変態俺様が潜ひそんでいるなんて。何度もＤと対面したことのあるセシアでさえ認めがたい、悪夢じみた現実だった。

「……行こう」

「え？　でも血が」

「大丈夫だ。血はほぼ止まったから……挽ばん回かいする」

　名誉挽回ということか。今度こそ表情をいつもの彼らしい真面目なそれに戻して、センレッドが立ち上がる。セシアもうなずき、一緒に扉を開けようとした時だ。

　後方で、大砲が炸さく裂れつしたような轟ごう音おんがとどろいた。

　本日二回目の破壊音に、またおまえか人狼よ！　と思って振り返る。

　セシアたちのいる踊り場よりも、数段下の階段の真横。そこの暗い壁が外側から破られ、瓦が礫れきが広範囲に散乱していた。ぎざぎざした輪りん郭かくの円で切りとられた穴からは、冷たい風とぼんやりした聖歌の声が吹きこんでくる。誰かが穴の外からよじ登ってきた。

「──お。さすが勘かんのいい俺、ばっちりの場所だったね」

「ブラッドレイ!?」

「あら、二人きり？　あたしお邪魔だったかしら」

「ドレスも着てないのに、なんの寝言を言ってるの、あなたは」

　リスのような身軽さで現れたブラッドレイは、にっこり笑ってセシアたちにキスを投げる。

　今日は、普通に市し井せいの少年らしい──というには物騒な雰囲気の男性服を着ていた。

　騎士服をイメージしたのか黒ずくめなのはいいが、常に身につけている銀の鎖と装身具が今日はさらに大量に重ねづけされている。ベルトには鉈なたのように大ぶりのナイフ。濃紫色の長髪はバンダナで押さえ、まるで強盗に出るようないでたちだ。

　だが、それだけならセシアはまだ受け流せた自信がある。

　異常なのは登場の仕方だ。──雪で凍った塔の外壁をのぼってきたのか？　そんな馬鹿な。

「どうやってここに──……あ。まさか、それがあなたの魔術？」

　ブラッドレイは肩をすくめただけで答えなかったが、それが肯定と言えた。

「何しに来たの、とは訊きかないんだ？」

「だいたい想像がつくからいいわ。本気でついてくる気なの？」

「冷たいな。ここまでのぼってきたのに免じて、一緒に連れてってよ。俺も戦えるからさ」

「駄目よ。いくら戦えて魔術が使えるといっても、あなたは騎士じゃないんだから」

「じゃあ騎士にしてよ、一日だけ。いくら？　金ならあるよ」

　聖誕祭限定の騎士ってロマンチックだよね云うん々ぬんと、無む謀ぼうや厚かましさを通り越してのんきなことをのたまう少年にセシアが頭痛を感じていると、意外なことにセンレッドがうなずいた。

「……連れていこう」

「！　センレッド、でも」

「これ以上時間を食うのも微妙だと思う。それにおれの直感だけど……たぶんそいつは──」

「ブラッドレイは？」

「……いや。これは単なる直感だから、はっきりするまでは、やっぱり言えない」

　でもそいつは大丈夫だと思うと、センレッドにしては意味深な物言いをする。

　疑問は残るが、セシアとて時間の浪費は御ご免めんだ。ブラッドレイに戦いに手を出さないよう釘だけは刺して、扉に向き直った。センレッドと二人でそれぞれ、左右の深紅の把とつ手てを握る。

　黒い鉄の扉が、永い眠りから目覚めた魔獣の唸うなりを連想させる不気味な軋みを上げながら開かれていく。その奥には──。










　同時刻。月が見えないほど垂れこめた、紅い雪を降らす雲の下。

　荘そう厳ごんなプランタジネット大聖堂の控えの間で、典礼への臨席を終えたクローディアは、次の移動まで、しばしの休息を得ていた。この先待っているのは、ここからタワー・ブリッジのそばを通ってキャメロット城へと戻る壮麗な披パ露レ行ー列ド。市民がこぞって参加するハロウィンの大規模な仮装行列と並んで、行列好きな王都の民が心待ちにする行事だ。

　トランペットや角つの笛ぶえの音色。ロンディニウム万歳の声。特別な金色の薔薇の花びらや月げつ桂けい樹じゆの葉をまく乙女たち。白い衣装の少女聖歌隊。人々の顔が群がる窓。

　クローディア自身も、天使の翼のように広がる純白のドレスに着替えさせられたばかりだ。

　かすかに耳じ朶だに触れる聖歌を聴いているだけなら、平和な聖誕祭に思えるが。

（でも、セシア姉様は……）

　クローディアは窓の外へと目を向けた。宮殿ほどではないが、ここの庭も繊せん細さいに造園されている。不可思議な紅色の雪は、イチゴ味のクリームを薄くのばしたように積もっていた。

　アリスという魔女。七体の悪魔を喰らって、恐るべき力を手に入れたという。

　クローディアは別に魔女を恐れてはいない。たとえ命を狙われていると言われても。

　怖いのは、セシアが──。

（姉様はわたしを護ると仰おつしやっていた。戦えないわたしの役目は、きちんと護られて、公務を完璧にやり遂げること）

　頭ではわかっていても、こうして考える時間ができると、つい、ソファの上で膝を抱えたくなる。こんな顔は父にも、いろいろと事情を知る女官長にも見せられない。

（ご無事かしら）

　普通の家ならば、今夜は皆でテーブルを囲んで食事をして、お喋りをしながら穏おだやかに眠りにつけたのだろう。人知を超えた戦いの中に立つ半身を、こんなふうに案じることもなく。

　何度となく想い巡らせては、意味のない夢想だわと追い払ってきた虚むなしいイメージが、また脳のう裡りに舞い降りて、心に鋭い爪を立てる。

「女王陛下」

　声とノックの音にはっとする。すぐさま笑顔の仮面をつけて、入室を許すと、金髪碧へき眼がんの聖騎士団長が入ってくる。白薔薇の襟えり章しようと、普段のそれより華やかな騎士服で装ったレオナルド＝ヴァロン。光だけで創つくられたかのような麗れい姿しだ。

「まあ、わたくしのいとしい方。何か御用かしら？」

「いえ、特には。じきに出発とあいなりますので、ご機嫌をうかがいに参上したのみなれば」

　からかわれて、苦々しいものを声に滲ませたレオナルドは、しかしクローディアを見て、はっとしたように息を吞んだ。青い瞳にらしくもない動揺が走り、それから雪の重みで折れかけた花でも見つけてしまったかのような、憐あわれみと悲しみが交ざった色がそこに浮かぶ。

　一瞬訝いぶかり、クローディアもやがて動揺した。

（まさか……わたくしが悩んでいたことに気づかれた？　このひとに？）

　ちゃんと笑顔の仮面はつけたはず──ああ、もしかして、瞳の潤うるみが引ききっていなかった……？　だとしたら、どうしよう。この苦しい気持ちには、ずっと一人で耐えるものだと思っていたのに。耐える覚悟でいたのに。

（わたくし一人だけの秘密だったのに）

（セシア姉さまにも見せていないのに……どうして、よりにもよって、この人に）

　羞しゆう恥ちとも悔くやしさともつかぬ衝動で胸がざわめき、クローディアは顔を背けて唇を嚙かんだ。

　一方で、きまじめな金髪の聖騎士も、普段は少女王が初めて見せた弱々しい表情に動揺し、けれど彼女にふれることもできずに、立ち尽くしていた。本物の恋人なら、胸が痛むほど華奢な肩を抱くこともできたはずだけれど──彼は、偽物だったから。
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　黒い鉄の扉とびらが、永い眠りから目覚めた魔ま獣じゆうの唸うなりを連想させる不気味な軋きしみを上げながら開かれていく。その奥には──。

「──伏せろ……ッ！」

　センレッドがぎょっとした様子で叫んだ。

　セシアはとっさに傍かたわらにいたブラッドレイを抱えこみ、その場にうずくまった。

　直後に頭上を突っ切る空気を裂さく音。──槍やりか？

　すぐ後ろの壁に突き刺さって、石突きを痙けい攣れんさせている、異様に細長くて真っ黒な槍。

　開け放たれた扉の奥からは、鎖くさりでつながれて不満げな獣けものを思わせる、低い唸り声が多数聞こえてくる。断続的に放たれてくる手投げ槍は、あまり狙いが定まっていないようで、避けるのは難しくない。奇妙に豪ごう奢しやな空間に三人で踏みこむと、それがようやく見えた。

　──紅い……ウサギ？

　血で濡ぬれたように真っ赤な毛並みのウサギだ。ぎょろりとした双そう眸ぼうは漆しつ黒こく。シャツの襟えり部分とボウタイ、カフスでお洒しや落れをしているのが、ぞっとするほど滑こつ稽けいである。先ほどのグリフォンよりはずっと小さいが、代わりに数が多い。

「……三百はいるな」

　すでに優美な細身の剣を抜いているセンレッドが、呟つぶやくように言う。

　──これは、『時計ウサギ』か。

　広大な空間は、壁が見えなくなるほど無数の時計で埋め尽くされていた。銀の懐中時計からどっしりとした置き時計まで、世界中のあらゆる種類の時計を集めて気まぐれに展示しているかのようだが、どれもバラバラの時間を示しているのが妙に気になる。

　──さっきの槍……本当は槍じゃなくて、時計の針？

　気づいたが、それを口にする余裕はセシアに与えられなかった。時計ウサギたちが、まるで訓練された猟犬のように一斉に襲おそいかかってきたからである。

「……セシア。あなたはアリスのために、力を温存していてくれ」

　後方支援に徹てつしろというセンレッドの言葉に、セシアはおとなしく従って、今入ってきた扉の方まで下がった。ブラッドレイもつれて、心苦しさをこらえて。

　──わたしが主役を張る舞台は……ここじゃない。

　破は魔まの剣を手にした青年が、不気味なウサギの群れと針の槍や牙がぶつかる音に囲まれる。

　身軽な跳躍で鉤かぎ爪つめをかわし、一匹をあまりに無造作に蹴り飛ばしたかと思ったら、剣を振り下ろす。美しい焰ほのおがまとわる刃が、怪物を数匹、一度に斬り飛ばした。息絶えたウサギが灰かい燼じんに帰するのを一いつ顧こだにせず、密集が崩れたところにセンレッドが突き進む。

　魔の力を解放しきった青年は、真しん紅くの束ね髪をなびかせ、まるで焰ほのおが踊るように怪物の牙と針の槍と怒号の中で剣をふるっていく。圧倒的で、舞の如ごとく美しい。怪物たちは彼の腕を引っかくことさえ、ろくにできていない。セシアも得物である銃は抜いていたが、するのは、センレッドが倒しそこねた手負いの怪物に、ぽつぽつと止とどめを刺すことくらいだ。

　ブラッドレイが、ひゅうと口笛を吹いた。

「一いつ騎き当とう千せんっていうの？　地味に見えて意外とやるね、あのお兄さん」

　失礼な言いように反論しかけた時、セシアはなぜか妙な引っ掛かりを感じた。

　センレッドの頭のすぐそばにある古風な置き時計の針が、じわりと十二時に近づいている。

　悪お寒かんが脳天まで突き抜けた。ひどく厭いやな予感。セシアは叫んだ。

「──センレッド、伏せて！」

　センレッドも何か感じていたのか、反射的にその場に這はいつくばった。直後に轟ごう音おんが空間を震わせる。無慈悲にも怪物の一匹を巻き添えにした爆発だが、幸いセンレッドに怪我はない。

「時計が……破は裂れつした？　したよね？」

「したわ。きっと──ある時刻が近づくと爆発する仕掛けだと思う。センレッド！　壁際に寄らないで、そう、真ん中へ！」

　叫びながら、セシア自身もブラッドレイの手を引いて、怪物を打ち倒しながら中央へと駆け込んだ。その間にも、断続的にいくつかの爆弾が炸さく裂れつした。

　時計爆弾は数が多すぎて、次にどれが爆発するのかを把は握あくするのは不可能だ。比較的安全そうな空間の中央を確保したものの、爆発が連鎖しようものなら逃げ場がないのは明らかである。入ってきた扉はすでに閉ざされていて、熔よう接せつでもされたように二度と開かなかったし。

　どうにか三人とも集まれたが、周囲を怪物たちに包囲されてしまう。追い詰めた、もう逃げられまい。怪物たちはそんな表情をしているように見える。セシアは眉まゆをひそめた。

「出口があれば、そこに向かうところだけど──」

「……時計に埋もれてて、どこかわからないな」

　厄やつ介かいだ、とセンレッドもぼやいたら。

「よし。──そういうことなら、俺は役に立てると思うよ？　思う思う」

　普段と変わらぬ口調で言ったブラッドレイは、怪訝な顔のセシアたちを一いち瞥べつすると、聖歌隊でも指揮するかのように両腕を振り上げた。

「ビギィイイイイイイイイ!?」

　たちまち生まれる怪物たちの悲鳴と──ブラッドレイを中心に広がる、銀色の蜘く蛛もの巣。

　なんと、ブラッドレイが大量に身につけていた銀のアクセサリや鎖くさりが一気に長くのびて、四方の怪物たちを複雑に搦からめ捕とったのだ。鎖が喰いこむほど強く縛いましめられ、一切の動きを奪われた怪物たちは、驚きよう愕がくと混乱で耳が裂けそうな悲鳴を上げている。

　蜘蛛の巣の中心で、濃こき紫むらさき色の瞳を妖あやしく光らせて、ブラッドレイは呟つぶやいた。

「俺の自作。結構、金と手間がかかったんだけど──かけた甲か斐いはあったかな」

　──センレッドはさっき、これに気づいてたの？

　青あお薔ば薇らの騎き士しが持つ聖銀の武器のようなものらしい。セシアの銃と同じく後方支援で役に立ちそうだが、別の懸け念ねんにも囚われる。

　──こんな力と武器を持つ魔術師が、王都に潜んでいたなんて。

「今だよセシア、お兄さん」

　少年の意いを即座にくんで、セシアと彼女の騎士は動いた。

　セシアは腰のホルスターから予備の銃を取り出して二丁拳銃になり、壁を埋める時計爆弾たちを片かたっ端ぱしから破壊していく。爆風と熱ねつ波ぱに、動きを止められた怪物たちが巻き込まれて阿あ鼻び叫きよう喚かんの様相を呈ていす中、焰の剣を引っさげたセンレッドが、今度は中心から怪物たちを斬きり払っていく。真紅の風と化した彼の生む嵐に、怪物の灰がまじった。

　後は、一方的な殺さつ戮りくだった。

　セシアたち三人を除いて、動くものがいなくなるまで、十分とかからなかった。

「──どう？　俺でも青薔薇の騎士になれるかな」

　手元に銀の鎖を巻き戻したブラッドレイが、本気か冗談かわからないことを笑顔でのたまう。

「それとも女装が特技だったりすると駄目？」

「そんなことで差別したりしないわ。でも、水みず煙草たばこと賭と博ばくはやめてもらうことになるかも」

「厳しいなぁ。俺からそれ取ったらなんにも残んないよ？　ないない」

　時計がすべて破壊されたお蔭で見えるようになった壁に、白く塗られた扉があった。

　ほっとしながらも、残り時間を気にして、セシアは素早く扉へと足を向けたのだが──。

「──ッ!?」

　完全に虚きよを突かれた。

　扉の手前の床に描かれた図形から、どす黒い霧きりのようなものが流れ出し、それが怪物の触手のようにセシアの足首を素早く搦からめ捕とったのだ。「セシア！」ブラッドレイの声が後頭部に浴びせられ、二の腕をつかまれる。だが華きや奢しやな少年の力と体重など物ともせず、触手はセシアを魔法陣の中に引きずりこむ。少年を道連れにして、黒と赤のぬかるみに似た渦に消えていく。

「……セシア──!?」

　センレッドももちろん即座に手を伸ばしていた。

　が、その指先がブラッドレイの手首をつかむ寸前に、少年が急にセンレッドを振り返った。

　目が合う。──ブラッドレイの、企たくらみに満ちた笑み。

　邪じや魔まだよ。何も塗っていないのに冴え冴えと艶つやめいた唇くちびるがそう動き、魔術の鎖がセンレッドの首めがけて矢のように放たれる。センレッドは戦士の本能で、剣でそれをはじいた。だがその瞬間に、セシアたちの姿はおろか魔法陣すらも見えなくなっていた。

　センレッドの顔から、さあっと血の気が引く。

（……まさか、ブラッドレイは）

　裏切ったのか。あのことは気になったが、アリスへの憎悪は本物だと思っていたのに。

　突とつ如じよとして響きはじめた鐘の音。突入から二時間が経ったことを示すそれに、センレッドは骨の芯から戦せん慄りつする。なんてことだ……！










　そしてある刹せつ那な、盾たては砕け散り、黒い羽根は舞い散って──。

　分散した羽根はいきなり一枚一枚生きているかのように動くと、雪崩なだれを打ってヴェーダへと襲いかかった。灰かい白はく色しよくの髪の魔王子は、驚きよう愕がくとえも言われぬ昂こう揚ように目を瞠みはりながら、それをよける。だが大量の羽根は、ぞわりと寄り集って漆しつ黒こくのドラゴンを形づくると同時に方向転換し、再びヴェーダへと襲いかかる。

　今度は鞭むち剣けんでそれを叩き潰したヴェーダは、間合いをとりながら哄こう笑しようした。

「ハッ！　なかなかの発想だ、褒ほめてやろう。貴様の翼はそんなふうにも使えるのだな」

「兄君が『紅あか髪がみのアリス』に怪物を作らせたのとは、だいぶ違いますが」

「アリスか。あれは狂っているが、だからこそ興味深い魔女だ」

　ヴェーダが目を細める。禍まが々まがしい笑み。

「人間のくせに、同じ人間を踏みつけにするのに躊躇ためらいがない。見事に壊れている」

「──もしや、アリスを花嫁にする気だったのですか」

　相手をうかがうためではなく、純粋に好奇心から、ラゼリオンは尋たずねていた。

　悪魔──とりわけ次代の魔王候補になる者たちにとって、花嫁はただの伴はん侶りよではなく、特別な意味を持つ。強い魔力を持つ花嫁ほど、より豊かな自らの力の源みなもととなる。もっともラゼリオンがセシアに求婚したのは、単に──。

「あれは花嫁には向かん魔女だ。人間から選ぶなら、貴様のお気に入りの『夜よるの女じよ王おう』の方がはるかにふさわしかろうよ。ああ──貴様を滅ぼしたら、我が彼女を奪ってやろうか？」

　悪趣味な揶や揄ゆとわかっていても胸が煮えるような言いように、ラゼリオンが不快げに眉まゆを寄せた刹那、ヴェーダの右手が怪あやしげに揺らめいた。闇の中に無数の何かが浮かぶ。

　獣けものだ。

　雪原の国で生きる狼おおかみにも似た、ただしそれより邪悪な目つきをした獣が、ヴェーダの手元から放たれてラゼリオンに向かう。ラゼリオンは向かいくる千の獣を次々に退けていった。

　ヴェーダには通用しない技だが、この程度のモノなら、ラゼリオンは視線を合わせて「滅べ」と念じるだけで事足りる。

　しかしそれだけでは葬ほうむれなかった灰白色の獣が一頭、吼ほえながらラゼリオンの頭上をすり抜けようとした。はっとする。ラゼリオンの背後には──橋の上には、王都名物である聖せい誕たん祭さいの被パ露レ行ー列ド、そして見物人たちが詰めかけているのだ。

（避けるのはたやすいが──）

　避けたが最後、彼らが被害を受ける。ラゼリオンは即座に左腕を跳ね上げ、灰白色の獣の目の前に突き出した。ほとんど肩に近い部分に走る、激痛。獣の牙きばがラゼリオンに喰くらいついたのだ。途方もない顎あごの力が腕を喰いちぎる寸前に、ラゼリオンはからくも獣を消し飛ばした。

　激痛と流血に侵おかされた左腕を押さえ、彼はわずかに顔をゆがめた。再生はすでに始まっているが、刃で斬られた綺き麗れいな受じゆ傷しようと違い、肉を抉えぐられた傷は完治に時間がかかる。

（しばらく、左腕は使えないか）

　動揺はない。する暇もない。ヴェーダは間を置かずに斬りかかってきている。

「──敵だと言いつつ、その程度か。情けなくて吐きもどしそうだぞ、弟」

　ラゼリオンが人間を庇かばうことを狙って獣を放ったくせに、実際に目まの当あたりにすると滑こつ稽けいで仕方なかったらしく、ヴェーダが可お笑かしそうに吐き捨てた。

　執しつ拗ようなまでに、ラゼリオンの左側──未だ癒いえない左目のせいで死角ができる、そこを攻めてくる攻撃には辟へき易えきとしてくる。本当に、愉たのしそうに殺しにきてくれるひとだ。

　白く鋭い風となったヴェーダの刃を、ラゼリオンは黒翼で作った剣で応え、紙一重の差でかわしていく。時折さばききれず、黒と灰白色の髪や血が飛ぶ。だが小さな傷などは二人とも即座に再生してしまうから、致命傷を与えない限り、斬り合いは永遠に続くしかない。

「ハッ！　人間なんぞのために、そこまでするようになるとはな。貴様はもっと氷のような悪魔かと思っていたのに、実に残念だッ」

「……別に、人間のためではありませんが」

　耳に流しこまれる兄の嘲ちよう笑しようを、ラゼリオンは無表情の下で肩の痛みを押し殺して聞く。

　自分はそこまで善良ではない。ただ、銀の髪の少女が愛する世界を、無意味で無価値な継承戦争なんぞで損そこないたくないだけだ。

　ヴェーダの如ごとき考え方の悪魔は少なくない。人間を見下しているというのではなく、人間も動物も虫も区別していないだけだ。どれも同じ「悪魔以外の生き物」だから、殺すのにも躊躇ためらいがない。子供っぽい愉ゆ悦えつの笑みで踏みにじる。

　故ゆえにヴェーダには、ラゼリオンが律儀に人間の少女や、彼女の大事なものを護ろうとする心も理解できない。

　わかってはいたことだが、兄弟の中では一番親しんでいたのがこれかと思うと、理解し合えない悲痛よりは虚むなしさが上回る。なんて憐あわれな生き物なのか、魔王の子とは。

「ひたすら冷れい酷こくでさえあれば、我ら兄弟の中でも最強だったかもしれんのに。自分から弱点を作るとは、貴様は実に愚おろかしいな。まだ支配もしていない女を命がけで愛してなんになる？」

「別に──見返りがほしくて愛しているわけではありませんので」

「この期に及んで惚のろ気けか。狂ったものだな、貴様も」

「狂ったのではなく、変わったと言っていただきたいのですが」

　ラゼリオンは静かに反論した。無駄と知りつつ言葉を重ねてしまうのは、禁書庫で孤独を飼い馴らしていた時に押しかけてきたこの三番目の兄との記憶を、ラゼリオンはヴェーダ本人や──おそらくセシアが想像する以上に、重視しているせいだ。

　独りで禁書庫で過ごしていた日々は、静かで穏おだやかだったけれど、変化もなく、時間が止まっているようだった。ヴェーダが雪嵐のように押しかけたあの日に、ラゼリオンは初めて「明日を楽しみに待つ」という感情を知ったのだ。その小さな感情の芽生えがあったから、あの銀の髪の少女との出逢いや、その後の時間に幸せを見つけられた気がする。

　そして今は毎日が楽しい。今日は彼女と何を話そうか、話せるだろうかと思い巡らせるだけで幸福感に満たされる。それは禁書庫でひたすら独りでいた時間にはなかった豊かな喜びだ。

　自分自身よりも、大事に想える相手がいるということ。それが嬉しいと想う。

　まだ動く右手で、口づけされた頰ほおにふれる。彼女の唇の感触と、いじらしい表情を思い出せる限り、負ける気はしないが──。

（──しかし、早めに決着をつけねば、持じ久きゆう戦せんになるほど不ふ利りか）

　状況はラゼリオンの方が圧倒的に不利なのだ。この王都そのものが人質だから、動きの自由度が大幅に制限されてしまっている。

　その時アイスグリーンの瞳に映りこんだのは、針の如ごとくそびえるロンディニウム大火記念塔。

　今は『紅髪のアリス』の根ね城じろとなっているそこで、『夜の女王』も戦っているはずの場所。

　青薔薇の姫君と出逢って、初めて交わした夜の会話が、あざやかに甦よみがえる。

　──『夜の女王としては、当然の知識です』

　凜りんとした声。震えながらも彼をまっすぐに射いた、ラピスラズリ色の瞳。

　──『およそ三百年前、ロンディニウムに疫えき病びようが蔓まん延えんした時の事件です』

　悪魔との契約のルールを知らない魔女が、悪魔を召しよう喚かんして、疫病を根絶するように願った。

　そしてえげつない悪魔の放った炎で、病魔ごと殺された人間たちへの、追つい悼とうのしるし。

　目の前にいるヴェーダが最初によこした医学書に記されていた、当時の記録も思い出す。

　ラゼリオンは、表情には出さずに、自分の兇きよう悪あくな思いつきに自じ嘲ちようめいたものを感じていた。

（……見つけた）

　三の兄君を、殺さずに打ち倒す手段。少々えげつないが──。

　最愛の少女が、自分のこんなグロテスクな一面にも怯おびえないことを願いながら身構える。










　放り捨てられるようにして、セシアは床に転がった。

　すぐさま起き上がるが──予想に反して、周囲のどこにも敵の影はなかった。気配といえばまだ手をつないでいた濃こき紫むらさきの髪の少年だけ。

「ブラッドレイ──あなただけなの？　センレッドは」

「ごめん。あのお兄さんも手は伸ばしてくれたんだけどさ、あと少しで届かなくって」

　──さっきの場所に、取り残されたのか。

　改めて、まるで宮殿の大広間のような空間を見回す。

　転んだ時に、覚悟したほど痛みがなかったのは、床には最高級のベルベットの絨じゆう毯たんが敷き詰められ、まるで雲を踏むようにやわらかかったからだ。高いアーチ形の天井。天井画には極ごく彩さい色しきで奇き妙みようにメルヘンな絵柄が描かれている。透明度の高いガラスで、花畑で群れる妖精をかたどったシャンデリア。壁際には、今までに遭遇した怪物たちの青銅の像がずらりと並び、あふれんばかりの大量の深しん紅くの薔薇が飾られている。この季節には、手に入れにくいだろうに。

　アリスの空間だ──と直感する。ここは『王国』とどこか雰囲気が似ている。

　──『眠りネズミ』にはまだ遭あっていないけど……。

　──街の方に出てるのかしら。

　他の青薔薇の騎士を想う。『昼の女王』と王都を護ってくれているはずの人々を想う。

　皆を信じている。けれど、中でも一番、厄やつ介かいな戦場に送り出してしまったひとが心配だ。

　──ラゼリオン様。

「しかしまあ……派手だけど、無法街パンデモニウムのダンスホールみたく悪趣味だね」

　ブラッドレイの声で我に返った。そうね、と慌あわててうなずく。

　最初に塔に突入した時から気づいてはいたが、アリスは塔の内部をかなり改造している。本来は繊細なレリーフこそあれ、こんな俗っぽい華やかさとは無縁の場所だ。ここは追悼のための施設であり、この空間のように飾りたてるのは悪趣味を通り越して冒ぼう瀆とく的てきでさえある。

　──『恵まれない環境にある子供は、空想の世界に逃げこんで、自分の心を護ろうとする』

　──『空想の中では自分は無敵で万能だからだ』

　ラゼリオンの言葉が脳のう裡りをよぎる。ここはアリスの空想の世界の、延長。

　遠い時計塔の鐘の音で、セシアははっとした。──二時間が、経った？




「あたしとの約束には間に合ってくださったようね？　セシア」




　突とつ如じよとして響いた声と、空間そのものが軋きしむような気配に振り返る。

　忽こつ然ぜんと、夢のように美しい少女──アリスが立っていた。

　紅くれないの髪を飾るのは、白いリボンと薔薇のコサージュ。華きや奢しやな肩は剝むき出しだが、襟元には白い毛皮をあしらっている。スカート部分には薔薇の刺し繡しゆうがあり、ところどころにルビーが縫ぬいつけられたものだ。二の腕までくるオーガンジーの手袋といい、どこの夜会に出る気なのかと言いたくなる装よそおいである。

　身構えるセシアの前で、アリスはしゃなりと一礼した。虚うつろな微笑ほほえみ。

「聖なる夜にご一緒できて嬉しいわ、セシア。あたしの贈り物は楽しんでいただけて？」

　──怪物のことか。

「贈り物なら、きちんと箱に入れて、わたしの家に届けてほしかったわ」

「でも、あの子たちと戯たわむれるあなたは綺き麗れいだったわ。見ていてとてもうっとりしたものよ」

「見ていた……？」

「そうよ。あの子たちの目を通して、ずっとあなたと、あなたの騎士たちを見てた」

　まるでマザーグースでも歌うかのような、無む邪じや気きでリズミカルな調子で、アリス。

　可か憐れんなドレスには不似合いな、蜥蜴とかげを思わせる不気味な目でなめ回されたセシアは思い出す。

『三月ウサギ』と目が合った瞬間に感じた、アリスに見つめられているような奇妙な錯覚と戦せん慄りつ。あれは本当に、彼女が見ていたのか。悪お寒かんが肌を伝い落ちる。身に覚えのない執しゆう着ちやくはある意味、殺意よりもおぞましい。

　──『実際に悪魔と契約するはるか前の子供時代を、迫害あるいは虐ぎやく待たいされて過ごしている』

　──『人格が形成される年頃に、さらに手て酷ひどい扱いを受けて』

　徹底的に心が壊された、哀あわれな星の下もとに生まれた魔女。

　ラゼリオンから聞いていても尚、自分と同じ人間なのだとは考えられなくなりそうだが。

「でも……そちらはあなたの騎士ではないわね？　──どなたかしら？」

　アリスの黒玉の瞳が、次にブラッドレイを映す。

　セシアはぎくりとした。アリスを恩人の仇かたきと憎む少年の出方が、まったく読めないからだ。

　何も答えないでと制する前に、一切の表情が抜け落ちたようなブラッドレイが口を開く。

「レリエルは覚えてる？」

「レリエル──ああ、いたわね、そんな子も。あなた、あの子だったの？」

「そうだよ。本当は男の子で、裏切ってたの」

「……ブラッドレイ」

　表面上は余裕ありげに見えるが、濃紫の瞳の底にどす黒いものが燃えている少年の肘ひじをつかんで、セシアは引き止めた。彼の実力は見たが、無む謀ぼうな真似はさせたくない。

「そうよ、レリエル。ここは、あたしとセシアのための時間と空間。お下がりなさい。あなたでは、あたしの相手はできなくてよ？」

　セシアも、アリスには自分が対する気でいた。いかに怪物じみた魔女とはいえ女性、しかも見た目は十歳ほどの少女だ。三人の契約者ウオーカーの矛ほこ先さきもにぶってしまうかもしれない。そう思って下準備をして、皆の言うとおりに力を温存してきた。

　──でも、ブラッドレイは。

　これだけで素直に引き下がるのは無理だろうと思ったから、セシアは彼に耳打ちをする。

　はっとした顔の少年を壁際に残し、一歩前に出て、右手で銀色の美しい銃を抜いた。

「それじゃ──遊びましょう？　アリス」

「その言葉を待っていたわ」

　アリスの顔が歓喜にゆがむ。

　そしてすぐに紅と白の一陣の風となって、セシアの目の前まで迫ってきた。速い。『三月ウサギ』の比ではない。左手で腰のベルトから引き抜いた接近戦用のナイフを、とっさに胸の前にかざすと、その時にはすでに目の前にアリスが浮かんでいた。

「綺麗な刃やいばね──これであたしを切り刻むの？　刻んでくれるの？」

　反応に迷うセシアの顔のすぐ前で、アリスは恍こう惚こつと歌った。奇妙な節回しで。

「この肉体が、第一の悪魔の力。怪物を作るのが、第二の悪魔の力。この塔と『王国』をあたしの好きなように造ったのが第三の悪魔の力──そしてこれが、第四の悪魔の力よ」

「……ッ！」

　アリスの言げん下か、セシアの足元で漆黒の魔ま炎えんが逆さか巻まいた。足首に絡からみついてこようとしたそれを、右手の銃から魔力の波を放って消し飛ばし、セシアはアリスとの距離を開く。──第四の悪魔の力？　それじゃ、あと四通りは攻撃手段があるのか。思った以上に厄介な。

「──これは第五の悪魔の力」

　声は背後で響いた。

　冷たい水を背にそそがれるかの如きそれに、セシアは戦慄した。瞬間移動。空間を捻ねじ曲げる力？　振り返るより速く、背中に第四の悪魔の炎を浴びせられ、激しい衝撃とともに吹き飛ばされて頭から絨じゆう毯たんに落ちた。魔術で防御力を高められた騎士服のお蔭で、火傷やけどは免まぬがれたものの、衝撃だけで肋ろつ骨こつが折れそうだった。

　それでも、痛みはない。立ち上がり、薔薇が無む残ざんに舞い散る中で笑うアリスを睨にらむ。

「あたしが勝ったら、あなたの四し肢しの腱けんを切ってしまってもいいかしら？　ゆっくりと楽しみたいの。誰にも邪魔させずに」

「……王国は？　欲しいんじゃなかったの？」

「そうね、でも今回はそこそこ楽しめたから、反省を活いかして次の機会にするわ。あなたの目の前で、あなたが打ちひしがれる姿を横目で眺めながら、改めて奪う方が楽しそうだしね」

　ぬいぐるみの手足を引きむしるようにもてあそびたいという、睦むつ言ごとというにはあまりに邪悪なそれを、セシアはまともには聞いていなかった。

　──本物の魔女だわ。

〈青の薔薇十字団〉に集まる魔術師のほとんどは、入団する前は、魔術の才能はあっても荒削りだったり、自身の異い能のうを使いこなせず振り回されて生きてきた者が多い。入団後に鍛きたえられて一人前の戦士になる。だがアリスは、これで完成されている。

　──たぶん、わたしよりも戦いの経験が多い。

　──喰らった悪魔の力を、使いこなしている。……力を制御できないわたしと違って。

　ブラッドレイの過去の話で予想はしていたが、アリスは幼げな見た目からは想像もつかないほど長い年月を生きている。それに、狂って壊れてはいても頭の回転は速いのだ。

　──読まれてるだろうか。

　弱気になりかけた心を叱しつ咤たして、セシアは、再び距離を詰めてきたアリスを迎え撃った。右から左から襲いくる漆黒の魔炎を間一髪で打ち払えば、突然後ろに回りこまれて吹き飛ばされたり、細い指で首を締め上げられそうになる。蹂じゆう躙りんされている感覚に怒りと悔くやしさがわく。

　じわじわと身を削られるような攻防にひたすら耐え、

「……ブラッドレイ！」

『いかれ帽子屋』をかたどった青銅の像の前にアリスがさしかかった刹せつ那な、セシアは叫んだ。

　同時にセシア自身は大きく飛びのき、アリスの周りの狂い咲きの薔薇を撃った。無数の花びらが一斉に舞い散り、アリスの視界がふさがれた一瞬を狙い済まして、彼女の周囲から金属音とともにほとばしったのは──鎖。

　ひそかに回りこみ、攻撃の機会をうかがっていたブラッドレイの鎖に容よう赦しやなく青銅の像ごと縛ばくされて、さすがのアリスもかはっと息を吐いた。鎖は華奢な少女の肢し体たいをへし折るのではと思うほどの強さで拘こう束そくしている。セシアはすぐさまアリスに近づくと、そのこめかみに銃を突きつけた。これで。

「あなたが動くか、攻撃するかより、わたしが撃つ方が速いわ」

　アリスは答えず、あの蜥蜴とかげの目のまま、気味の悪い笑顔でセシアを見返すが。

「無ぶ様ざまだぜ、『紅髪のアリス』」

　冷めきった表情で吐き捨てたブラッドレイは、不意にこう続けた。

「レリエルは覚えてたとして──じゃ、レイって子はどう？　七歳くらいの男の子だけど」

　──え？

　突然何を言い出すのかと、セシアは眉まゆをひそめる。

　だが、アリスの反応は大きかった。虚うつろな笑みが凍こおりつき、突然世界がひっくり返ったかのような驚きよう愕がくでひび割れる。常にふわふわと甘く浮わついた調子で喋る声が、小刻みに震えた。決して思い出したくはない過去に、不用意にふれられたかのように。
















「……あなた、まさか──レイ……生きて、た……？」

「そっか……覚えてはいたんだ」

　哀しみとも憎しみともつかない翳りの滲むブラッドレイの横顔で、はっとする。

　──『俺を育ててくれたひとが、あの「紅髪のアリス」に殺されてるんだ』

　少年はその時のことを言っているのだと。

　ガラスが砕け散るようにアリスが絶叫した。

「あ……あぁ、ああああ、あああああああああああああああああああああああああ!!」

　人間にあるまじき絶叫が、紅髪の魔女の喉のどを裂く。と同時にアリスの身体からほとばしったのは、稲妻の光だ。

　──第六の悪魔の力!?

　ぎょっとしたブラッドレイが銀の鎖を手放して避けようとするが、それよりも雷らい撃げきの嵐が彼に襲いかかる方が速い。まずい。

「──ブラッドレイ!!」

　セシアはブラッドレイを突き飛ばして、彼の身体にしがみつくようにして覆おおいかぶさった。

アリスの生んだ雷いかずちが、セシアの黒い騎士服の背を鞭むちのように打ち据すえる。直撃だった。

騎士服が耐えきれずに大きく裂け、セシアの背中が焼き焦げる。

「……セシア!?」

「ッ……だいじょうぶ……」

　声を押し出すだけで激しい痛みが背筋を貫く。が、それはすぐに霧む散さんした。血が急速に泡立ったかと思うと、背を大きく裂いた火傷が見る間に再生したからだ。

　新種の動物でも見つけたかのように、驚きに目を瞠みはる少年に、大きく息をついて教える。

「……わたしの騎士に、吸血鬼がいるの。これは、彼の魔術よ」

　一部の吸血鬼にだけ伝わるという秘術だ。一時的に生命力を高めることで、たいていの受傷は即座に治ち癒ゆできるようになるが、反動で明日から数日間は筋肉痛その他の痛みに苛さいなまれる。七体の悪魔を喰らったアリスと戦うのに、いつもの装備だけでは不安だからと、ルーシャスにさせたことだ。

　仲間の中で、セシアだけがただの人間だから。

「そういうことじゃなくて……なんでここまでして、俺を庇かばうのかってことだよ」

　少年の顔が、彼らしくもない焦りのそれから、もっと彼らしくない、痛みにひび割れたものへと移ろう。

「……当然でしょう。あなただって、この国の人間。わたしが守るべきひとよ」

　しぼり出すように答えたセシアの声は、身体の異常に途切れがちだ。傷は瞬またたく間に癒えるから痛みはすぐ消えるのに、吐き気に似た感覚が腹の底にわだかまるのが非常に鬱うつ陶とうしい。

「──ぁああああああああああああああああああああ……!!」

　豪ごう奢しやな空間はほとんど打ち壊されていて、中心でアリスの叫びはまだ続いている。魔術の力は引き続き嵐のように放たれており、瓦礫がれきをさらに細かく打ち砕き、薔薇の花びらを千のかけらに切り裂いていく。

　セシアはその嵐を、広大な空間の片隅で、少年を抱えたままどうにか凌しのぐ。

「縛しばらないで──あたしを縛るのはやめて……」

　薔薇と砂すな埃ぼこりが舞う中で、アリスが悪夢に魘うなされたように呟つぶやいていた。

「レイ──あなたは……」

　今だ、動揺している間がチャンスだとセシアは思い、身体中の力を膝ひざにかき集めて立ち上がった。吸血鬼の魔術には気づいていないようだが、何か警戒すべきものは感じたのだろう。はっとしてこちらを振り返ったアリスの動きは、これまでより慎重だ。

　アリスが放つさまざまな悪魔の力が一気に押し寄せる中、セシアはすべてをぎりぎりでかわし、時に撃ち抜いて凌しのいでいった。

　刹那、アリスがぎくりと身をこわばらせた。彼女の右目が一瞬前まであった場所を、銀の光が突き抜けていく。ブラッドレイの鎖だ。集中を乱されたアリスがよろめいた隙すきに、セシアは思いきって引き金を引いた。左肩と、右膝の下。魔力を封じた銃弾による攻撃が、アリスの肉体を殺さない程度に無力化する。剣と違って直接斬るわけではないのに、セシアは肉を削る厭いやな手ごたえを感じた気がして息を詰めた。

　立っていられなくなった紅い髪の少女の身体が、螺ね子じの切れたからくり人形のように、とさりと頽くずおれた。







　アリスの魔術の嵐は、空間のどこかに穴を開けていたらしい。

　遠く近く、聖誕祭の歌が聴こえる。王都の平安が護られている証のような歌声が。

　かすかな旋律に、セシアは重い瞼まぶたをこじ開けた。

　まずい。気が遠くなりかけている。ほっとした反動で一気に押し寄せた疲労と痛みが、全身を蝕むしばんでいる。力を使いすぎたというより、何度もアリスの魔術で滅多打ちにされたせいだ。傍かたわらでブラッドレイが立ち上がる方が早い。

　赤黒い渦の中にも似た不気味な沈黙の中、ブラッドレイが乾いた声で呟いた。




「これで満足した？　おふくろ。じゃあ──死んで」




　──え。

　言い終えるなり、ブラッドレイは銀色の鎖の束を無造作に振り下ろしている。

　鋭く光るその先端が、倒れたまま動かないアリスの心臓を抉えぐる寸前に、セシアは二人の間に身体ごと突っ込んでいた。気力と、必死な気持ちだけで足を動かして。ブラッドレイの鎖はセシアをわずかに逸それて、床に突き刺さる。

「びっくりした。セシア、君、まだそんな元気あったんだ？　予想外、予想外」

　ひどく冷ややかな声で少年が言う。

　おふくろ。死んで。

　……衝撃的すぎて、視界が回る。喉に絡んで潰れそうな言葉を、必死で外に押し出した。

「アリスは──……あなたの、母親なの？」

「生みの母だよ。育ててもらった記憶はないけど」

　ブラッドレイはあっさりうなずいた。

「これは教えてあったっけ？　──俺って、無法街パンデモニウムの娼しよう館かんで生まれたんだ」

　そしてまるで他ひ人と事ごとのように語りはじめる。

「ときどきあるんだ。娼婦のお仕事のアクシデント。親父は『お客』だったことは確かだけど、誰の種かは、そこのアリス様の魔力でもわからずじまい。それでまあ、香水と酒のにおいがする支し度たく部屋で生まれて、たくさんの『ママ』に可か愛わいがられながら、ベッドが軋きしむ音や女の嬌きよう声せいを子守唄に育ったんだ。──ああ、どう思ったらいいかわかんないって顔をしてるね、セシア。別に俺は同情や罪悪感なんかいらないよ？　どんなに平和な国にだって、娼婦も悪党もいるんだから。そうじゃない方が、むしろ異常なんだから」

「…………」

「それに俺は、とっても幸せだったんだよ？　客を取り合って殴り合いを始めたり、月のものだってイライラして八つ当たりしたり、酔って汚れ物をそのままにして寝たりする『ママ』ばかりだから、女に幻想を抱けなくはなったけど、それでも満足してた。満足だった」

　リズムをとるように繰り返しながら、ブラッドレイは淡々と続ける。




「そこで無様に転がってるアリスが──俺の生みの母親が、七歳の俺と『ママ』たちを、悪魔の生いけ贄にえに捧げるまではね」




　一瞬で、セシアは想像した。七歳のブラッドレイが経験した生き地獄を。

「悪魔との契約の対価に、あなたと『ママ』たちの魂たましいを悪魔に喰らわせたっていうこと？　でもそれなら……どうして、あなただけは生き残れたの？」

「生き残れたのは、俺がそこの魔女の血を引いてたからだよ。魂喰いの話は覚えてる？　覚えてるよね？　生まれつき魂の質たちが悪魔に近いから、悪魔の魂を喰らってその力を自分のモノにできたんだ。──こんなふうに」

　それもまたブラッドレイの異い能のうなのか──二人の身体をがんじがらめにつないだ鎖を介かいして、セシアの中に彼の力が流れこんでくる感覚があった。そして頭の中に見たこともない光景が浮かび上がってくる。

　……ランプの光だけで照らされた、娼館の支度部屋。壁一面に化粧台が並ぶ中で、女たちは淫いん靡びな夜のパーティーのために、派手な化粧をしたり、気分に合わせた香こう油ゆを塗りこんだり、衣裳を着替えたりしている。子供のブラッドレイも忙しそうに働いていた。彼の細い指は、コルセットのボタンや紐を扱うのに適していて、娼婦たちは彼のけなげな働きを愛している。

　アリスはどこ？　不意に誰かが言う。上よ、またあのお客が来たの、と違う誰かが低い声で答える。あんなお客は最低よ、いつかアリスは殺されてしまうわ、とまた別の誰かが泣きそうな声で言い、あたし様子を見てくる、と一人が立ち上がった時、ひとつしかない入り口で物音がした。断だん頭とう台だいから首が落ちたらそんな音がするのでは、と連想させる不気味な響き。

　誰もが動きを止めた刹那、扉が開かれる。

　黒いナイトドレスに、紅の髪を振り乱した、何者なのかもわからない女がそこにいた。

　皆が固かた唾ずを吞のんで見つめる中、長い髪の隙間で蒼あお褪ざめた唇が裂けるように開かれ、すぐには理解できない言葉を発した。「レイ。みんな。ごめんね。……あたしのために死んで」

　──『お母さんが私を殺して』

　紅い髪のアリスの背後を見た娼婦が、絹を裂さくような悲鳴を上げた。黒紫のいびつな巨体を持つ悪魔が、忽こつ然ぜんと現れていた。濁にごった血だまりに似た七つの目が、生贄たちを捉える。

　悪魔の牙がひらめき、『ママ』たちは次々に血の海に沈む。生みの母に助けを求めようとしたレイの双眸に、息子と仕事仲間に背を向けたアリスが映る。アリスは狂ったように哄笑しながら、切望した自由を胸に娼館を後にする。助けてママと恐怖で足が動かなくなったレイが叫んでも、アリスは結局、最後まで振り返らなかった。罪悪感から息子たちを振り返るそぶりすら、彼女はしなかった。

　──『お父さんが私を食べた』

　息絶えた『ママ』たちの血で汚れた悪魔の手がついにブラッドレイへと伸ばされる。少年の視界は不気味な濃紫色に埋め尽くされる。周囲から音が消える。声も上げられない中で自分の心の絶叫だけが頭ず蓋がいの中にわんわんと響き渡る。助けて誰か助けて俺にさわらないで俺を食べないで誰のせいでこんなことに嗚あ呼あそうだ俺を生んだ女のせいだ母親だ母親なのに母親が俺を捨てた『ママ』たちも死んだ俺には誰もいない誰も俺を助けない誰も誰も誰も──。

「……火事場の馬鹿力、みたいな？」

　笑おうとして笑いきれなかった、上ずった少年の声が、セシアを現実へと立ち返らせた。

　生き地獄。その言葉が頭にのしかかってくるような凄せい惨さんな映像だった。見ていただけだというのに、セシアの鼓動は異様なほど乱れている。

「俺は無意識のうちに、そこのアリスから受け継いだ魂喰いの才能を目覚めさせたんだ」

　反対に、ブラッドレイは冷めていた。

「ただ、悪魔を喰らうのは身体に負担がかかるみたいでさ。俺はその悪魔を喰らった後、ショックで記憶を失ってた。自分に何が起こったのかもわからないまま数年を過ごしたよ。全部思い出した時にはたまげたね。昔は、髪と瞳の色はこんなに悪趣味じゃなかったのにって。それから〈叛乱の天使トレイターズ・エンジエル〉でいろいろやりながらアリスを探して……つい最近、やっと見つけたってわけ」

　冷めているというより──自分で心を凍こおらせているようでもあった。

　──『おれの直感だけど……たぶんあいつは──』

　センレッドが本当に気づいていたのはこれか。ブラッドレイは、彼と同じ、魔の存在と融合してしまった人間だと。似ているのだと。

　刹那、セシアの脳のう裡りで、今のブラッドレイと出逢った当初のセンレッドの面おも影かげが重なった。

　確かに似ている。センレッドは絶望で涙に沈み、ブラッドレイは絶望を憎悪の炎で払うことで耐え抜いた、ただそれだけが違う。

「魂喰いの後──あなたはどうなったの？」

　セシアが発した問いは、ブラッドレイの虚きよを突いたようだ。濃紫の目がまるくなる。

「どうって。娼館の経営者だった〈叛乱の天使〉の先代ボスに拾われて、闇商売を教えられたんだけど」

「それは、楽しかった？」

「……楽しくなかったとは言わないけどさ、なんなの？」

　ブラッドレイの声が、怪け訝げんそうに低められる。

　セシアはたたみかけた。

「あなたは、その生き地獄から次の生き地獄に堕おちる前に、先代ボスにすくい上げられたのでしょう？　それは幸運なことよ。この世界には泥沼で溺おぼれているところをすくい上げられるどころか、さらに上から頭を押さえつけて泥沼に沈められるみたいに傷つけられて、完全に壊れてしまうひともいるって……わたしが尊敬する方が言ってたの」

　ラゼリオンが言っていた。あのひとの言葉は、無造作なようで的確にセシアを支えている。

　聡さとい少年は、その「完全に壊れてしまうひと」がアリスのことだとすぐに気づいたようだ。

　少女めいた美しい面おも差ざしがはっきりとゆがみ、濃紫の瞳が儚はかなげに揺れる。

「だから、今さら──こんな形で、自分から泥沼にはまりこむのはやめて」

　壊れないで。狂わないで。自分から堕ちていかないで。

「あなたには、帰る場所もあるんでしょう？　こんなことをしても──あなたは……」

　再び沈黙が落ちる。

　ただそこには、先刻の、肌がひりつくような殺意や憎悪はない。

　絨毯がぼろぼろにめくれた床の上で、アリスは微笑んだまま意識を失っている。彼女の輪りん郭かくは崩れかけていた。まるで肖像画が燃えていくように、右の手足の先から黒ずんだ灰のようなものに変じていく。魔力を消しよう耗もうしすぎた者の末まつ路ろがこれだ。肉体を維い持じする生命力さえ失って、骨の一片も残さずに消滅する。

「大変……ッ！」

　セシアは這はいつくばるようにして駆け寄った。治ち癒ゆの魔術は使えないが、生命維持に必要な魔力を分け与える術すべなら知っている。人工呼吸のようなものだ。アリスの崩れかけた手に手を重ねて意識を集中した──否、しようとして激しい虚きよ脱だつ感かんに襲われる。

　わたしも力を使いすぎたか。唇を嚙かんで眩め暈まいをこらえていると、ブラッドレイの手がセシアのそれに重ねられた。早口に言われる。

「やり方、教えて。俺の魔力でもいいんでしょ？」

「……ブラッドレイ」

「……君もぼろぼろなくせに、ひとの目の前で無茶しないでよ」

　驚いて凝視するセシアの前で、少年は初めて見る表情を浮かべていた。

　爛ただれた色香が薄らぎ、拗すねたように口を曲げたそれは、普段よりずっと子供っぽい。気恥ずかしいのか、セシアを見ずに言う。

「君がいろいろ言うせいで、殺す気が失せた。……憎いって気持ちと一緒に」

「……そう。ありがとう」

「礼はいらないよ。ないない。さっき庇ってくれたお返しと思ってればいい」

　……遠回しだが「さっきはありがとう」と言いたいのだろうか？

「悪いと思ってるなら、代わりに今度、俺の店で俺の愚ぐ痴ちと恨うらみ言ごとを聞けば、無茶苦茶言ったのは許してあげるよ。コック・エールでも一緒にのもう」

「いいけど……エールってエール酒？　でもコック・エールは初めて聞くわ。どんなの？」

「鶏にわとりからとった成分とかが入ってるんだ。これは秘密だけど、催さい淫いん剤ざいの効果があって」

「絶対にのまない」

　すかさず反論して、視界の隅でブラッドレイが笑うのを見た時、みしりという重たい岩と岩がこすれるような音が耳じ朶だから背筋を貫いた。次に揺れを感じ、まさかと顔を上げれば、周囲の壁には稲妻のような亀裂が次々に生まれている。

　この塔自体が崩壊しかかっているのだ。セシアは、指先がさあっと冷たくなるのを感じた。










　紅い髪のアリスが倒れた頃──。

　タワー・ブリッジの北塔の上で、ラゼリオンは左目を覆おおっていた包帯をわずらわしげに引きむしっていた。左手はまだ持ち上げることも不可能だから、右手だけで。夜の冷たさはすでに包帯で覆われた部分にもしみこんでおり、頰が氷のようだ。

　次いで、右手にはめた黒手袋の、指先部分を口にくわえて荒々しく取り去る。素手の方が、魔力を扱いやすい。

　いつになく乱らん雑ざつだが覇は気きに満ちた仕草と、ようやく完全に癒えたアイスグリーンの双そう眸ぼうに灯ともされた冷たい炎に、ヴェーダは満足そうに微笑んだ。

「貴様も獣じみてきたじゃないか。それでこそ悪魔よ、魔王の子の顔よ。書物に耽たん溺できして澄ましくさってる面つらより、よほど上等だ！」

（獣か）

　ならば今の顔はあの少女には見せたくないなと、頭の片隅では奇妙にのどかなことを思いながら、ラゼリオンは兄の間合いに飛びこんだ。黒い羽根を、さながら千の矢のようにヴェーダめがけて放ちながら。ヴェーダはそれを灰白色の獣を盾にしてほとんど防ぎきる。

「今度は目くらましのつもりか？　小こ賢ざかしい！」

　鞭状に分断された刃に脇腹を大きく抉られながら、ラゼリオンはヴェーダの右肩──今、大量に放った黒い羽根の嵐で裂かれ、ふさがりかけた傷口にふれる。ほんの一瞬だけだ。即座にヴェーダの蹴りに腹を突き上げられて、間合いの外にはじき飛ばされた。が。

（種は植えた）

　血を吐きながらも、ラゼリオンは満足していた。

（あとは、芽を出すのを待てばいい──）

「──それで打ち止めか？　弟。貴様にはいろいろな書物を読ませてやったんだ。もっと我を愉たのしませねば、即死させるぞ」

　嘲あざ笑わらう声が、凄すさまじい蹴りで潰されかけた内臓にじわりと響く。

「ひとつだけいいですか、兄君。──なぜ継承戦争で、私と最初に戦おうと思ったのですか」

　上の二人の兄の方がラゼリオンよりも戦いの経験が豊富だから、戦闘狂的な部分のあるヴェーダの好みには合うはずだし、末の弟は魔力では見み劣おとりするものの、発想の豊かさでは他の兄弟の追つい随ずいを許さないユニークさを持つ。──客観的に判断して、ラゼリオンは自分が一番戦いが嫌いでつまらない魔王子だという自覚がある。

　すると鼻で笑われた。何を今さらというように。

「ハッ。決まっているだろう。兄弟の中で、貴様が一番おもしろいからだ」

　おもしろい。──予想外にも程がある答えに、ラゼリオンは瞬まばたいた。

「我は美う味まいものから先に平らげる主義だ。どうせ戦うなら、好きな奴と戦った方が気分が昂こう揚ようするであろう。貴様は我ら兄弟の中では、なかなか可愛げがあったからな。我が読めと言えば、必ずその書を読んだであろう？」

　悪いひとではないと思っていた。が、ここまで好かれていたのは意外だった。それをこんな場面でさらりと伝えられることも。もしかすると聞かなかった方がよかったのかもしれない。──これから自分が兄にする仕打ちを思えば。

「さて、お喋りに付き合ってやったところで、もう傷は癒えたか？　それで終わりとは──」

　突然、言葉の途中で。

　ヴェーダの動きが凍りつき、はっとした顔で口元を押さえた。ごぼりと厭いやな音がして血を吐く。灰白色の瞳には、自分がそんなものを吐いたこと自体が信じられないという強烈な戸惑いが浮かんでいる。そのまま体勢を崩し、寒空の高みから落下しそうになって、危ういところで北塔の屋根に身を寄せた。

　だが、起き上がろうとしても身体に力が入らず、それどころか身じろぎするだけであちこちに激痛が爆発することに、今度こそヴェーダの顔が驚きよう愕がくにゆがんだ。

「……ッ……な、んだ？　これは──」

　ラゼリオンは、再生を始めた脇腹がどくどくと脈打つ感覚を味わいながら、口を開いた。

「──ご存知でしたか？　三の兄君。生き物が死ぬ大きな理由は、外傷と、病と、衰弱の三つだそうです」

　ヴェーダの灰白色の双そう眸ぼうには、混乱と、それを凌しのぐ激しい怒りが渦巻いている。

　それを、自分でもぞっとするほど冷静に見下ろして、ラゼリオンは続けた。

「少しの怪我ならあなたは即座に治癒してしまう。さりとて今の私に、あなたの狡こう猾かつな攻撃をかいくぐりながら、死なない程度にあなたを傷つけるほどの技量もない。だから──『病』を、あなたに与えたのです」

　ヴェーダが目を剝むいた。吐と血けつで汚れた口から怒声がもれる。

「病……だと？　馬鹿な！　悪魔を殺す病など、この世界にあるものか！」

「ですから、私の羽根を素もとにして、即席で、悪魔をも蝕むしばむ強力な病魔をこしらえたのです」

　あなたが私の羽根を利用して、怪物を作り上げたように。

　どんなに小さな傷口からでも入りこみ、血管を通って心臓に到達したが最後、内側から肉体を食い荒らして生気を奪う病魔を。

「だから今、兄君の体内では、無数の病気の症状が出ているでしょう？　──結核による喀かつ血けつと呼吸困難。黒死病による敗血症。百ひやく日にち咳ぜきによる嘔おう吐と感かん。天てん然ねん痘とうによる全身の化か膿のう。破傷風による筋肉の麻ま痺ひと痙けい攣れん。催眠病による神経痛。悪性腫しゆ瘍ようによる臓器の不全、その他」

　とっさに思いつく限りの病魔の力をこめた。

　激しい苦痛にひび割れた声で、ヴェーダが唸うなる。舌打ちも加わる。

　憎にく々にくしげだが、ラゼリオンのことは憎悪も嫌悪もしていない。そういう雰囲気だった。

　むしろ褒ほめるような口調で、ヴェーダは低くうなった。

「……やりおったな、弟め」

「人間ならば即死しているところですが、兄君ほどの悪魔なら、しばらく地獄の苦痛を味わいつづけるだけで、後こう遺い症しようもなく回復できるはずです。もっともその頃には、継承戦争は終わっているかと思いますが」

「貴様が……終わらせる気か？」

「さて。それはなりゆき次第です」

「ふざけるなよ弟」

　濁った血と一緒に、ヴェーダが憎々しげに吐き捨てた。

「我を退しりぞけておいて、そのやる気のなさは何事だ？　許せんな。貴様は他の兄弟にも必ず勝たねばならん。必ずだ。もっとも強い悪魔に敗れたのなら、我もまあ今日のことが我が慢まんできないではないからな。──わかったな？　わかったという返事以外は認めないが、一応訊いてやろう。返事はなんだ？」

　突き抜けて身勝手だが、懐かしい言葉。

　良くも悪くも自分を失わない兄に、ラゼリオンは苦笑いしそうになり、寸前で思いとどまった。余計なことを言うと、プライドが高い兄は病魔のせいではなく憤ふん死ししかねない。

「わかりました」

「──ったく。巣す籠ごもりしていた貴様に書物を与えてやったのが、仇あだになったわけか」

「恩に報むくえなかったことは、申し訳ないと思っています」

「謝るなよ。偽善者と呼ばれたくないならな。我は負けるのも死ぬほど嫌いだが、勝ったくせに謙けん遜そんする阿あ呆ほうはもっと嫌いだ。ただでさえ吐はき気けやら何やらでムカついてるのに、その辛しん気きくさい面つらと持って回った言い方は虫むし唾ずが走る。──……とっとと我を〈黒世界〉にでも送還しろ。しばらくは貴様の顔なぞ見たくもない」

「仰おおせのままに」

　ラゼリオンはうなずいた。

「では、これをよい機会にゆっくりと静養してください、三の兄君」

「ふん。貴様はくたばれ──いや、違うな。可愛い『夜の女王』にふられてこい。心の底から嘲あざけってやる」
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　大地が割れるような崩ほう落らく音おんを背に浴びながら、セシアたちは命からがら塔の外に逃れ出た。

　塔の付近にはすでに、青あお薔ば薇らの騎き士したちが集まりつつあり、彼らの手によって意識を失ったアリスは護送されていった。その馬車が路の向こうに消えたのを機に振り返った時には、ブラッドレイの姿は消えていた。が、セシアは不思議と不安にはならなかった。

　無法街パンデモニウムには、ボスの帰りを待つ配下がいるのだ。それを見捨てたりはしないだろう。

　──一人になりたかったのかな。

　そう思う。彼は、おそらく彼自身が思っているよりもずっと繊せん細さいだから。

　セシアは南の夜空を振り返った。闇よりもなお濃こい黒髪の悪魔が、胸を支配する。

　ラゼリオン様は。凍こごえる唇で、無意識のうちに呟つぶやきそうになったのを止めたのは──。

「……セシア」

　すぐそばで名を呼ぶ声だ。はっとして振ふり仰あおぐと、センレッドが驚くほど近い距離に立っていて、思わず心臓が跳ねた。先刻はぐれたことに責任を感じているのか、青年は暗い顔をしており、胸が痛んだ。慰なぐさめようと、雪の粒がついた真しん紅くの髪へと手を伸ばしかけるが。

「……無事で」

　よかった。その言葉を、セシアはセンレッドの腕の中で聞いていた。

「セ、センレッド……!?」

　普段は恥ずかしがりやで手もつなげない彼とは別人のような力任せの抱ほう擁ように、一瞬Ｄがまた現れたのかと思ったが、そうではないことは気配でわかった。他の誰でもなく、センレッドに抱きしめられている。彼の体温と存在感はセシアをすっかり包んでしまっていて、眩め暈まいがしそうなほど息が苦しい。なのに逃れられない。

　これが他の二人だったら、抱きつかれる寸前にかわしたり、苦しいから離してと文句を言えたところだが、普段は絶対にこんなことをしない青年だから、言葉が思い浮かばない。

　──センレッドってどうして、瘦やせてるのに、こんなに身体が熱いの。

　よく考えれば戦闘の直後で体温が上がっているのは当然なのだが、乱れきった鼓こ動どうはセシアの思考回路まで混乱させており、冷静になれない。どうしよう。ひたすら狼ろう狽ばいしてしまう。

　が。

「気持ちはわかるが落ち着け、兄弟。せっかく助けた姫さんを窒ちつ息そくさせてどうすんだ」

「そんな遠回しな表現じゃ駄目ですよ。──センレッド。そんなに身体を密着させて、セシアの胸のサイズでも知りたいんですか？」

　ルーシャスの突き抜けて無礼だが衝撃の大きい科白せりふが、センレッドを覚かく醒せいさせたようだ。

　一瞬固まったかと思うと、センレッドは慌あわててセシアから身体を引き剝はがした。その顔は彼女よりも真っ赤に染まっている。

「……ッ……そ、その、セシア──すまない！　ほっとして、つい」

「い、いいのよ」

「……ええと……胸のサイズはわからなかったから、安心してほしい」

「そこまで謝らなくてもいいから！」

　思わず叫んでしまった。

　穴に入りたいほど恥ずかしい沈黙を破壊してくれたのは、アルカインだった。

「よっし！　仕方ねえから間をとって、俺が全員ハグしてやろうじゃねえか」

「いりませんよ、暑苦しい」

「冬なんだから多少暑くても薪たきぎいらずでいいだろ吸血鬼。さあどんと来い！　来ないなら俺から行くぜ！　変身しないから冬毛は出さないけどそんな感じエルボー！」

「きゃあ!?　ちょッ、苦しいっていうか髪がくすぐったい！」

「……確かに、すごくこそばゆい。アルカイン」

「がはははは。照れんなよ姫さん、センレッド」

　ひと塊かたまりのものすごく暑苦しい集団と化した『夜よるの女じよ王おう』とその契約者ウオーカーたちを、他の青薔薇の騎士たちは好意的に眺ながめていた。犠ぎ牲せいを出さずに聖せい誕たん祭さいの王都を守れたのだ。少しくらいはじけてもよかろう、と。
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　再び降りだした雪はすでに、紅から白に変わっていた。

　ロンディニウムが霧の王都ではなく雪の王都へと清らかに変へん貌ぼうしてゆく様さまを、馬車の窓から穏おだやかに眺ながめながらカールレオン城に帰還する。あちこちが破れた騎士服から、ひとまず灰かい紫むらさき色いろのワンピースに着替えていると、ラゼリオンが戻ったと教えられた。

　すぐに、この城の数少ない名物ともいえる玄関ホールに向かう。

　豪ごう奢しやな王冠の周りで、いろいろ妖精が踊る意い匠しようのシャンデリアの下──壁際に置かれた長なが椅い子すに、悪魔は腰を下ろしていた。なぜか、クレオヴィスと歓談している。行き交う青薔薇の騎士たちの注目をかなり集めておきながら、二人にそれを気にするそぶりはない。

「──いいえ、私はただの人の子です」

　とだけ聞こえた。なんの会話なのか猛もう烈れつに気になったが、そこで二人とも階段を下りてきたセシアに気づいて、言葉を止めてしまった。

「これは、お嬢様。では何かご用意いたしましょう」

　引き留める間もなく、芸術的なさりげなさで黒い服の執しつ事じが城の奥に去ってしまう。

　セシアは残った悪魔の方に目を向けると、彼は執事に淹いれてもらったらしい香り豊かなスパイスティーに口をつけつつ、

「彼のハンドパワーのことを尋たずねていたのだ。なかなか奥の深い御ご仁じんだな。この国の執事は、皆、あのように神秘的で謎に満ちているのか」

「たぶん違うと思います、というかそうだったら困ります。それより──」

「そうだったな。おかえりなさい。──怪我はないか？」

「それはわたしの科白です」

　左目が完治したのには安心したが、今度は左肩に包帯が巻かれている。そのくせラゼリオン本人の表情は妙に晴れ晴れとして見えた。実の兄と本気で殺しあうという、精神的にも肉体的にも苛か酷こくな戦いの後とは思えない。ここに駆けつけるまでに、ラゼリオンがどんな表情をしていても受け止め、彼の尽力になんとしてでも報いる覚悟でいたセシアは、ほっとしたような肩透かしのような、複雑な気分を味わう。

　言葉を選びそこねたまま、包帯に滲む血の色をじっと見つめているうちに、ある想いが泡のように浮かんだ。

　──わたしがこのひとの花嫁だったら……。

　──このひとは、こんな傷を負わずに済んだのだろうか。

　たとえ圧倒的な実力の差があったとしても、ラゼリオンは兄を捻ひねり潰すような真似はしないだろうけれど。彼が今までずっと「興味がない」「関係がない」と言い張ってきた魔王位の継承戦争にも、今後は本格的に巻きこまれるのではと思えば、セシアは動揺せざるをえない。

　──だとしたら……わたしは……いや、駄目よ。そうじゃない。

　わかっている。ラゼリオンがセシアに求めているのは、そんな自己犠牲じみた献身ではない。

　でも、このままじゃ……と、答えの出ない迷いの海に再び沈みかけた時、おもむろにラゼリオンが右手を伸ばして、いつかの夜のようにセシアの頰にふれた。びくりとしてしまう。

「温かい」

「……生きてますから」

　──手袋、してない。

　ただそれだけなのに、以前よりも数段親密なふれ方をされている気がして恥ずかしくなる。

　頰に彼の手ではない熱を感じていると、ラゼリオンはあいまいな笑みを口元に浮かべた。

「三の兄君は急病で〈黒世界〉に戻られた。向こう百年はベッドから起き上がれないだろう」

「急病……？」

　悪魔が病気になるなんて聞いたこともない。

　ということは、ラゼリオンが兄を「向こう百年はベッドから起き上がれない」ほど痛めつけたという意味か。彼らしいというか、表現が微妙に持って回っているけれど。

「あなたは……大丈夫なのですか？」

「腕のことなら心配はいらない。もう癒いえた」

「腕じゃなくて、いや腕ももちろん心配ですけど、わたしが今訊きいているのは……」

「そちらも大丈夫だ。あなたにふられたら見舞いにこいと、温かい言葉をいただいた」

　セシアはなんとも言えず、ただうなずいた。やはり、悪魔の兄弟の愛情表現はよくわからないなと思いながら。

　ともあれ、ラゼリオンが穏やかな顔をしてここにいてくれているのは間違いなく幸福なことだったから、彼にこれ以上逆に気を遣わせてしまうような発言をしそうな自分を抑えて、その喜びを素直に笑顔にしてみた。

　するとラゼリオンも、表情の起伏に乏しいなりに、目元をなごませて。

「ふられたらってことは──なんだ姫さん、そいつに口く説どかれてんのか？」

　静かで温かく、どことなくくすぐったい空気をぶち壊したのは、無む造ぞう作さな声だった。

　腰が抜けそうなほど驚いて振り返ると、セシアと同様、汚れた騎士服から着替え終えたアルカインとルーシャスが立っていた。

「最近それとなく考え事が多かったのは、だからですか、我が姫マイ・プリンセス」

「！　ルーシャス──」

「気づいていないとでも思ったんですか？　甘いですよ」

　マゼンタ色の瞳に妖あやしい輝きを灯ともして微笑ほほえむルーシャスに、切り返しが思い浮かばない。
















　絶句していると、今度は外から、真紅の髪を揺らしてセンレッドが走ってきた。

「セシア──……その、クローディア陛下が、来るそうだ」

「本当に!?」

　純粋な喜びと、この場からの救いを得た心地の相そう乗じよう効果で、思わず声が高くなってしまう。

「あ、でも宮廷に戻らなくていいのかしら？　深夜の典礼があったはずだけど」

「……なんでも、至急相談したいこと──というか、話したいことがあるって伝言が」

「何かしら……？　まあ逢って本人に訊けばいいわよね、じゃ、行ってくる！」

　後半は不自然なほど早口に話を切り上げて、セシアはセンレッドの手を引いて走りだした。

　残された微妙な顔ぶれの間には、微妙な沈黙がしばらく続いた。

　なんとなく三人とも無言のまま、なんとなくお互いに視線を交わしあった後で、意味ありげに煌きらめいたのはマゼンタ色の瞳。

「殿下も気づいてはおられるようですね？　そうですよ──我が姫マイ・プリンセスをどうにかしたいのなら……まず『昼の女王』陛下がライバルです」

　ルーシャスが意味ありげな微笑みを浮かべて、黒衣の悪魔を流し見る。

　君たちは敵ではないのか？　と尋ねかけて、ラゼリオンは結局やめた。訊くまでもない。

　魂の半身を迎えに走りだした少女の背中を見やって、それからもう一度吸血鬼と人狼を振り返り、かすかな笑みを返すに留とどめる。

「なかなか大変そうだな」
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あとがき






　こんにちは、あるいははじめまして。作者の木き村むら千ち世せと申します。

　青（一巻）と紅（二巻）が混ざって紫、今までの伏線総まとめ！　というつもりの『アルビオンの夜の女王』第三弾です。




　ゲストは、ゴスロリ女装を特技にする美少年ギャング（ブラッドレイ）と、壊れた美少女（アリス）と、見た目だけは白っぽい三番目の魔王子です。おまけで白しろ薔ば薇らの騎士こと聖騎士団長（レオナルド）。イラストが麗うるわしくて、今回も眼がん福ぷくです……！

　青紅で登場済みのメンバーも、もちろんがんばっています。

　まだ本気を出していない状態だった悪魔が必殺技を披ひ露ろうしたり、吸血鬼は寝る暇ひまもなかったり、人じん狼ろうはもふもふだったり、改造人間が隠された一面を見せたり、執事は相変わらずハンドパワーでなんでも乗り切っていたり、そしてメインヒロイン（？）の『昼の女王』に浮気疑惑が！　という。

　主人公の悩みの種が増えるのと比例して、ますますにぎやかになった『アルビオンの夜の女王』ワールド、お楽しみいただけたら幸いです。

　個人的には、主人公はフリーデル＝ロッテと結婚するのが一番刺激的で楽しそうだと思うのですが、もしこの表紙とこの設定、そして青紅までの展開でそっちに突き進んだら、たぶん伝説になれますね。

　お話としては、今回も大好きなダークサイド・オブ・ロンドンやギャング・オブ・ニューヨークのネタをいくつか混ぜつつ、語尾にハートマークが飛び交うラブラブシーンを生まれて初めて書いたりと、端々で趣味を織り交ぜてしまいました。たいへん楽しかったです。アリスモチーフを全体に散りばめたはずなのに、可か愛わいさやほのぼのした雰囲気より、殺さつ伐ばつさが目につく気もしますが、そこはそれ。

　ここからは、お世話になった方への謝辞を。

　的確な助言をくださった担当様、今回も素晴らしいイラストで世界を作ってくださったこうじま先生、この作品が世に出るにあたって尽力してくださった方々、温かく見守ってくれる家族と友人、そして誰よりも、この作品をお読みくださった方に深く感謝いたします。ありがとうございました！




　それでは、またどこかでお逢いできることを祈りつつ──。





木村千世



















著者

木村千世

Chise Kimura




クレイジー、あるいは開き直った悪の華が好みなのは、私の応援している英国人俳優の某氏の影響が大きい気がします。

氏は近年の出演作『バッドマン ビギンズ』ではめずらしく善人役でしたが、『レオン』での神がかったキレっぷりは、やはり至宝だと思われます。










イラスト

こうじま奈月

Naduki Koujima




女の子のひらひらした感じの服は描くのがとっても楽しいです。

表紙はアリスのイメージで描きました。

昔観た実写版アリスが怖かったんですがなぜかその話が好きなんですよね。

久しぶりにまた観たいな。










電子版　ビーズログ文庫



アルビオンの夜よるの女じよ王おう
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